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蛇だ足そくでしかないプロローグ







　お前、『テセウスの船』って知ってるか？

　知らねえ？　はっはー。そんじゃま、この僕ぼくが解説してやるから、耳の穴かっぽじってよく聞いときな。

　そこそこ有名な、同一性に関する思考実験だよ。

　ギリシア神話に登場するアテナイの王、テセウス。

　テセウスの木造船は、彼かれの死後何年も保存されることとなった。が、その船の木材は当然朽くちていく。そこで少しずつ朽ちた木材を新しいものに取とり替かえていった。それを繰くり返かえした結果、長い年月を経へて、とうとう元の木材は一つとしてなくなってしまった。

　さて。

　この船は、元の船と『同じ』であると言えるでしょうか？

　これが――『テセウスの船』だ。

　一つの物体を構成する物質が全すべて別のものになったとき、それは果たして元の物体と同じであるといえるのか――ってのが、この思考実験の肝きもだな。

　似たような思考実験はいろいろとあるぜ。『スワンプマン』とか、『砂山のパラドックス』とかな。興味があったらググってみろ。

　な、面おも白しろい話だろ？

　は？

　いや……確かに現代日本じゃ木造船はほとんど造られないから、こういう事態はまず起こらねーけどさ、僕はそういうこと言ってんじゃねーよ。

　つーか、似たようなことなら、現代日本でも山ほどあるだろ？

　チームのメンバーなんざ十年もすればほぼ総入れ替えされてるのに、変わらず同じチームを応おう援えんし続ける野球ファン。卒業や新メンバー加入を繰り返すアイドルグループ。

　あとは……そうそう、『学校』なんかその最たる例だろ？

『学校の主役は生徒だ』とかなんとか……熱血学園ドラマあたりに出てきそうな台詞せりふだけど、その生徒は、たった数年で完全に別の奴やつらに入いれ替わる。

　おいおい、主役が入れ替わっちまったよ。

　学校ってのはジョジョスタイルなのか？

　生徒に限らず、教師だって経営者だって入れ替わる。建物が古くなれば校舎を建たて替えるかもしれない。そのときに場所も移るかもしれない。時代が変われば、校則や校風、教育理念だって変化する。法律が変わればカリキュラムも変えざるを得ない。

　それでも世間の学校は、創立ウン十周年、のお祝いをちょくちょくやってやがる。

　はっはっは。滑こつ稽けいっちゃ滑稽な話だよな。

　この黒こく宝ほう学がく園えんは、まだ創立五年ってとこだが……すでに初期と『同じ』とは言えねーなあ。理事長ながら、そう思うぜ。

　で。

　様々な例を持つこの『テセウスの船』だが、その最たる例は――僕ら『人間』そのものであると思わねーか。

　人の肉体ってのは、常に新しいものに移り変わっていく。

　骨細さい胞ぼうは九十日、筋肉は六十日、肌はだは一ヶか月げつ、小腸の上皮なんざ二日で生まれ変わる。食うもの食って出だすもの出して、どんどん別な物質に置ち換かんされていく。産まれたときのパーツはなに一つとして残ってねえはずだ。

　それなのに――人は『自分自身』として生きる。

　僕は僕として。

　お前はお前として。

　そこにはなんの疑問も抱かず生き続ける。細胞どころか原子レベルで『別の存在』になっているにもかかわらずな。

　では、人を『その人』たらしめているものはなにか？

　記き憶おくか？

　思い出か？

　心か？

　はっはー。

　僕はな――それこそが『キャラクター』だと思ってるんだよ。

　自分が『自分』であること。

　自分からも他人からも、『自分』であると認められるもの――それが人の持つ『キャラクター』だ。

　あん？

　前置きプロローグが長い？　さっさと本題に入れって？

　はっはー。ったくせっかちだな、お前は。

　のんびり行こうや。

　打ち切りが決まったわけでもあるまいし、だらだらぐだぐだと行こうぜ。

　いやなに。

　ただ単純に、今回の事の顛てん末まつを聞きたいだけだよ。

　僕は今回、ほとんどノータッチだったからな。結末が気になってしょうがないんだ。お前らの一世一代の大おお博ばく打ちがどんな結果に転んだのか。

　なあ。

　教えてくれよ。

　今回はどんなお話だったんだ？







第一章　ポーカー







「うふふ。いいの？　その手を下ろしたら、もう後あと戻もどりはできないのよ？」

　穏おだやかな五月の日差しも、昼時となればそれなりに眩まぶしい。

　中ちゆう途と半はん端ぱに自己主張してくる太陽に照らされた学園中庭のテーブル席には、二人の女生徒が向かい合って座すわっていた。

「降りるなら今のうちね。私は慈じ悲ひ深ぶかいから、今なら情けをかけてあげなくもないわ」

　一人は塔とうヶ崎さき夜よる子こ。

《ラスボス》の役割を与あたえられた少女。

　ブレザーの下にパーカーを着込んでおり、ウサ耳のフードを目ま深ぶかにかぶっている。目元が見えない異様な容よう貌ぼうだが、今、その口元は愉ゆ悦えつに歪ゆがんでいた。

「降りないわよ。コール。さあ、勝負しましょ」

　対するは桜おう神がみ雛ひいな。

《主人公》の役割を与えられた少女。

　上がジャージで下が学校指定のスカートという、ボーイッシュとガーリーの狭はざ間まを狙ねらったかのようなファッション。明るい色の髪かみは、高い位置で一つにまとめてある。

　雛は気高い覚かく悟ごを秘ひめた瞳ひとみで相手を見み据すえる。力強い視線を向けられた塔ヶ崎は、うっ、と仰のけ反ぞった。

「い、いいのね？　ど、どうなっても知らないわよ……」

　二人の手元にはそれぞれ五枚のトランプ。テーブルの上にはチェンジされたカードと、チップ代わりのチョコレートが散らばっている。

「コール」

　うろたえる塔ヶ崎に対し、雛は平然と言った。

「よ、よーく考えなさい。今のは聞かなかったことにしてあげるから……」

「コーゥル」

「え？　え？　聞こえない聞こえない。なに言ってるか全然わかんない！」

「コ・オ・ル！」

「フォ・ル・ド？　今フォルドって言った？　ああそう、降りるのね。うふふ、じゃあこの勝負は私の勝ち――」

「往おう生じよう際ぎわ悪すぎんだろ。さっさと手札出せ」

　いい加減イライラしてきたので、審しん判ぱん役やくとして二人の近くに座っていた俺おれは、手を伸のばして塔ヶ崎の手札を晒さらした。

　塔ヶ崎の手役は、役なしのブタだった。

「雛。お前は？」

「あたしはクイーンのツーペア。はい、またあたしの勝ち～。というわけでチョコもーらいっ。ふふん、これであたしの十連勝だね」

　ベットとして賭かけられていたサイコロ型のチョコを、雛はごっそりと自分の方へ持っていく。塔ヶ崎のチョコはもう、三、四個しか残っていない。

　最初は、お互たがい二十個ずつでスタートしたはずだが、ずいぶんと差がついたものだ。

《主人公》対《ラスボス》のポーカー勝負。

　金銭を賭けるのは不健全なので、チョコを賭けることにしている。

　ポーカーというゲームは、運や手作りももちろん大事だが、一番の醍だい醐ご味みはブラフやハッタリを活いかした心理戦にあるだろう。たとえどんなゴミ手だろうと、強大な手に見せかけて相手を降ろしてしまいさえすれば、そいつの勝ちだ。

　……まあ、それに失敗すると、今の塔ヶ崎みたいになるんだけど。

　ブタで突つっ張ぱるというのは、成功すればかなりかっこいい戦法だが、失敗するとすごく無残だ。
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　敗戦のショックでぷるぷると震ふるえていた塔ヶ崎は、やがて勢い良く席を立った。

「イ、イカサマよ！　今の勝負は無効だわ、無効！」

　うわー……。

　ギャンブル漫まん画がで、モブっぽい雑魚ざこが言いそうな台詞だなあ。

「してないっってば！　もう、塔ヶ崎さん。負けるたんびにイカサマイカサマって難なん癖くせつけるのやめてよ」

「ふん。そうやってムキになって否定するところが怪あやしいわね。ここはボディチェックをさせてもらおうかしら？」

「ボディチェック……？」

「あなたの体の怪しいところを隅すみから隅までチェックさせてもらうのよ。うふふ、そうね。まずはその、淫いん猥わいな胸の谷間でも調べさせてもらいましょう」

「む、胸ぇ!?」

「どうせその下品な谷間にカードでも隠かくし持もってるんでしょう？　ほら、見せなさ――」

「おっさんみたいなセクハラすんな」

　フードのウサ耳部分を掴つかむ。豊かな胸部へと手を伸ばしかけていた塔ヶ崎は、ぴたりと動きを止めた。小さな唇くちびるが憎にく々にくしげに歪む。

「余計なマネを……。『やめろ、それは俺の谷間だ』とでも言いたいわけ？」

「言わねーよ、そんなこと！」

「えっ、な、う、嘘うそ、涼すず希き……。そ、そんなっ、そんなこといきなり言われても困るっていうか……」

「お前は顔を赤らめるなよ、雛！」

「はん。ちょっとパイオツカイデーなくらいでいい気になるんじゃないわよ」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうになる塔ヶ崎。いや……自分から巨乳トークを振ふっといて、勝手に機き嫌げん悪くなってんじゃねーよ。マッチポンプ過ぎんだろ。

「で。どうすんだ塔ヶ崎。ポーカー、まだ続けるのか？」

「当然よ。まだ私の負けが決定したわけではないからね」

「んじゃ、カード配るぞ」

　審しん判ぱん兼けんディーラーである俺は、テーブルのカードを集めて軽くシャッフルする。特に意味はないが、格好つけでショットガンシャッフルをやってみる。カードゲームでこれをやると遊ゆう戯ぎボーイから怒おこられてしまうが、トランプなら問題ないだろう。

　十分にカードを切った後、二人に五枚ずつ配る。

　しかし。

　それにしても、塔ヶ崎、弱いなー。

　基本的に『持ってない』というか、運に見放されているというか。『持ってる』の代表格みたいな雛が相手では、まず運で勝負になっていない。

　とは言え、さすがの雛も毎回毎回、相手のカードを上回るというわけじゃない。

　たまーに、塔ヶ崎の方に運が向いているときもある。

　ただ、そういうときどうなるかというと――

「おほっ。うわっ、うわああっ、うふふふっ。あ、私、チェンジしないから！　ノーチェンジ！　このまま勝負するっ！　うふっ、うふふふふ！」

　……こんな感じで満面の笑えみで喜ぶのだ。根本的にポーカーに向いてないっつーか、ポーカーフェイスが不可能な奴らしい。

　カードの良よし悪あしが全部顔に出る。『目線』という最も心理を読まれやすいパーツを隠しているというのに……それ以外のパーツの自己主張が激しすぎる……。

　顔の下半分で喜き怒ど哀あい楽らくが全部わかるぜ。

　わかりやすく喜んでいる塔ヶ崎を見つめながら、なんとも言えない表情になってる雛がカードチェンジをし、いよいよ勝負の瞬しゆん間かん。

　それぞれ場代のチョコ一個を提出し、ここからポーカーの醍醐味とも言える駆かけ引ひきが始まる。

　片方がベットをし、それに対し、片方が上乗せレイズ、勝負コール、降りるフオルド、の選せん択たくをする。公式のルールとは少し違ちがうが、今は適当なお遊びルールでやっている。

「私はこの勝負に全賭けオール・インよ！　手持ちのチョコを全て賭けるわ！」

　自信満々の声と共に、塔ヶ崎がベットを決定した。

「じゃあ、あたしは降りるね。フォルド」

「なんですって!?」

　あっさりとフォルド宣言した雛に、塔ヶ崎は絶ぜつ叫きようする。無理もない。雛に降りられては、塔ヶ崎の儲もうけは場代のチョコ一個のみなのだから。

　麻雀マージヤンとは違い、ポーカーはどんな怪かい物ぶつ手だろうと相手が勝負してくれなきゃまるで意味がない。だからこそ、ブラフやハッタリが大事なんだけど……まあ、あんだけわかりやすけりゃ誰だれだって降りるよなあ。

「ず、ずるいっ、ずるいわよ！」

「ずるくないよ。そういうルールだもん」

「だって、だって……さっき、私が降りろって言ったときは降りなかったくせに……今度は降りるって……」

「そういうルールだもん」

「……あなた《主人公》なんでしょう？　主人公様が敵前逃とう亡ぼうなんてマネをしていいと思ってるの？　ダッサ！　うわ、ダッサ！」

「そんな安い挑ちよう発はつには乗りません」

「う、うぅ……」

　悔くやしさが滲にじんだ嗚お咽えつを漏もらしながら、塔ヶ崎はテーブルに突っ伏ぷした。その際、手札が散らばる。見てみると『２、２、９、９、９』という手札だった。

　初手でフルハウスができてたのか……。あの喜び様もそれなら納なつ得とくだ。しかし、そんなビッグチャンスは全く活かせないのが、塔ヶ崎夜子クオリティ。

「これで勝ってれば流れが変わったかもしれねえのに……。お前って本当チャンスに弱いな、塔ヶ崎」

「はっ。ナメないで頂ちよう戴だい。私はピンチにだって弱いわよ」

「誇ほこらしげ言うなよ……。悲しくなるから」

　チャンス×　ピンチ×　ついでにセンス×

　……ダイジョーブ博士で失敗したみたいなパラメータだな。

「ふんっ。まあいいわ。次よ、次！」







　その後も勝負は続いたが、傾かたむきかけた流れを掴めなかった塔ヶ崎に勝利の女め神がみが微笑ほほえむことはなく、すぐさま塔ヶ崎のチョコは底を尽つきた。

　結果は雛の圧勝。

　本日もまた、《ラスボス》の敗北であった。

「……ムスッ」

　昼休みも終わりに近づき、一年二組の教室に戻もどって歩いている途と中ちゆう、隣となりの塔ヶ崎は、「ムスッ」と口で言いながらムスッとした表情になっていた。

　わざわざ口に出してアピールしているところに、「私は不機嫌だから、あなた機嫌取りなさいよ」という意図をありありと感じる……。面めん倒どうだから無視しよう。

　出会って一ヶ月とそこらだが、なにかと一いつ緒しよに行動することが多かったため、だいぶこいつのキャラは掴めてきている。

　塔ヶ崎夜子。

　黒こく宝ほう学がく園えんにおける《キャラクター》は、特殊役割レアロール《ラスボス》。

　そしてそのキャラクターは……なんつーか、傲ごう慢まんロースペック。

　口ぶりだけが大物で、それ以外は軒のき並なみ小物臭い。

　彼かの女じよはこの学園に七人いる《主人公》を倒たおすことを目的としており、どういうわけか、俺はそれに付き合うこととなっている。

　当面の目的は、一番身近で一番ムカつく《主人公》である桜神雛を倒すことらしく、塔ヶ崎はなにかにつけて雛に喧けん嘩かを売っているわけだが、その全てが返り討うち。

　今日のポーカー勝負のように、毎回ほとんど自じ滅めつに近い形で敗北している。

　ああ――いや。

　一度だけ、引き分けがあったかな。

「だいたい、ずるいのよ、あの女。天運？　豪ごう運うん？　とにかく運が良すぎるわ。これはもう、負けたのは全部運のせいね。実力ではむしろ私が勝ってたわ。あーあ、やってらんないわ。どんなに頑がん張ばっても結局運で全部持ってかれちゃうんだものね。ツイてないわー、マジでツイてないわー」

「…………」

　雛の勝負強さに嫉しつ妬とするのもわかるけど、勝負で負けたとき、こういうこと言い出す奴って本気でウザいよなあ……。

「あいつが運うん否ぷ天てん賦ぷの勝負でも強いってのは、わかり切ってたことだろ。なのに、なんでポーカー勝負なんか挑いどんだんだ？　今日はいつもみたいに策も練ってなかったみたいだし」

　なにかしらの秘策を用意してから勝負を仕し掛かけるのが、塔ヶ崎のいつものパターンだ。まあ、その大半が自滅に陥おちいる愚ぐ策さく、もしくは同情の余地のないイカサマなんだけど。

「ふん。ナメないで頂戴。現代に蘇よみがえった諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいと称しようされるこの私が、無策で相手に挑むはずがないでしょう？」

「つくんなら、もう少し信しん憑ぴよう性せいがある嘘つけよ……。そもそもお前、孔明がなにした奴かわかってんのか？」

「もちろん知ってるわよ。昔中国で、ビームを連射して有名になった人でしょ？」

「そりゃゲームん中だけだよ」

「とにかく、今回も策はきちんと練っていたわ」

　言いながら、塔ヶ崎はブレザーのポケットからトランプを取り出す。今日の勝負で使ったトランプだ。

「今日のポーカー勝負のために私が用意したこのトランプ――実はこれ、トリックカードなのよ」

「……なに？」

「裏からでもカードが見通せる特殊なトランプってことよ。一見、全部同じ模様に見えるけど、右上の太陽みたいなマークがカードによって微び妙みように違ってるわ」

　カードを受け取り、幾き何か学がく模様の裏面をよく見てみる。言われてみれば確かに、右上のマークがカードごとに微妙に違っていた。

　普ふ通つうなら全く気づかない程度の、些さ細さいな差異。

　しかしそれは騙だまし絵えのようなもので、一度『そう』だとわかってしまえば、それ以降は嫌いやでも目に付く。これなら、マークさえ覚えれば簡単にカードの判別が可能だ。

「……この太陽マークの、角が欠けてる部分がカードによって違うわけか……なるほどな。これって、本当はマジックとかで使うアイテムだろ？」

「ええ。昨日、シェリーに頼たのんで取り寄せてもらったの」

「シェリー？」

「うちの使用人の一人よ」

　なんということもなさそうに言う塔ヶ崎。

　金持ちだということは聞いていたけど、使用人が当たり前にいるクラスの金持ちなのか。登下校は専用の送そう迎げい車しやのようだし、なんだか途と方ほうも無い格差を感じる。

「でも塔ヶ崎。こんなイカサマカード利用しときながら、なんで勝てなかったんだ？」

　イカサマを仕込むというのは褒ほめられた行こう為いではないと思うが、それを非難する気持ちよりも、疑問に思う気持ちの方が強かった。

　裏からカードが把は握あくできれば、ポーカーでは無敵と言っていい。

　相手の手が透すけているなら、常に最善の選択をすることができる。それなのに、さっきの勝負で、塔ヶ崎が最善の選択をしている様子は一いつ切さいなかったんだが……。

「雛にはイカサマが見破られてたってことか？　あ。もしかして、土ど壇たん場ばになってやっぱりイカサマをすることに気が咎とがめたのか……？」

　すると、塔ヶ崎はさっと顔を横に向け、大変言いにくそうに言う。

「……どのマークがどのカードか覚えるのを忘れてただけよ」

「…………」

　うっかりにも程がある。

「道具を手に入れただけで満足してんじゃねーよ……。お前はあれか？　参考書買っただけで勉強した気になっちゃうタイプか？」

「違うわ。私は参考書を買うために親からもらったお金でゲームや漫画を買うタイプよ」

「なおのこと悪いわ」

　俺は深々と息を吐はいた。

「とにかく……今日の勝負でお前はギャンブルに向いてないってことは、よーくわかったな。運悪い、直感働かない、確率計算できない、すぐ顔に出る、すぐ熱くなる、ブラフとハッタリが壊かい滅めつ的てきに下手……。雛相手にギャンブルで挑むのは、もうやめとけ」

　これと言って得意分野が見当たらない塔ヶ崎だが、ギャンブルに関しては特に向いていないと言っていいだろう。

　こいつは、悪い意味で超ちようプラス思考だからなー。

　相手や状じよう況きようが自分に都合よく動くとしか考えておらず、リスクヘッジを欠片かけらも念頭に置いていない。

「お前、将来、パチンコとかカジノに手ぇ出すなよ。全財産突っ込んで破は滅めつしてく様が容易にイメージできるからさ」

　ため息混じりに言う。多少嫌みな感じが出てしまったが、俺としては善意から発言したつもりだった。

　しかし塔ヶ崎は、そこでぴたりと歩みを止めた。肩かたがぷるぷると震え始める。

「……カチンとくるわね、その、上から目線な言い方」

　苛いら立だった声に、俺は自分の失敗を悟さとる。

　しまった、こいつは上から諭さとしたらまず反発するんだった。言うことを聞かせるには、下からヨイショしておだてないといけないんだった。

「ギャンブルに向いてないですって？　平成のアカギと称されたこの私が？」

「誰も称してねーよ。お前は博才ゼロのカイジって感じだろうが」

　エスポワールに乗ったら、限定ジャンケンの途中に船ふな酔よいでリタイア、みたいなオチで終わると思う。

「……あー、悪い。別にそんな上から言ったつもりはなくてだな……。それに、女の子は、ギャンブルなんか強くない方がかわいげがあって……」

「ふんっ、今いま更さらフォローしても無む駄だよっ」

　拗すねた声で言い切り、塔ヶ崎は俺をビシっと指差す。

「今に見てなさい。私が生まれながらのスーパーギャンブラーだってことを、あなたに教えてあげるんだからっ」

「…………」

　めんどくせー奴。







『人生に成功を収めるために最も重要なもの。それは頭脳でも運動能力でも外見でもない――キャラが立ってることだ』

　それが、この学園唯ゆい一いつ無む二にの教育理念。

　私立黒宝学園。

　天才、百日紅さるすべり千秋楽ていあらによって創つくられた、『まるで物語のような』学園。

　この学園では、生徒ひとりひとりに、それぞれの個性に適した《キャラクター》が与えられる。

　その《キャラクター》は、役割ロール、種類ジヤンル、象徴モデルの三種からなる。

　たとえば俺の《キャラ》は、

　役割《脇わき役やく》

　種類《未定》

　象徴《なし》

　となっている。

　生徒に与えられる《キャラクター》は、百日紅理事長開発の『パーソナルキャラクタライジングシステム』、通つう称しよう『ＰＣＳ』というシステムによって管理されている。

　この学園においては、いわゆる『キャラ立て』も成績の一部となるため、そこそこ真しん剣けんに取り組まなければならないわけだが――しかし、なにをどうすればいいのかは、まるでわかっていないのが現状だ。

　学園側からは必要最低限の説明しか受けていない。

　当初は、ゲームのジョブみたいなもんだろう、と認にん識しきしていたけれど、だとすれば、攻こう略りやく本ぼんどころか、説明書もなしにゲームを始めちまったみたいな感覚だ。

　キャラを立てろ、と言われても、具体的にはなにをどうすればいいんだか――

「それを考えることも含ふくめて『キャラ立て』ってことじゃないのー」

　登校してから、朝のホームルームが始まるまでのタイムラグのような時間。

　俺が学園に対する愚ぐ痴ちみたいなものを述べると、隣の席に座った来らい手でさんは、やや投げやりな感じでそんなことを言った。塔ヶ崎がまだ登校して来ていないため、来手さんは塔ヶ崎の席に腰こし掛かけている。

「『キャラ立て』するかしないかも含めて『キャラ立て』か。難なん儀ぎな話だな」

「あ。高たか橋はしくんってもしかしてあれ？　ゲームやるとき、攻略本や攻こう略りやくwikiみながら、事細かに攻略したいタイプ？　サブイベントやレアイベントも全部消化しなきゃ気持ち悪くなっちゃうタイプ？」

「別にそういうわけじゃないけど……まあ、でも、攻略本見ることには抵てい抗こうがないタイプだな。たまに、期間限定のイベントをクリアしてないと見られないイベントや、フラグ立て忘れると二度と手に入らないアイテムとかあるじゃん。そういうのを逃のがすのが嫌だから、最初っから攻略本片手にプレイしたりもする」

「ふーん。でも、それってどうなのかな？　ゲームをやってるっていうより、小説読んでるみたいだよ」

「楽しみ方は人それぞれだろ」

「攻略のヒントを探すためにあちこち探たん索さくしたり、迷ったりするストレスに耐たえられない感じ？　うわあ、高橋くんのゆとり世代ぃ～。きみみたいな消費者がいるから、ゲームからどんどんゲーム性が失われていくんだぞ～」

「……そう言う来手さんはどうなんだよ」

「私？　私はねー、攻略レビュー読んだり、実じつ況きよう動画見たりしてたら、それだけで満足しちゃって、『買わなくていっかな』ってなっちゃうタイプ」

「買いもしない奴が、人様のゲームライフに文句つけんな！」

「あははー、めんご、めんご」

　ちっとも申し訳なさそうに謝あやまる来手さんだった。

「ちなみに、桜神ちゃんは？」

「あいつは絶対に攻略本見ないタイプ」

「おお、らしいねぇ。んじゃ、塔ヶ崎ちゃんは？」

「あいつはたぶん、説明書を読みもしないでゲーム始めて、そして行いき詰づまったらメーカーにクレームつけるタイプだ」

　適当にそんなことを言うと、来手さんは大層面白そうに笑った。それから、ふと思い出したように話を変えてくる。

「そういやさ、その塔ヶ崎ちゃんなんだけど……もしかして高橋くん、喧嘩でもしたの？」

「喧嘩？　なんで？」

「だってさー、ここ数日、高橋くんと塔ヶ崎ちゃん、なんか距きよ離りがない？　いつもはベッタリくっついてるのに……」

「ベッタリなんかしてねーよ」

　いや……傍はたからみたら、そんな感じなのかなあ。

　一ヶ月ほど前――塔ヶ崎夜子の打だ倒とう《主人公》計画に誘さそわれて以来、なにかにつけて一緒に行動している。まあ、単純に、塔ヶ崎が俺以外に話す奴がいないっていう、寂さびしい理由もあると思うんだけど。

「喧嘩ってわけでもないな。普通に会話はするし……ただ、どうも今、塔ヶ崎が一人でこそこそとなんかやってるみたいなんだよな」

　休み時間も放課後も、一人でどっかに行ってしまう。なにをやってるのか、と尋たずねてみても「教えない」の一点張り。

「……三日前ぐらい、塔ヶ崎と雛がポーカーで負けたのは話したよな。そんとき、俺が『お前はギャンブルに向いてない』って言ったことを根に持ってると思うんだけど」

　となると、なにか新しいイカサマの仕掛けを用意しているのだろうか。

「ふーん。ギャンブルか。ギャンブルねえ……」

　来手さんは少し考えこむような仕草をした。なにか思うところがあるのかと思い、俺が「知っているのか、来手さん」といつもの台詞を言おうとしたところ、

「おはよう」

　と、脇わきから冷れい淡たんな挨あい拶さつが入った。

「あ、塔ヶ崎ちゃん、おはよ。ごめんね、席借りちゃってて」

「構わないわ」

　来手さんが慌あわてて席から立ち上がると、そこでちょうどチャイムが響ひびいた。来手さんは自分の席に戻り、塔ヶ崎は席について鞄かばんを机にかけた。

「今日はずいぶんとギリギリだったんだな」

「ええ。ちょっといろいろとあって」

　いろいろ、ねえ……。

「なあ、塔ヶ崎。お前、なんかやってんのか？」

「どういう意味？」

「なにか妙みようなこと企たくらんでんじゃねーのか、って訊きいてんだよ」

　思い切って尋ねると、塔ヶ崎は「うふふ」と妖よう艶えんな笑みを漏らした。笑みを堪こらえ切れない、という様子である。

「なーんにも企んでないわよ。ふふっ。うふふふふ」

　盛大に嫌な予感がしたのは、言うまでもない。







　黒宝学園は全国から集められた生徒のために寄宿舎が設けられており、全ぜん寮りよう制せいというわけではないが、全体の八割ぐらいは寮りように住んでいる。

　男だん子し寮りようと女じよし子り寮よう、両方がちょっとしたマンション並みの規模と設備を備えた建造物で、俺が住んでいるのは、男子寮の二階、２０３号室。

　いわゆる二人部屋であり、もう一人、男の先せん輩ぱいと一緒に同居している。

　放課後。

　授業が終わると同時に、俺は真まっ直すぐ寮へ帰った。入り口付近で掃そう除じをしていた管理人のおばさんに軽く挨拶をし、二階へと上がる。

　２０３号室のドアの前。ポケットから学生証を取り出して、鍵かぎ穴あなの上にある端たん末まつにかざす。小さな電子音がし、ドアの鍵かぎが開いた。

　ここの学生証は、寮のカードキーの役割も担になっている。

　その他にも、図書館の入館証、学生データへのアクセスキーなどなど、多くの機能が備わっており、黒宝学園の生活には欠かすことのできないアイテムだ。

　文字通りのキーアイテムと言っていいだろう。

　部屋に入る。

　二人で暮らすには少々手て狭ぜまな生活スペースだが、同室の乱らん馬ま先輩が、綺き麗れい好ずきかつ私物が少ない人だったため、割と広く使えている。

「……今日もいないのか、乱馬先輩」

　靴くつを脱ぬぎながら無人の部屋を見み渡わたし、一人呟つぶやく。同室の乱馬先輩はなにかと忙いそがしい人らしく、放課後も部屋にいないことが多い。

　そのため俺との交流は、同室とは思えないほどに少ない。

　俺は自分の机に腰掛け、鞄から読みかけの小説を取り出だした。

　眩め暈まい坂ざか先輩から借りたミステリーである。

　映画化が決まった人気作であり、前々から気になっていたので、これを機に読むことにした。映画の上映は確か来週からだっただろうか。

　夕飯時までは、これを読んで過ごすとしよう。

　栞しおりを挟はさんでおいたページから、三ページほど読み進めたところで、ドアをノックする音が耳に入った。

　人の読書タイムを邪じや魔まする無ぶ粋すいな来客は――雛だった。

「ごめん、涼希。ちょっと……助けて」







　男子寮とは違い、女子寮はマンションタイプのオートロックが完備されている。

　玄げん関かんには監かん視しカメラがあり、窓ガラスや外がい壁へきは特殊構造。その他た諸もろ々もろのセキュリティも、男子寮と比べて圧あつ倒とう的てきに厳重なものとなっている。

　セキュリティに関して男女で差があることは……まあ、納得するしかないポイントだろう。こういう、女子寮だけがオートロック完備の学がく生せい寮りよう、ってのはよくあるそうだ。

「でも、いかにセキュリティシステムが優すぐれていようと、人間様がそれを使いこなせなきゃ意味がないよなあ」

「も、もうっ。そういう嫌みっぽいこと言わないでよ！」

　女子寮へと歩く途中、俺がからかうと雛は顔を赤くしてムキになった。

　話を聞いてみればなんてことはない。雛は今日、部屋に学生証を忘れてしまったらしい。そのことに下校してから気づいた、というわけだ。

「お前って、たまにしょーもないことでドジるよな」

「しょうがないでしょ、誰にだって間ま違ちがいはあるのっ」

　つん、とそっぽを向く雛。俺はやれやれと息を吐く。

　そのハイスペック具合から『完かん璧ぺき超ちよう人じん』などと噂うわさされる雛だが、実は意外と抜ぬけているところもある。

　ミスもするし、失敗もする。

　負けることだってないわけでもない。

　ただし――勝つべきときだけは絶対に勝つ。

　それが桜神雛という人間である。

「あーあ。あたしも涼希みたいに二人部屋だったら、こういうときに同室の人に助けてもらえたのになあ……」

「そういや個室に住んでるんだよな、お前。羨うらやましいよ」

　雛は俺とは違い、学生寮の一人部屋に住んでいる。

　この学園における《キャラクター》の最さい高こう峰ほう――《主人公》。

《主人公》の役割を持つものは、学園生活において様々な特権が与えられる。その一つが、学生寮の個室居住権。聞いた話によれば、かなり豪ごう華かな部屋であるらしい。

「羨ましい、かなあ？　先輩との共同生活ってのも楽しそうだけど」

「社交スキル高い奴やつにとっちゃ楽しいだろうな」

「そういう涼希はさ、同室の乱馬先輩と仲良くできてるの？」

「んー、微妙」

「微妙なんだ……」

「なんか、人を寄せ付けない空気がある人なんだよなあ。すごい壁かべを感じるっつーか……。俺とも必要最低限にしかコミュニケーション取ってくれないし」

「パジャマパーティーでもして仲良くなればいいのに」

「……野や郎ろう二人でパジャマパーティーしてなにが楽しいんだよ。……あー、でもパジャマと言えばあの先輩、すごいかわいいパジャマ着てたな。女子が着るみたいなの」

「へえ。でも乱馬先輩ってそういうの似合いそうだね」

「女みたいに綺き麗れいな顔してるからな、あの人。小こ柄がらで華きや奢しやだし」

「とても男には見えないよね」

「あと、乱馬先輩ってすげえシャイなんだよ。着き替がえるときとか、必ず俺に隠れてコソコソ着替えるし、風ふ呂ろもみんなが上がってから、終しゆう了りよう時間ギリギリに一人で入ってるみたいだし」

「ふうん」

　そんな風に世間話をしながら、女子寮へと向かう。女史寮は食堂を挟んで向かいに建っているため、歩いて三分とかからない。

　入り口に立ち、女子の館を見上げる。

「なあ、雛」

「なに、涼希」

「来いって言われたから、ついてきたけど……俺、来た意味あるのか？」

　なんとなく流れで女子寮まで来てしまったが、改めて考えてみると、自分が連れてこられた意味がよくわからない。

「うん。ちょっと涼希の力を貸して欲ほしいのよ」

「力を貸すもなにもないだろ。こういうときって、寮りよう母ぼさんにでも報告したらなんとかしてくれるんじゃないのか？」

「そうだけど……でも、それをすると、反省文とか書かなくちゃならないらしくてさ。面倒くさいでしょ？」

「まあ確かに」

「だからさ、こっちこっち」

　雛に連れられて、建物の裏側まで歩いて行く。

「ほらあそこ。窓が開いてるでしょ？」

　言いながら、雛が三階の窓を指さす。確かにその窓は半開きのようになっていた。

「あれ、あたしの部屋」

「……窓の鍵開けて出かけるなよ。オートロックの無む駄だ遣づかいじゃねえか」

「いやー、今朝はちょっと急いでてうっかりしちゃって」

　面めん目ぼくなさそうに言う雛。

「で、どうするんだよ。まさか、忍にん者じややコソ泥どろみたいにあの窓から忍しのび込むってわけじゃないよな？」

「え。そうだけど」

　……さも当然のように言いやがった。

「ほら、あそこ、エアコンの室外機のとこ、ちょっと出っ張ってるでしょ？　あそこを掴めれば、一気に部屋に入り込めると思うんだ」

「いや……無理だろ。あそこ、けっこう高いぞ」

「だから涼希」

　雛は言う。

　あっさりと、とんでもないことを。

「肩かた車ぐるましよ」

「は？」

「肩車。そうすれば、ギリギリ届くと思う」

　改めて上を見上げる。出っ張りまでの高さを目算する限り、確かになんとかなりそうではあるが……。

　けど、肩車って男女でやることじゃないよなあ……。

「それじゃ、いくよー」

　雛は身を屈かがめ、後ろから俺おれの股またに顔を突っ込もうとしてきた。

　慌てて飛とび退のく。

「いやいやいや、待て待て待てい！」

「なに、どうしたの？」

「いきなり男の股こ間かんに顔を突っ込むな！」

「――っ!?　い、言い方ってもんがあるでしょ！　そういう風に言ったら、私が……へ、変なことしたみたいじゃない！」

「うるせえ！　つーかなに？　え？　俺が上なの？　俺が肩車される方？　こういうのって普通、男が下じゃないのか」

「だって、私の方が涼希よりパワーあるし」

　うぐ。地味に傷つくこと言いやがって……。

「それに、今回は私のミスだから、涼希に大変な方の役は押おし付つけられないよ」

　確かに肩車は下の人間の方が負担が大きくなるかもしれないが、しかし、女子に肩車されることは、俺の男としてのプライドがどうしても容よう認にんできない。

「……いいよ、俺が下で。そもそも、お前の部屋に入んなきゃいけないんだから、お前が上の方が話が早い」

「そう？　じゃあ涼希がそう言うなら、お言葉に甘あまえて」

　雛はくるりと後ろを向き、足を肩かた幅はばに開いて、軽く尻しりを突つき出した。

　……俺に肩車されることに、抵抗ないのか、こいつ。

「雛。お前、スカートだけど、その、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。スパッツ履はいてるし」

　だから全く問題なし、と雛。

　前々から思っていたけど、こいつはスパッツのディフェンス力を信しん頼らいし過ぎだと思う。パンツよりもむしろスパッツが見たい、というマニアックな趣しゆ味みの人がいたらどうするんだよ、まったく。

「早くしてよ、涼希」

　俺の内心の葛かつ藤とうもつゆ知らず、雛は急せかしてくる。

「あたしはもう、涼希を受け入れる準備はできてるから」

「…………」

　今の台詞せりふはもう、オールウェイズ下ネタ製造機である塔ヶ崎じゃなくても、下ネタに脳内変換してしまってしょうがないと思う。

　俺は深呼吸をし、覚かく悟ごを決め、雛の脚の間に頭を入れた。そして一気に持ち上げる。雛が俺の動きに合わせて軽くジャンプしてくれたおかげで、思いの外楽に肩車することができた。

「お、おおおー……。たかーい。あはは、たかーい！」
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　頭上からはワクワクした感じの声が降ふってくる。が、俺は気が気じゃない、というのが正直な感想だった。

　両りよう肩かたに伝わってくる尻と太ふと股ももの感かん触しよくが……その、うん。なんとも言えない……。

「ねーねー、涼希。高いよ、高いよー。うわあ、なんか楽しくなってきたっ」

「そ、そうか。と、とにかく、早いとこミッションをクリアしようぜ」

　のんきな台詞を無視して、俺は女子寮の外壁へと近づいた。頭上では雛が手を伸のばし、その結果、肩に乗ってる尻がもぞもぞと動く。

「どうだ、雛。届きそうか？」

「ん～、もうちょっと～」

「もうちょっとってどんぐらいだよ」

「もうちょっとはもうちょっと～」

　アバウト過ぎる……。雛の様子を確かく認にんするため、俺は顔を上げた。

　その直後、

「ひゃうんっ!?」

　かわいらしい悲鳴が降ってきた。

「ちょっ、す、涼希っ！　頭動かさないで！　内もも、く、くすぐったいから！」

「わ、わり……って、お前、暴れんな！」

「す、涼希がくすぐるからだよ！」

「いてっ！　頭掴つかむな！」

「涼希は頭揺ゆらさないでっ！」

　ぎゃーぎゃーと暴れながら、必死にバランスを維い持じする俺と雛。

　お互たがいに頑張ってみたが、結局すぐに体勢を崩くずし、俺おれ達たちは二人揃そろって芝生しばふに倒れてしまった。

　高い位置から落ちた雛のダメージが心配だったが、どうやら反射的に受け身を取っていたようで、ピンピンしていた。すぐに起き上がって女子寮の壁を睨にらみつけている。

「くそー。あとちょっとだったのに」

「もう諦あきらめようぜ。寮母さんに連れん絡らくした方が早い」

「ううん。ダメ。ここで諦めたら、負けな気がする」

「なにに対して負けなんだよ」

「なんていうか……自分にっ」

　頑がん固こな態度に、俺は呆あきれてため息をつく。

　相変わらず、妙なところで負まけず嫌ぎらいだ。

　こういうところだけは、本当、塔ヶ崎とよく似ている。

　なにかにつけて正反対の《主人公》と《ラスボス》だけど、諦めの悪さと負けん気の強さなら、お互いにいい勝負だろう。

「あ。そういえば雛。ここ最近、塔ヶ崎ってお前のとこに行ってるか？」

　思い出して尋ねてみると、雛は首を横に振ふった。

「来てないよ。塔ヶ崎さんと話したのは……たぶん、三日前にポーカーやったのが最後」

「ふうん……」

　雛に絡からんでいたわけでもないのか。

　となると、あの《ラスボス》は、いったいなにを企んでいるのか？

　俺が思案に沈しずんでいると、隣の雛がじっと見つめてきた。なんだか刺とげ々とげしい視線である。

「な、なんだよ」

「別にー……。涼希って、塔ヶ崎さんのことばっかり心配してるなーって思って」

「うん？　そりゃ心配もするだろ。あいつの場合、ほっといたらなにしでかすかわかんねーから」

「そういうことじゃなくて……はあ、もういいよーだ」

　雛は小さく息を吐いた。それから立ち上がり、もう一度女子寮の壁を見つめる。直後、その瞳ひとみがキラリと輝かがやいた。

「そうだっ」

「どうした、なにか閃ひらめいたか？」

「涼希！　あれやろう、あれ！　あれやれば、あそこも窓までひとっ飛びできるから！」

「あれ？」

「ほら、漫まん画がとかでよくあるでしょ。二人組が壁とかを乗のり越こえるときに、片方が壁かべ際ぎわでこういう風に構えて」

　言いながら、雛は壁に背中を付け、バレーのレシーブみたいなポーズを取る。

「そして、もう一人が遠くから走ってきて、この手に足を乗っけて、びょーん、って大ジャンプするやつ」

　ぶおんっ、と構えた手を勢いよく上に上げる。

「あー、あれなあ」

　うまく説明できないが、雛が言いたいことはよくわかった。

　忍者なんかがやりそうなジャンプテクである。

　あれね、あれ。

「ほら。小さいとき、二人で練習したでしょ？」

「……ああ。俺はその大ジャンプに失敗して、顔面に膝ひざを打ち込まれたけどな」

「む、昔のことはいいのっ！　ほらほら、早く構えて」

　雛は俺から離はなれ、助走のための距離を取る。おいおい、マジかよ。マジであの大ジャンプをやるのかよ。

「……どうなっても知らねーからな」

「大丈夫。あたしと涼希ならできるって！」

　なんの根こん拠きよもないことを、眩まぶしいくらいの笑え顔がおで言いやがる。

　雛からそういう風に言われると、なんだかできてしまいそうな気がするのが不思議だ。

「行くよ、涼希。よーい、どんっ！」

　スニーカーを脱ぎ捨すて、雛がスタートダッシュを切った。

　壁に背を付けた俺に向かって、全速力で一直線に突っ走ぱしってくる。

　その姿は――まるで弾だん丸がん。

　強……！

　早……、避……無理！

　受け止める、無事で!?　できる!?

　否いな。

　死。

「――っ！」

　思わず〝白の賢人ホワイトゴレイヌ〟を使いたくなったが、しかし残念ながら俺にそんな能力はない。だから覚悟を決めることしかできない。

　雛が地面を蹴けって跳ちよう躍やく。構えた両手に向けて、片足が迫せまってくる。その際、スカートが舞まい上あがって、スパッツとしなやかな脚あしが顕あらわになった。思わず見み惚とれてしまいそうな脚きやく線せん美びが目に入るけれど、今は呆ほうけてる余よ裕ゆうもない。

　俺は意識を両手に集中する。

　雛が俺の両手に着地。全体重が両りよう腕うでにのしかかる。

「……う、らああああああああっ！」

　渾こん身しんの力で雛を持ち上げ――カタパルトの如く射出する。

　自分の跳ちよう躍やく力りよくプラス俺の腕わん力りよくで、雛が大ジャンプ。窓の縁ふちに手をかけ、見事に自分の部屋へと潜せん入にゆうした。

「やったーっ！　できたできた」

　窓から顔を出した雛が無む邪じや気きに手を振ってくるが、俺は内心で冷ひや汗あせをかいていた。

　……できたよ、できちゃったよ、大ジャンプ。

　やればできるもんだなあ。

「ね、言ったでしょ。私と涼希ならできるって」

「……だな」

　屈くつ託たくのない笑えみに、俺はため息混じりに答えた。

　アホなことをやったと思うけれど、どこか満ち足りた気分でもあった。







　……という感じで終わっていれば綺麗な話だったんだろうが、その直後、どこからともなく警報が鳴なり響き、警備員やら教きよう師し陣じんやらが集まって大おお騒さわぎとなった。

　うん。

　そりゃ、万ばん全ぜんのセキュリティを施ほどこした建物に窓から侵しん入にゆうしたら、こうなるわ。







第二章　一人ぼっちのパジャマパーティー







　塔とうヶ崎さきが突とつ飛ぴな行動に出たのは、翌日の授業中だった。

　三時間目、現代文の授業中。

　国語教師である菅すが井い先生が、「～であるからして」とお決まりのフレーズを口にしながら授業を行っていたとき、

「先生」

　と言って、塔ヶ崎が手を上げた。

　その瞬しゆん間かん、教室に小さなどよめきが走った。隣となりの席に座すわっていた俺も、あんぐりと口を開けて驚おどろいてしまった。

　塔ヶ崎夜よる子この挙手。

　この事実だけでもう珍ちん事じ件けんと言っていい。

　授業中は、寝ねるか、落書きするか、消しピンやる以外のことをしない塔ヶ崎夜子が――先生から当てられたらキョドりまくる塔ヶ崎が、自ら手を挙げて発言をしようと言うのだ。

　驚くなという方が無理だろう。

「は、はい、塔ヶ崎さん。どうしました？」

　驚いているのは菅井先生も同じようで、声がやや上ずっていた。

　塔ヶ崎は静かに席を立つ。

　フードを目ま深ぶかにかぶっているせいでわかりにくいが、よく見ると頬ほほが紅潮していた。

「せ、先生……オ、オ」

「はい？　お、なんですか？」

「オ、オ、オ」

　塔ヶ崎は言う。




「オシッコに行ってきてもいいでしょうか!?」




　唖あ然ぜん。

　教室が一いつ瞬しゆんで凍こおりついた。

　全員が塔ヶ崎に注目するが、誰だれひとりとして言葉を発する者はいない。奇き異いの視線の中心にいる少女は、羞しゆう恥ち心しんでぷるぷると震ふるえているようだった。

「……ト、トイレですか？　はい、どうぞ」

　痛々しい沈ちん黙もくの中、菅井先生は戸と惑まどいの声こわ音ねで許可を出す。

「こ、今度からは休み時間の間に行くようにしましょうね、塔ヶ崎さん」

「……はい」

　小さく頷うなずくと、塔ヶ崎は逃にげるような小走りで教室を後にした。

　凄すさまじく微び妙みような空気が流れる中、普ふ段だんののんびりとした口調に戻もどった菅井先生が「はい。みなさん静かにー」と言って、授業を再開した。







　その時間の授業が終わるとすぐに、俺は隣に座る塔ヶ崎に問いかけた。

「塔ヶ崎。お前、さっきのはなんだ？」

「あら高たか橋はしくん。なにかしら？」

「とぼけるな。なんであんなこと言ったんだよ」

「もしかして、私がトイレに行ったことを言っているの？」

「そうだ」

「あらあら。女子相手にトイレトークを振ってくるなんて、高橋くんは本当に気き遣づかいのできない男なのね。そういうのは見て見ぬフリをするのが礼れい儀ぎというものじゃないの？」

「…………」

　大いに反論したい気分だったが、しかし「女子相手に下世話な話をするな」という言い分には一理あるため、沈黙せざるを得なかった。

「授業中にトイレに行くことのなにがいけないのよ？　生理現象なんだからしょうがないでしょう」

「……開き直るなよ。トイレは休み時間に行っとけ」

「なによ。あなた、トイレ我が慢まん女子萌もえなの？」

「なんだそのニッチな萌えは!?」

「必死になってトイレを我慢している女子に興奮するなんて、高橋くんはどうしようもない変態ね」

「んなマニアックな趣味は持ってねーよ！」

　大声で突っ込み、そして息を吐つく。

「……別に、トイレ行ったこと自体はどうでもいいんだよ。ただ、なんであんな言い方をしたのかって聞いてんだ」

「あんな言い方？」

「だから……その、オ、オシッコって言ったことだよ……」

　頬が熱くなるのを感じた。くそ。この、排はい尿によう行こ為ういに対する幼児的呼こ称しようは、大して卑ひ猥わいな台詞でもないのに口にすると無む性しように恥はずかしくなるな。

「あ、あれは……」

　塔ヶ崎が動どう揺ようを顕わにした。

「あれは……。べ、別にいいでしょう。オシッコはオシッコなんだからオシッコなのよ」

　早口で言い切ると、ぷいっとそっぽを向いた。

　妙だな、と思う。

　さっきのシチュエーションで、『オシッコ』という単語を用いる必要性が理解できない。クラスのお調子者がギャグとして言うならまだわかるが、塔ヶ崎はそのタイプとは真逆に位置する人種だ。

　悪目立ちしまくってる奴だけど、目立ちたがりというわけではない。

　だから、ギャグ目的という可能性は極きわめて低い。

　となれば、単純にテンパッて幼児言葉を使ってしまったという可能性が――

「………」

　やめた。アホらし。

　なんで俺はこんなくだらねーことを真面目まじめに推理してんだよ。

　女子が『オシッコ』と述べた要因を必死になって考えてるなんて……本気で変態じゃねえか。

「……そうだな。悪かったよ。変なこと聞いて」

「わかればいいのよ」




　結局俺は、これ以上この話題に触ふれることはしなかった。

　ただの珍事件だろう、塔ヶ崎夜子の奇き行こうにいちいち意味を求めてもしょうがない。深く考えもせずにそんな風に結論付けた。

　しかし。

　塔ヶ崎の突飛な行動は、それだけでは終わらなかった。







　翌日。

　塔ヶ崎が登校してくると、教室中がざわついた。

　なぜなら、彼かの女じよの服装がいつものブレザー姿ではなかったから。

　塔ヶ崎は――パジャマを着ていた。

　ピンク色の、ウサギの気ぐるみのようなパジャマ。

　上下が繋つながったオールインワン。いつもブレザーの下に着込んでいるパーカーと同じようにうさ耳のフードがついており、塔ヶ崎はやはりそれを目深にかぶっている。

　クラスメイトが珍ちん妙みような生物を見つめるような視線を送る中、塔ヶ崎はまっすぐ自分の席へ――俺の隣の席へと座った。

「……なにやってんだお前？　一人パジャマパーティーか？」

　塔ヶ崎が席に着くなり、俺は言った。

「なんのことかしら？」

「その格好のことだよ」

　すると、塔ヶ崎はわざとらしく口元に手を当てた。

「あらいけない。私としたことが、パジャマで登校してしまったわ。これはうっかりね」

「そんなうっかりがあってたまるかよ」

「まずいわね。ドジっ娘こ萌もえの男達たちが私のファンになってしまうかもしれないわ」

「いや……昨今のドジっ娘は、もうちょっとひねってドジると思うぞ」

　今時いねーだろ、教室にパジャマで来るドジっ娘って。

　食パン咥くわえて「遅ち刻こく、遅刻～」って言ってる女子高生並みのレア度だぞ。

「なにが目的なんだよ、塔ヶ崎」

「目的？　うっかりだと言っているでしょう。何事においても完かん璧ぺきな私にだって、たまにはうっかりミスをすることくらいあるわよ」

　もはや突っ込む気も起きなかった。

　とにかく塔ヶ崎は、本日のパジャマ登校はただのうっかりで通すつもりらしい。しかし、そんなのを信じられるはずもない。

　確信犯としか考えられない。

「お前、確か、登下校は送迎車だったよな？　ドアトゥドアなんだよな？　それで誰も気づかないとか、あり得ないだろ」

「仕方ないのよ。私ってうちの使用人からは嫌きらわれてるから」

「…………」

「あ、あれ……？　今のはボケだから、突っ込んでくれないと困るんだけど」

「わかりにくいボケするんじゃねーよ！」

　全力で引いたわ！

　全力で同情したわ！

　だってすごいあり得そうなんだもん！

「うちの使用人は優ゆう秀しゆうな者ばかりだからね。私を嫌うような馬ば鹿かはいないわ」

「まあ、お前の相手をできるのは、心の広い人格者だけだろうな」

「とにかく、もういいじゃない。パジャマ登校なんて些さ細さいなミスよ。人のミスをいつまでも引っ張らないで頂ちよう戴だい。揚あげ足あし取りに必死になってる男はみっともないわよ？」

　まくし立てるように言う塔ヶ崎。

　静かだが強い口調だった。

　同時に、どこか強がっているような態度でもあった。

　なんとなく気け圧おされてしまい、俺はなにも言えなくなった。







　昼休みになって、教室から出ると、来らい手でさんから呼び止められた。

　話は当然、塔ヶ崎夜子のことだった。

「ねーねー、高橋くん。塔ヶ崎ちゃん、どうしちゃったの？」

「本人曰いわく、うっかりミスらしいぞ」

「ええー、それってあり得るのかな？」

「本人がそう言ってるんだから、納なつ得とくするしかないだろ」

「うーん。気になるなあ」

　口をへの字にし、来手さんは腕うでを組む。

「塔ヶ崎ちゃんに話聞こうと思ったら、もう狸たぬき寝ね入いり始めちゃってるし」

「ああ……」

　ぼっちが休み時間をやり過ごすテクニック――狸寝入り。

　塔ヶ崎は頻ひん繁ぱんにそのテクを用いるのだが……いかんせん寝たフリが下手過ぎるのだ。

　たぶん、クラスの全員が狸寝入りだってわかっている。わかっていて、あえてそっとしておいてあげているのが、クラスメイト達の優やさしさだ。

　……涙なみだが出そうだ。

「校則違い反はんってわけでもないし、あんまり突っ込んでもしょうがないだろ」

　黒こく宝ほう学がく園えんは私服ＯＫ。

　ピアスもタトゥーも問題なし。

　一応規定の制服は存在するが、着る着ないは生徒の自由だ。服装の選せん択たくも『キャラ立て』の一部、というわけである。

　だから、パジャマ姿で登校したところで一いつ切さい問題はない。塔ヶ崎も教師陣から注意されることはなかった。

「あっ！　もしかして塔ヶ崎ちゃん、新たに『パジャマっ娘』ってキャラを目指してるのかな！」

「その可能性はないと信じたいな……」

「一回死んでからパジャマ姿で復活しちゃいそうだね！」

「どこのパジャマな彼女だよ」

　ため息混じりにそう言って、俺は廊ろう下かの壁によりかかった。

「ああ、そういえば来手さん」

　ふと思い出だして問いかける。

「なんじゃらほい？」

「こないだ、塔ヶ崎が雛ひいなにポーカーで負けたって話したとき、なにか言いかけてなかったっけ？」

　確か、俺が『ギャンブル』と口にしたときのこと。

「ああ、そのことか。実は……ね。最近、学園内で非合法なギャンブル大会が開かれてるって噂うわさがあるんだー」

「ギャンブル大会？」

「そ。わかりやすく言えば、裏カジノ、ってやつ」

「裏カジノ……」

　まあ、地下迷めい宮きゆうがあるような学園だから、今いま更さらカジノの一つや二つあったところで驚きはしないけれど。

「カジノって言っても、そこまで大々的なものじゃないらしいけどね。教師陣や生徒会に隠かくれて、コソコソと賭かけ事ごとを楽しんでる連中がいるとかいないとか」

「ふうん」

「現代遊ゆう戯ぎ研究部の部長が、二年の京きよう丸まるって人でね。その人が、部室で個人ギャンブルみたいなのを開かい催さいしてるって噂」

「その京丸先せん輩ぱいが、いわゆるカジノの胴どう元もとってわけか」

「そゆこと」

「ちなみに……その人の《キャラ》は？」

　ダメ元で訊きいてみると、来手さんはブレザーの胸むな元もとから手帳を取り出して、

「役割ロール《準主人公》

　種類ジヤンル《ギャンブル》

　象徴モデル《代打ち》」

　と、即そく座ざに答えた。

「……さすが。調べてるね」

「まあねん」

　情報通の《解説役》は、誇ほこらしげな笑みを浮うかべる。

　代打ちというのは、読んで字の如く、代わりに博ばく打ちを打つ人間のこと。

　闇やみの世界で繰くり広ひろげられている高レートな裏ギャンブルでは、負けられない勝負のとき、代理人を雇やとうこともよくあるらしい。

　麻マー雀ジヤン漫まん画がやＶシネマで得た知識だけど。

「……種類《ギャンブル》の人間が、学園内で裏カジノを開く……。なんていうか……出来過ぎた話だよな。そこまで必死に《キャラ》を立ててどうするんだか」

「それは逆じゃない？」

「逆？」

「学園内で裏カジノ始めちゃうような奴やつだから、《ギャンブル》の《準主人公》ってわけだよ」

「……なるほど」

　そこらへんは、鶏にわとりが先か卵が先か、みたいな話だろう。

「んま、今の話は全部噂だからさ、話半分に聞いてよね。後になってから責任取れって言われても困りますんで」

「わかってるよ。でも、《代打ち》の京丸先輩が、現代遊戯研究部の部長っていうのは事実なんだろ？」

「うん」

　頷く来手さん。

　事実がそこまで発覚しているのなら――いくらでも調べようがある。







　その日塔ヶ崎は、パジャマ姿のまま一日を過ごした。

　校則違反ではないため、誰かから注意されることはなかったが、それなりに注目はされていたように思う。

　塔ヶ崎夜子が《ラスボス》の特殊役割保有者レアロールホルダーであることは、ここ一ヶか月げつの様々なイベントのおかげで、おそらく学園中の誰もが知っている。

　良くも悪くも、有名人というわけだ。

　そんな奴がパジャマで登校してきたとなれば、面おも白しろがって騒さわぐ奴らが大勢いる。無数の名も無き視線に晒さらされた塔ヶ崎は、普段より少し息苦しそうだった。

　普ふ通つうに恥はじらっているようにも見えた。

　どこにでもいる、普通の女子のように。

　その態度を見る限り、やはり自分で好んでパジャマになっているとは思いがたい。しかし、うっかりミスという話も信じられない。

　というわけで放課後。

　俺は、塔ヶ崎夜子を尾び行こうすることにした。

「にゃはは。高橋くんは塔ヶ崎ちゃんが心配で心配で仕方がないってわけだね」

　そしたら、なぜか来手さんがついてきた。

「……なんで来手さんがいるの？」

「そりゃもちろん、塔ヶ崎ちゃんの数少ない友達として、あの子のことが心配だからだよ！」

「本音は？」

「なんか面白そうだから」

「……よろしい」

　廊下の隅すみに隠れてそんな会話をしていると、パジャマ姿の塔ヶ崎が教室から出てきた。

　俺達はこっそりと後を追う。

「ねえ。高橋くんはやっぱり、塔ヶ崎ちゃんは京丸先輩の裏カジノに首を突っ込んでると思う？」

　尾行中、来手さんが問いかけてきた。

　本来なら尾行の最中にこんな雑談をするわけにはいかないんだろうけど……まあ、そこまで注意を払はらう必要もないだろう。

　ターゲットの塔ヶ崎には、たぶん、どんだけ雑に尾行しても気づかれないと思う。

　凄まじく警けい戒かい心しんが薄うすい奴だからな。

「さあな。可能性は高いと思うけど。塔ヶ崎の奴、雛にポーカーで負けて以来、やたらとギャンブルに執しゆう着ちやくしてた気がするから……」

「ふむふむ……。お、塔ヶ崎ちゃん、外に出るみたいだよ」

　視界の向こう、塔ヶ崎は下げ駄た箱ばこで靴くつを履き替かえ、校舎の外に出た。そのまま下校するのかと思いきや、彼女は校門とは逆方向に歩いて行った。

「ありゃりゃ～。こりゃ推測が大当たりかな？」

　来手さんがそう呟つぶやいたのは、塔ヶ崎が向かった先が、部室棟とうのある方向だったからだろう。

　マンモス校である黒宝学園には、多種多様な部活動と同好会が存在している。

　それらの部室が集まってできた建物が部室棟だ。

「詳くわしいんだね、高橋くん」

　ひと通りのことを話すと、来手さんは感心したように頷いた。

「もしかして、新しい部活作ろうとかしちゃったの？」

「いや、眩め暈まい坂ざか先輩に聞いただけだよ。あの人、ミステリー研究部の部長やってるらしいから」

「へえ。楽しそうだね」

「部員は眩暈坂先輩ただ一人らしいけどな……」

「……へえ。寂さびしそうだね」

　少し歩くと、すぐに部室棟にたどり着いた。

　コの字型の建物で、中央には中庭がある。校舎よりは少し背が低く、公民館をイメージさせる造り。塔ヶ崎は周囲に気を配ることもなく、その建物の中に入っていった。

　俺達に感づいている様子は全くない。

「どうする、高橋くん？」

　木の陰に隠れたまま、来手さんが問うてくる。

　俺おれは数秒考えた後、尾行の続行を決意した。

　塔ヶ崎に続く形で、部室棟へと侵入する。

　部室棟の中は静かだった。さっきまでの騒がしい空間とは違ちがい、ここからの尾行は神経を張はり詰つめる必要がありそうである。

　塔ヶ崎が階段を上り始めた。俺達も続く。

　二階、三階、と上ったところで、

「…………はあ、はあ、はあ」

　塔ヶ崎は死にそうになっていた。

　……相変わらず体力がないな。階段上っただけで息切れするなよ。

「ふぅ、ふぅ……よしっ」

　息切れが収まると、塔ヶ崎は決意新たに階段を上り始めた。

　そうして辿たどり着ついたのは、四階、最さい奥おうの部屋。扉とびらには『現代遊戯研究部』と書かれたプレートが貼ってあった。

　塔ヶ崎はノックもせずにドアを開き、部屋の中へと入っていく。

　ひどく慣れた様子だった。

「……やっぱりかよ」

　言葉とともに、俺は大きくため息を吐いてしまう。予感が的中した喜びは全くない。なにやってんだあいつ、というがっかり感が大きい。

　現代遊戯研究部で裏カジノを開いているというのは、あくまで噂だったはずだけれど、こうして塔ヶ崎がここに来ていることを考えると――

「どうやら噂は真実だったみたいだな」

「えー、まだ断言するのは早くない？　塔ヶ崎ちゃんが純じゆん粋すいに遊びに来たって可能性もあるじゃん？　実は現代遊戯研究部に友達がいるとか……」

「その可能性は皆かい無むだろ」

「……なんていうか、高橋くんもいろいろと塔ヶ崎ちゃんの扱あつかいひどいよね」

　実に心外なことを言う来手さんだった。

「んでさ、どうすんの高橋くん」

「どうするって？」

「乗り込まないの？　『よくも俺の女をカモにしてくれたなあ！』って感じで」

「そんなかっこいいことはしない」

　別に俺の女じゃないし。

「なーんだ、がっかりー」

　不満そうな来手さん。

　というか、ちゃっかりと塔ヶ崎がカモられることを前提で話しているあたり、来手さんもなかなか塔ヶ崎の扱いがひどい気がする。

「とりあえず……塔ヶ崎が出てくるのを待つか」

　俺は言った。

　詳しい話は、塔ヶ崎本人に聞くとしよう。







　――と、思っていたのだが。

「……遅おせえ」

　携けい帯たいを取り出して時間を確かく認にんする。

　塔ヶ崎が部室に入ってから、一時間近くが経過していた。

「もっと早く終わると思ってたんだけどな……。いったいなにやってんだか……」

「高橋くーん。私、飽あきたー」

　階段に並んで座っていた来手さんが、不満丸出しな様子で喚わめいた。

「もう帰ろっかなあ。塔ヶ崎には、明日にでも話を聞けばいいし」

「ええー、ここまで来てそれはないよ高橋くん！　私は今すぐ裏カジノの実態が知りたい気分なの！　もう乗り込んじゃお！　ほら、ゴーゴーっ！」

「ちょっ、押おすなよ来手さん。嫌いやだよ。俺、そういうアグレッシブなキャラじゃないし」

「自分の可能性を決めつけるなあ！　若者には無限の可能性が眠ねむってるんだ、たぶん！」

　ぐいぐいと背中を押され、俺は現代遊戯研究部の部室の前まで連れて行かれる。

　うーむ。

　俺としても今日中に事の真相を確かめたい気持ちはあるわけで、だからこそこうして一時間も待っていたわけだけれど……かと言って、見ず知らずの人間達が集まっている空間に乗り込むのは、ちょっと……。

「ほらほら高橋くん、なに躊躇ためらってんの？　早くしないととんでもないことになるかもしれないんだよ？」

「なんだよ、とんでもないことって……」

「裏カジノって言ったら治外法権の無法地帯が鉄板！　そこじゃ表の常識なんざ通用しない！　負けたら体で払え、なんて展開があるのかも！」

「そんな青年漫まん画がや成人漫画みたいな展開があってたまるか――」




「いやああああああああ――っ！」




　突とつ如じよ。

　室内から、女の叫さけび声ごえが響ひびいた。

「え……？　い、今のって塔ヶ崎ちゃん……？」

　ほとんど反射的に俺の体は動いていた。

　目の前にあったドアを勢い良く開く。嘘うそだろ……。マジで体で払え的展開なのか、ここは学園内だぞ、いやでも学園内だからこそあるのか、いやいやそれなんてエロゲ――一瞬のうちに様々なことを考えながら、俺は室内に足を踏ふみ入いれる。

　薄うす暗ぐらい空間だった。

　広さは普通の教室ぐらいで、部室としてはやや広め。カーテンを閉め切っているため、光源は頭上の蛍けい光こう灯とうのみ。

　現代遊戯研究部というだけあって、ルーレット、ダーツ、バックギャモン、ＴＲＰＧ、家庭用ゲーム機、アーケードゲームの筐きよう体たい、などなど、古今東西、新旧の様々な遊具が無造作に置かれていた。

　部屋の中央に鎮ちん座ざするのは――全自動麻マー雀ジヤン卓たく。

　その一角では、パジャマ姿の少女が突つっ伏ぷしていた。

「塔ヶ崎っ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　慌あわてて近寄ると、塔ヶ崎はのそのそと顔を上げ、そして目を見開いた。

「た、高橋くん……、どうしてここに……」

「そんなことどうでもいいだろ。いったいなにやってんだよ、お前……。つーか……なに、されたんだ、お前……」

「お姫ひめ様さまの悲鳴を聞きつけて、騎き士しが登場ってわけか」

　ふと、男の声がした。

　低く、物静かな声だった。

　塔ヶ崎夜子の対面――麻雀卓を挟はさんだ向かい側。

　一人の男が、全すべてを見み透すかすような瞳ひとみで、俺を眺ながめていた。

「いらっしゃい。ようこそ裏カジノへ」

　切れ長の眼め。口元には薄い笑み。墨すみで塗ぬったような黒いシャツと、それはとは対照的な、灰に近い白い髪かみ。

　細身の優やさ男おとこであるが、眼光がいやに鋭するどく、妙みような威い圧あつ感を放っている。

「あ、あなたは……」

　俺に続く形で部室へと侵しん入にゆうした来手さんが、後ろで声を上げた。

「知っているのか、来手さん」

　俺は言った。男の正体は薄うす々うすというか、もう完全に予測がついているんだけど、一応はお約束を意識しようと思ったのだ。

「京丸銀ぎん次じ先輩だよ。さっき話した、《ギャンブル》の《代打ち》。類まれなる博才の持ち主で、高校生にして生きつ粋すいのギャンブラー。ヤクザの代打ちを務めたとか、一晩でカジノを潰つぶしたとか、黒い噂は数知らず……」

　やはり、か。

　俺は改めて、目の前の男を見み据すえる。

　今しがた、塔ヶ崎と麻マー雀ジヤンを打っていたであろう男を――今しがた、塔ヶ崎に悲鳴を上げさせたであろう男を――

「そう睨にらむなよ、高橋」

　京丸先輩は、当たり前のように俺の名を口にした。

「俺はなにもしちゃいないよ。塔ヶ崎が悲鳴を上げたのは、ただ彼女が俺に振ふり込んだからだ。白ハク中チユントイトイ三暗刻、ハネ満の手にね。少々大げさなリアクションだったから、こっちも驚いたよ」

「そ、そうなのか？」

「あ……うん」

　塔ヶ崎は、やや申し訳なさそうに頷いた。

　なんだよ。クソ、心配して損した。

「うふふ、あははっ。坊ぼうやはどんないやらしい想像してたのかなあ？　私らが塔ヶ崎ちゃんになんか卑猥なことでもしたと思ったの？　いやーん、えっちぃ」

　俺がホッと胸を撫なで下おろした直後、脇わきから茶ちや化かすような声が聞こえた。

　塔ヶ崎から見て左側、上家の席に着いた女性が、にやにやと楽しげに微笑ほほえんでいる。

　改めてその女性を見て――驚く。

　目を奪うばわれた、と言ってもいい。

　彼女はいわゆるバニーの格好をしていた。水着にも似た露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム。スラっとした脚あしは網あみタイツに包まれ、頭にはうさ耳型のヘアバンドがある。

　顔立ちは、かわいいというよりも、綺き麗れい、という感じで、美少女、というよりかは、美人と表現したくなる。

　豊かな胸部は、バニーの衣装によってこれでもかというほどに強調されていて――

「あはっ。きみ、どこ見てるの～？」

「っ」

　ずい、と顔を寄せられながら、下心を見透かすようなことを言われ、俺は気恥ずかしくなって顔を伏ふせる。

「あはは、照れてる照れてる。かわいっ。あ～、よかった。きみってば、この部屋に入ってきても、私の魅み惑わくのバニースタイルにノータッチなんだもん。お姉さん、ちょーっぴり、ショックだったのよ？」

　からかうように笑うバニーさん。心臓がバクバクと高鳴る。おいおい、なんだよ、このエロくて露出度が高いお姉さんは……。

　俺がドギマギしていると、脇から凍いてつくような気配を感じた。

「……なにサカッてるのよ、この変態」

　塔ヶ崎である。

「そんなにパイオツカイデーがいいの？」

「……いや別にそういうわけじゃ……」

「ていうかなに？　あなた、私の悲鳴を聞いて卑猥な妄もう想そうでもしてたの？　うわ、マジ引くんですけどー。そもそも、なんでここにいるの？」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうに、べらべらと文句を口にする。最初に俺を見たときは、どこか安あん堵どしたような様子を見せてくれた塔ヶ崎だけど、脇の巨乳姉ちゃんのせいで、完全に機き嫌げんを損そこねたようだ。

「ら、来手さん、このバニーさんは？」

　俺はとりあえず、全力で話を逸そらした。

「彼女は二年の不ふ二じ峰みね潤じゆん先せん輩ぱい。学園二大美女の一人。有する《キャラクター》は――

　役割《魔性の女フアム・フアタール》

　種類《未定》

　象徴《なし》」

「ファム・ファタール……？」

　聞き覚えのない役割に、俺は首を傾かしげる。

「魔性の女フアム・フアタールっていうのは、男を堕だ落らくさせる女性のこと。簡単に言えば、男をダメにする悪女だね。物語の世界にはよく登場する女性のタイプで……有名なのは、封神演義の妲己だつきとかかな」

「はーい、男をメロメロにしちゃう悪女でぇーす」

　不二峰先せん輩ぱいがおどけた様子で口を挟んできたが、来手さんは構わず解説を続けた。

「《魔性の女フアム・フアタール》は――特殊役割レアロールだよ。塔ヶ崎ちゃんの《ラスボス》と同じでね」

　特殊役割レアロール。

　学園に一人しかいないという、ある意味、《主人公》よりも希少な役割。

　つまりこの人も、特殊役割保有者レアロールホルダーというわけか。

「男女関係百ひやく戦せん錬れん磨ま、大人な意味での『パパ』が百人以上、各種高級キャバクラからオファー殺さつ到とう中などなど……こちらもアダルティーでダーティーな噂が後を絶ちません」

　来手さんの解説は続く。

「不二峰先輩は、同じく特殊役割保有者レアロールホルダーである三年、《囚われダムゼル・インの姫君・デイストレス》こと百ゆ合り崎さき姫ひめ香か先輩と並んで、学園二大美女と称しようされるのでーす」

《魔性の女フアム・フアタール》――不二峰潤。

《囚われダムゼル・インの姫君・デイストレス》――百合崎姫香。

　二人合わせて、黒宝学園二大美女。

　来手さんはそこまで解説すると、今度は京丸先輩へと視線を移した。

「いやー、しかしまさか、京丸先輩と不二峰先輩が、付き合ってたとは思いませんでしたねー。学園二大美女に彼かれ氏しが出来たなんて……こりゃスクープかな？」

「残念ながら付き合っちゃいないよ。不二峰は俺のことなんか相手にしてくれないからね」

「そうよ～。私は誰だれか一人のものにはならないわ。私はみーんなの、不二峰潤ちゃんだからねっ」

　来手さんのカマかけに、二人は特に動揺することもなく平然と返した。

「私はここでアルバイトしてるだけよ。京丸くんからお小こ遣づかいをもらってね。バニーのアルバイト。うふっ、似合ってるでしょ、これ？」

「ああ――そうなんだよ」

　不二峰先輩の言葉を引ひき継つぐ形で、京丸先輩は実に穏おだやかな口調で言う。

「カジノを名乗るんだったら、バニーの一人でもいないと格好がつかないからね」

「……隠してるわけじゃないんですね、カジノってこと」

　俺は確認すると、京丸先輩は肩かたをすくめた。

「隠す必要がないからね、まあ、もちろん教きよう師し陣じんや生徒会には隠してるけど。いくら生徒の自主性を重んじる学園とは言え、博打までは許しちゃくれないだろうから」

「じゃあ、俺の名前を知っていたのは？」

「別に不思議なことじゃないだろう？　きみら、意外と有名人なんだぜ。《ラスボス》の特殊役割保有者レアロールホルダーである塔ヶ崎夜子。そしてその横にいる奴、高橋涼すず希き」

　俺の扱いがひどかった。

　横にいる奴ってなんだよ。

「桜おう神がみ雛に挑いどんだ先日のビーチバレー対決は、二年や三年の間でもちょっとした話題になってる。『俺ら』の間じゃ、最近はその話題で持ちきりだ」

「俺、ら？」

　問い返すと、京丸先輩は薄い笑えみを浮かべた。

「簡単に言えば――この学園の《キャラクター》を本気で攻こう略りやくしようとしている連中のことかな」

　平然と告げられた台詞せりふに、頭の中が疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。

「それは、どういう――」

「まあ待てよ。今はまだ勝負の最中だ。塔ヶ崎の点棒はまだ残ってる」

「ええ、その通りよ。部外者は黙だまっていて頂戴」

　そう言いながら、塔ヶ崎は振り込んだハネ満分の点棒を、京丸先輩へと手て渡わたした。俺は釈しやく然ぜんとしない気持ちになる。

「おい、部外者ってなんだよ」

「だったらストーカーと言いい換かえようかしら？」

「……てめ、俺がどんだけしんぱ――」

　言いかけて、やめた。

　塔ヶ崎の言う通りだと思ったからだ。

　俺は助けを求められたわけでもないのに、勝手に塔ヶ崎を尾行し、そして勝手にこの場に乱入しただけだ。

　塔ヶ崎がどういう思おも惑わくでこの裏カジノに参加しているかは知らないが、彼かの女じよの態度から察するに、無理やり戦わされているというわけではなく、自らの意思で戦場に立っているようだ。

　だとすれば――俺がとやかく口を出すことではない。

　これは塔ヶ崎夜子の戦いなのだから。

「……わかったよ。その代わり、決着がついたら、説明ぐらいはしろよな」

　ため息混じりに言うと、塔ヶ崎は「ええ」と頷うなずいた。

　塔ヶ崎。京丸先輩。不二峰先輩。そしてもう一人の女生徒。

　四名の戦いが再開される。

　全自動卓たくによって積み上げられた牌ぱい山から、順番に牌を取り、手元に並べる。

　俺と来手さんは、なんとなく塔ヶ崎の後ろに立ち、彼女の手牌を見つめていた。

　ふむ。良くも悪くもない、普通の配牌だ。親の塔ヶ崎はそこから一つの牌を選んで切った。

　使用しているのは高級な全自動麻雀卓らしく、手元の電子板に、全員の点数が表示されていた。それを見る限り、塔ヶ崎が一人凹へこんでいる。先ほどハネ満を振り込んでしまったせいだろう。

　淡たん々たんと巡目が進み、塔ヶ崎の手牌は変化していく。

　それにしても……うん。

　これは……ちょっと、あまりにも……。

「と、塔ヶ崎」

　俺はたまらず声をかけてしまう。

「お前……麻雀のルールわかってる？」

「ふん。ナメないで頂戴。２、３、３、３、３を作ればいいんでしょ？」

　最低限のルールはわかってるようだった……けれど、さっきからの手作りを見る限り、その最低限のルール以外はなにも知らないようにしか見えないんだけど……。

　第一打で浮いてるドラ切ってるし。

　メンツが足りてない状態で中ぶくれの真ん中を切ってるし。

「……役は覚えてんのか？」

「３つぐらいは」

「…………」

　駄だ目めだこいつ。話になってない。

　麻雀はポーカーと同じで、役を覚えなければまず勝負にならない。

　もはや実力以前の問題だ。

「高橋くん。心配はご無用よ。この私が、なんの準備もなしに勝負に挑むような愚おろか者ものだと思って？　鍛たん錬れんはきちんと済ませて来ているわ」

　塔ヶ崎は得意満面の笑みで言う。

「今日のために、『咲さき‐Saki‐』を読んで麻雀を勉強してきたからね！」

「……そうか」

　俺はなにも言わなかった。

　もう、なにも言うことはない。

　むしろ『ムダヅモ無き改革』じゃなくてよかったと考えよう。

「……なんていうか、アレだよ、塔ヶ崎。麻雀の勉強をするんなら『打姫オバカミーコ』って漫画がおすすめ――」

「リーチ」

　対面の京丸先輩から、おしゃべりはそこまでだ、と言わんばかりにリーチの声がかかった。

　空気が張り詰める。

　京丸先輩がテンパイか……。

「……リ、リーチ？　えっと、なになに……テンパイしたときに、それを宣言することによって成立する役……。ふむふむ、なるほど。つまり京丸先輩は、あと一牌で和了あがりということね……」

　塔ヶ崎は手元のアンチョコを確認しながら小声で呟いた。

　聞かなかったことにしよう。

　リーチ宣言後、不二峰先輩が安あん全ぜん牌ぱいを切り、そして塔ヶ崎のツモ番となる。

　彼女は何事もなかったかのように手を進め、手牌の中でいらない牌を切ろうとする。

　対面に対してあまりにも厳しい――超ちよう危き険けん牌ぱいを。

「ちょ、ちょっと待て、塔ヶ崎っ！」

　真しん剣けん勝負の最中にはどんな些さ細さいな助言でもするべきではない、と頭の奥おくではわかっていたが、たまらず静止の声をかけてしまった。

「なによ、高橋くん。さっきからうるさいわね」

「その牌、切るつもりか……？」

「ええ。だっていらないんだもん」

「いらないんだもんって……。それはな、えっと、裏スジって言って……セオリーで言ったら危険な牌だから……」

「はあ？　裏スジ？　ちょっと、急に下品なことを言わないでよ」

「は？　……っていやいや！　その裏スジじゃねーよ！」

　裏スジ。

　簡単に説明すれば、捨て牌の隣となりの数字の牌のことであり、当たり牌である確率が高い牌のこと。

　塔ヶ崎が言っている裏スジは……説明したくありません。

「で、なに？　高橋くんは裏スジを責められると危険だって話かしら？　そういう性せい癖へきの暴ばく露ろはやめて欲ほしいのだけれど？」

「俺の裏スジの話はしてねえから！　何回でも言おう、その裏スジじゃねーよ！」

「なるほど、これが本当のスジ違いというやつね」

「上手うまいこと言ってんじゃねえっ！」

　ああ、腹立つ！

『上手いこと言った』って感じが満まん載さいのドヤ顔が、この上なく腹立つ！

「あなたの言いたいことはわかったわ、高橋くん」

　一人で熱くなる俺をよそに、塔ヶ崎は涼すずしい声で言った。

「そ、そうか、よか――」

「けれど、それを聞き入れるわけにはいかないわね」

「なっ――」

　唖あ然ぜんとする俺の目の前で、塔ヶ崎は、すっ、と手を上げた。

　その手には、捨てるつもりの牌が握にぎられている。

「危険？　上等じゃない。元より手て堅がたい勝負をしようなんて思ってないのよ。リスクに怯おびえる人間は、何一つ手に入れることはできない。いい？　定石やセオリーっていうのは、勝利に近づくためのものではなく、敗者の言い訳のために存在するのよ。馬ば鹿かはいつだってこう言うの。『セオリー通りにやったんだからしょうがない』ってね」

　朗々と、塔ヶ崎は語る。

「真剣勝負の世界では勝者こそが絶対。敗者にはただ一つの言い訳すら許されない。『いい勝負だった、惜おしかったね』なんて、生ぬるい言葉で慰なぐさめてもらえるのは、平和な国の平和な学校の平和な部活動くらいよ――どれほど健けん闘とうしようと、勝たなければ一いつ切さいの意味がない！　ならば是ぜが非ひでも勝利を目指すのが必然！　二着、三着など無価値！　頂点にこそ価値がある！」

　段々と、口調が芝居がかってきた。

「安あん全ぜん圏けんで惰だ眠みんを貪むさぼる豚ぶたは、いつだって開拓者パイオニアを笑うものよ。自分じゃなにもできないくせにね――くだらないわ。セオリーだの常識だのを盾たてにして、自ら動こうとしない臆おく病びようで怠たい惰だな自分を正当化しているだけじゃない」

　声が力を増すに連れて、牌を握る手にも力が篭こもっていく。

「リスクとメリットを天てん秤びんに掛け、危険と恐きよう怖ふの渦うずに呑のみ込まれながら、ギリギリの刹せつ那なに『一歩』踏み出だす者だけが、勝利を手にする。その『一歩』のために必要なものは、自分を信じる勇気と……自分を捨てる狂きよう気き。そう――勇気と狂気は表ひよう裏り一いつ体たい。己の全てを大いなる運命の前に投げ出せる者だけが、勝利の女め神がみの寵ちよう愛あいを受ける！」

　うふふふふ、と。

　塔ヶ崎の口元に、狂気めいた笑みが浮かぶ。

「ああ……たまらないわ。鼓こ動どうが高鳴り、手に汗あせが滲にじむ……。この、なにものにも代えられない高こう揚よう感と恍こう惚こつ感かんは、破は滅めつと隣となり合あわせの状じよう況きようでしか味わうことができない。ここは天国か、はたまた地じ獄ごくか……。勝者は全てを手に入れ、敗者は全てを失う。薄うす皮かわ一枚で隔へだてられてた破滅と栄光が生み出す、言いようもないスリルと陶とう酔すい感。これよ、これこそが――」

　上から下へ。

　雷かみなりの如く手を振り下ろし、スパァンッ！　と卓に牌を叩たたきつける。

　威い風ふう堂どう々どうとした長口上と共に、塔ヶ崎は牌を切った。




「――これこそが、ギャンブルよ！」




「ロン。メンタンピン即ソク三サン色シキイーペーコー、ドラドラ。裏が……二枚。三倍満で、二万四千点だ」

「……ふえぇ」

　ほんの一秒前の威い勢せいはどこへやら、塔ヶ崎は情けない悲鳴を上げながら、卓に突っ伏した。がっちゃーん、と目の前の牌山が崩くずれる。

　……うん。

　まあ、なんつーか、ある意味予想通りの展開だわ。

　塔ヶ崎夜子の《ラスボス》補正の一つ。

　調子に乗って長々としゃべり出すと、小物化及および噛かませ犬化が加速する。

「塔ヶ崎……言ってることはかっこよかったぞ」

　あまりに不ふ憫びんなので、とりあえず慰めておいた。

　卓に突っ伏したまま恥ち辱じよくに震ふるえる塔ヶ崎だったが、しばらくするとシャキっと姿勢を正して、

「……ふん。ま、ある意味予想通りよ。やっぱりねー、あの牌は危ないと思ってたのよ。想定の範はん囲い内ないだわ」

　と、かなり見苦しい負まけ惜しみを口にし始めた。

　麻雀あるある。

　振り込んだ後に「あー、だと思った」とかって言う奴やつはけっこうウザい。

「これで塔ヶ崎はトビだな。勝負は俺の一人勝ちってことで」

　京丸先せん輩ぱいが、点数が記された紙を掲かかげながら言った。それを見る限り、京丸先輩の点数が飛とび抜ぬけていて、塔ヶ崎が一人大きく凹んでいる。

「あーらら、夜子ちゃん、また負けちゃったね～」

　にやにやと笑いながら、不二峰先輩は席を立つ。前かがみになって、塔ヶ崎の顔を覗のぞきこむようにした。おそらくわざとだろう、巨乳を思いっきり見せつけるような姿勢になっている。

「今度の罰ばつゲームはなんにしよっかなあ」

　その言葉に、塔ヶ崎は悔くやしそうに歯を食いしばる。

「制服のパジャマ化はもうしばらくやって欲しいから、服装イジるのは止めて……。あ、そうそう、聞いたわよ。授業中、ちゃんと手を上げて『先生、オシッコ～』って言ったんだってねー。偉えらい偉い。約束をきちっと守るとこは、かっこいいわよ、夜子ちゃん？」

　嫌みにしか思えない賞賛を口にする不二峰先輩。

　ふむ。

　なるほど。なんとなく話の全体像が掴つかめてきたな。

　今の会話とこれまでの状況から推測するに――ここ数日の塔ヶ崎の奇き行こうは、全てギャンブルに敗北したことによる罰ゲームだったようだ。

　大方、この裏カジノの噂うわさを聞きつけた塔ヶ崎が、ギャンブルで勝ち星を上げて俺や雛を見返してやろうと考えたんだろう。

　その結果――見事にカモられてしまったというわけだ。

「金銭のやり取りはなしで、ただの罰ゲームですか……。裏カジノなんて言う割には、ずいぶんと健全なギャンブルやってるんですね」

　俺の質問には、京丸先輩が答えてくれた。

「そうでもないさ。普ふ段だんは普ふ通つうに金賭けて、不健全なギャンブルをやってるよ。表おもて沙ざ汰たになれば、自由な校風がウリのこの学園でもさすがに反省文じゃ済まないだろうな」

　まるで他人ひと事みたいに言う京丸先輩。

「でも――塔ヶ崎は特別だ。その子の家が金持ちだってことは、きみもわかってんだろ？　だったら、金なんか賭けてもしょうがない」

「……？」

　意味がわからない。逆、じゃないのか？　金持ちを相手にするときこそ、金を賭けさせて、金をぶんどってしまうべきだろう。

「なあ、高橋」

　不思議に思っていると、京丸先輩は物思いにふけるような口調で語りはじめた。

「ギャンブルの醍だい醐ご味みってのは――真剣勝負にあると思わないか？」

「真剣勝負……」

「お金持ちのお嬢じよう様さまにとっちゃ、金なんて掃はいて捨てるようなもんさ。どれだけ賭けようとも、全く痛くない。敗北が怖こわくないんだよ。それじゃあ――なんにも面おも白しろくないな。危機感のないギャンブルは、ただのお遊びに成り下がる」

「…………」

「敗北はそれ相応の痛みを伴ともなうべきだ。人は敗北を恐おそれてこそ、真剣に勝負と向き合うことができる。勝つために知ち恵えを絞しぼり、策を練り、相手の裏をかく。そうやって『絶対に負けない』ように必死になってる奴を――思いっきり負かしてやる。限界まで知恵を捻ひねって生まれる一手を、そっくり喰くらい尽つくしてやる。それが……最高に愉たのしいんだ」

　男の口が緩ゆるやかに弧こを描えがく。

　狡こう猾かつな蛇へびを思わせる笑みだった。

「俺は、ただ面白いギャンブルがしたいだけなんだよ。そのためには、相手にはとことん必死になってもらわないとな」

「…………」

　納なつ得とく――はできなかったが、なんとなく、理解はできた。

　これは、手段と目的の話だろう。

　この男にとってギャンブルとは、金を稼かせぐための『手段』ではない。

　ギャンブルそのものが『目的』。

　普通の学生が相手ならば、金銭がかかれば本気にならざるを得ない。しかし家が裕ゆう福ふくな塔ヶ崎にとっては、金銭などいくら賭けても問題ない。まあ、多少はあるのかもしれないけれど、それでも普通の奴よりも心に余よ裕ゆうが生まれるのは確かだ。

　京丸銀次は――その余裕が許せないらしい。

　だからこそ、奇き妙みような罰ゲームを用意した。

　塔ヶ崎が本気にならざるを得ないような、恥はずかしくて見苦しい罰ゲームを。

「悪あく趣しゆ味みですね」

「よく言われる」

　迷いなく頷く。

　自分には後ろめたいことはなにもない、とばかりに。

「けど……罰ゲームまで悪趣味になる必要はないんじゃないですか？」

「それは不二峰に言ってくれ。罰ゲームは全部彼女に考えさせてるから」

　すると後ろで、

「罰ゲーム、決ーめたっ」

　と、弾はずんだ声を上げた。

「今回は軽めにしてあげるね。駅前のハンバーガーショップに行って、『スマイルください』って言うだけでオッケー。うわーお、潤ちゃんってばやっさしー」

　笑いを堪こらえ切れないような様子で告げる不二峰先輩。

　またベタな罰ゲームがきたな……。

　でもまあ、言葉通り軽めの罰ゲームな気もするけれど。

「あ。ちゃんと領収書もらってきてね。証しよう拠こにするから。もしもちゃんともらってきたら、私がちゃーんと経費にしてあげるわ。ゼロ円だけどね。ふふっ」

　……難易度が跳はね上あがったよ。いい性格してんなー、この先輩。

　塔ヶ崎はギリギリと歯を食いしばっていたが、なにも言い返すことはしなかった。

　ともあれ――勝負は終しゆう了りようした。

　これ以上ここに留とどまる意味はない。

「塔ヶ崎、帰ろうぜ」

　全身から憎にくしみのオーラを噴ふき出している塔ヶ崎に、俺おれは声をかけた。いろいろと事情を聞きたいところだし、さっさと場所を変えるとしよう。

　塔ヶ崎はしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて小さく息を吐き、

「そうね。今日のところはこれくらいで勘かん弁べんしてあげようかしら」

　と、いつもの強がりを口にした。席を立ち、俺と並んで出口へと向かう。

「待てよ」

　そのとき――俺おれ達たちの背に鋭い声がかかった。

「せっかく来たんだ。高橋、きみも遊んでったらどうだ？」

　振り返かえると、睨ねめつけるような視線があった。口調こそ穏やかだが、それが逆に不気味でもある。

「……俺をこのカジノの参加者兼けん共犯者にしようってわけですか。心配しなくても、教師にチクったりはしませんから」

　ため息混じりにそう告げると、京丸先輩は笑みを少し深くした。

「きみは意外と頭の回転が早いな。ただ、少し自己評価が低いようだ。俺が単純にきみに興味を持っている、とは考えてくれないのか？」

「男に興味を持たれても嬉うれしくありませんよ」

「……やれやれ。それじゃあ、もう少しストレートな『悪役』になるとするか」

　京丸先輩は席を立ち、俺のそばまで歩いてくる。背は俺よりも少し高かった。

　ポン、と肩に手を置き、俺の耳元に口を寄せる。

「ただじゃ帰さねえっつってんだよ」

　有う無むを言わせぬ高圧的な口調。温和な笑みは消え去り、冷れい酷こくな微び笑しようが顔をのぞかせていた。ぞくり、と背筋に寒気が走った。

　直後、一転して優やさしい口調に戻もどり、その場にあった椅い子すを差し出してくる。

「まあ座すわれよ。立ちっぱなしで疲つかれたろ？」

「…………」

　言葉に従い、俺は近くにあった椅子に腰こし掛かけた。

　まずいな、予想外の展開だ。

　こんな面めん倒どうなことになるとは思いもしなかった。

　京丸銀次が、こんなにも面倒なキャラだとは思わなかった。

《代打ち》が、こんなにも面倒な《キャラ》だとは思わなかった。

　とりあえず、完全に無関係な来手さんだけでも帰してもらわないと。

「来手さ――」

　さきほどまで彼女が立っていた位置に視線を向け――驚きよう愕がく。

　い、いない……。

　ついさっきまで隣で解説していた彼女が、いつの間にかいなくなっていた。部屋の中に視線を這はわせてみるも、どこにも見当たらない。

「ああ、眼鏡の子なら、さっきの対局中にこっそり部屋から出てったよ。面倒だったから止めはしなかったけど」

　京丸先輩はなんということもなさそうに言った。

　さては来手さん、一人だけさっさと逃にげやがったな……。

　呆あきれを通とおり越こして、もはや感心する。あのフットワークの軽さと、危険察知能力の高さは見習うべきものがあるな。

「……それで、勝負内容は」言いつつ、俺は眼前の自動車に視線を落とす。「もしかして麻雀ですか？」

「いや、麻雀は止めよう。麻雀は素す晴ばらしい遊ゆう戯ぎだが、時間がかかりすぎるのが難点だ。もういい時間だし、早めに決着がつく勝負が望ましい……」

　そう言いながら、京丸先輩は部室の隅すみに向かった。置かれていた机の中から、一枚のカードを取り出す。

　それはトランプだった。

　道どう化け師しが描かれた――ジョーカーのカード。

「このゲームは、言ってみればババ抜きの亜あ種しゆだ。だけれど、勝負中に味わう緊きん張ちよう感はババ抜きの比じゃないぜ」

　京丸銀次は言う。

《ギャンブル》の《準主人公》――《代打ち》は言う。

「名付けて――『魔ま女じよ狩がりゲーム』」







第三章　魔女狩り







『魔女狩りゲーム』

・基本的なルールはババ抜きと同じ。

・ただし、ジョーカー（ババ）を引いた人間はそれを誰にも悟さとられてはならない。

・プレイヤーはカードを配られた時点で、ジョーカーを持つ『魔ま女じよ』とそれ以外の『人間』に分けられる。

・『人間』の勝ち方。

　一、『魔女』が誰かを当てる。

　二、自分がいかにも『魔女』だと振ふる舞まって周りを騙だます。

・『魔女』の勝ち方。

　一、誰にも指し摘てきされることなく、ジョーカーを他人に引かせる。

　二、自分以外の誰かを『魔女』だと指摘させる。




　ゲーム進行　※チップを用いる場合

　普通のババ抜きと同じように進行する。

　途とち中ゆう、『人間』は好きなタイミングで『魔女、見つけた』と声をかけ、ゲームを止めることができる。

　その時点でババ抜きパートは終了。

　ゲームを止めたプレイヤーは、『魔女』が誰か指摘する。そのとき、指摘した者はチップを好きなだけ賭けることができる。

　当たった場合。

　指摘者は、『魔女』から賭けた分のチップを受け取る。

　外れた場合。

　指摘者が賭けたチップは、あらぬ疑いをかけられた『人間』と、正体を隠かくした『魔女』の二人で分ける（なお、等分するため、賭けるチップは偶ぐう数すうでなければならない）。

　誰からも「『魔女、見つけた』」の声がかからないまま、ジョーカーが『魔女』から別のプレイヤーに渡わたった場合、魔女の勝利。全員から『ご祝しゆう儀ぎ』を受け取ることができる。

　※最後まで「『魔女、見つけた』」の声がかかることもなく、誰にもジョーカーを引かれることがなかった場合、全すべての人間の勝利。魔女は全員に『ご祝儀』を支し払はらう。







「――以上。なにか質問はあるかい？」

　ルール説明が終わると、京きよう丸まる先輩はこちらを見み渡わたして言った。

　勝負の場所は、麻マー雀ジヤン卓たくから木製の丸テーブルへと移っていた。座っているのは、俺、塔とうヶ崎さき、京丸先輩、不ふ二じ峰みね先輩の四人。

　もう一人いた女生徒はすでにいなくなっている。彼女は裏カジノの一員、というわけではなく、麻マー雀ジヤンの人数合わせに呼んだだけだったらしい。

「そうね。一つ質問というか、お願いがあるわ」

　ルール説明の間、ずっと顔を伏ふせていた塔ヶ崎が、凛りんとした声で呟つぶやく。

「もう一度最初から話してもらえる？」

「……塔ヶ崎、大だい丈じよう夫ぶだ。俺が覚えたから」

　記き憶おく力りよくと理解力に難がある塔ヶ崎だった。京丸先輩は苦く笑しようしつつ、ルールが記された紙を俺達に配った。

　その紙を見つめながら、俺は改めてこのゲームについて吟ぎん味みする。

　基本的なルールは、確かにババ抜きそのままのようだ。

　ババ抜きの戦術である『ババを持っていることを隠す』という点を、極限まで突つき詰つめたゲーム、という感じだろうか。

　しかし、この『魔女』と『人間』の関係性は――

「これ……形式としては『汝なんじは人狼なりや』、いわゆる人狼ゲームに近いですね。『人間』に成りすましてゲームを進行させようとする『魔女』と、それを暴あばき出そうとする『人間』……その構図が、人狼と村人の関係に少し似ている」

「そうだな。少し似てるかもしれない。『ババ抜き』の序じよ盤ばんの『かったるさ』をどうにかしようと思って考えていたら、自然とこの形になった。このゲームはババ抜きと違ちがって――最初っから最後までスリリングだぜ」

　ババ抜きは序盤がかったるい、という点は個人的に同意だった。

　その原因は、序盤でババを持っても持たなくても勝敗には一切関係ない、という点に集中すると思うが……だとするとこの『魔女狩りゲーム』は、その『かったるさ』を排はい除じよしたゲームというわけだ。

　ゲーム内容を頭の中で反はん芻すうしていると、京丸先輩が少し驚おどろいたような顔で言う。

「さっきから思ってたけど……きみ、意外と博識だな。麻雀もできるみたいだし、いろんなゲームのルールやセオリーに詳くわしい。人狼ゲームとか、今時の若者じゃ知らない奴の方が多いぜ？」

「多た趣しゆ味みなだけですよ。大体がヘタの横好きですけど」

　適当に話を濁にごす。

　俺が様々なゲームに詳しかったりするのは、なにも不思議なことではない。

　ただ単に、幼い頃ころからありとあらゆるゲームを探していたから。

　主人公みたいな幼おさな馴な染じみに対して『これなら勝てる』という勝負を探していたから。

　結局――そんなものは見つからなかったけど。

「にしても……『魔女狩りゲーム』だなんて、ずいぶんと物ぶつ騒そうな名前ですね」

「それを言うなら、このゲームの元ネタである『ババ抜き』からして、ひどいネーミングだと思うよ。『ババ抜き』の由来、知ってるか？」

「いえ」

「『ババ抜き』の英名は、『オールドメイド』って言ってね。その意味は、『結けつ婚こんできなかった独身女性』。昔はジョーカーを加えるんじゃなくて、クイーンを一枚抜いてやっていたそうだ。その結果、一枚だけペアにならない――結婚できないクイーンが生まれ、それを持ってた奴が負け。そして時は流れ、『オールドメイド』は日本に伝わり、『おばあさん抜き』と訳され、それがいつの間にやら『ババ抜き』となった」

　諸説あるけどね、と注ちゆう釈しやくを加えてから、京丸先輩はおかしそうに笑う。

「面白いよな。つまりババ抜きの『ババ』ってのは、元を辿たどれば婚こん期きを逃のがした女性を馬鹿にしてつけられたネーミングだったわけだよ。今の日本でこんなネーミングをしたら、女性から袋ふくろ叩だたきになるんじゃないのか？　なあ、不二峰」

「そうよねえ。そういう女性のデリケートなとこを踏ふみにじるのとか、現代日本じゃあり得ないって感じ。夜よる子こちゃんも、同じ女子としてそう思うでしょ？」

　何気なく話を振る不二峰先せん輩ぱいだが、直後、塔ヶ崎は頬ほほを赤くした。

「え……。わ、私はまだ、け、結婚とか……よくわからない、から……」

「お前、なにマジに考えてんだよ。ここは適当に流していい場面だ」

「わ、わかってるわよ！」

　冷ややかに突っ込んだ俺に対し、塔ヶ崎は大声で言ってそっぽを向いた。

　そんな感じで『明日話したくなるような雑学』の話を終えると、京丸先輩は話をルール説明に戻した。

「質問がなければ補足説明に入るよ。この『魔女狩りゲーム』は、チップ無しでもできるけど、真剣に博ばく打ちとして行う場合は、チップがあった方が圧あつ倒とう的てきに面白い。その場合、最初のチップの枚数と『ご祝儀』の枚数を決めなきゃなんないんだけど……そうだな、今回は最初のチップは十枚、『ご祝儀』は二枚ってとこで行こうか」

　プレイヤーに配られるチップが十枚。そして『ご祝儀』が二枚。

　つまり――

　魔女からジョーカーが人間に渡った場合、全員が魔女にチップ二枚。

　魔女が最後までジョーカーを残してしまった場合、魔女が全員にチップ三枚。

　――ってことか。

「とりあえず、ルール説明の延長で、練習を二、三回やってみようか」

「その前に、一つ、いいですか？」

　京丸先輩の言葉を遮さえぎる。

「一番肝かん心じんなことを先に決めときましょう。このゲームで、俺はなにを賭ければいいんですか？」

「なんでもいいよ」

　京丸先輩は、あっさりと即そく答とうした。

「金でもいいし、なにか宝物でもいい。きみが必死になれるものなら、なんでもいい。こっちから勝負を吹ふっかけたわけだし、それくらいの権利は譲ゆずってやるよ」

「でも、それじゃ、京丸先輩は、俺に勝ってなにを得るんですか？」

「高たか橋はし涼すず希きを打ちのめした喜び、かな？」

　平然と語られるその台詞せりふに、俺は呆れ、同時に恐怖した。

　本当に、本当に、ただ面白いギャンブルができればいいんだな、この男は。

　俺を呼び止めてゲームに誘さそった理由は、雑魚ざこ相手にカモろうとしたからではなく、純じゆん粋すいに俺とゲームを楽しみたかったから――

　軽く息を吐き、心を落ち着かせ、俺は賭けの内容を告げる。

「それじゃ……俺が勝ったら、さっきの話の続きを聞かせてください」

「さっきの話？」

「この学園の《キャラクター》を本気で攻こう略りやくしようとしている連中――の話ですよ」

　瞬しゆん間かん、京丸先輩はかすかに目を見開いた。

　それから口元を緩ませ、愉ゆ快かいそうな笑えみを浮うかべる。

「ふうん。意外だな。そんなに興味があるのか？」

「割と」

　数秒、沈黙が場を支配する。

「……オーケー。いいぜ。きみが勝てたら、いろいろ詳しく教えてやるよ。この学園で、きみよりも一年長く生きてきた俺が、な」

「ありがとうございます」

「さて。それじゃ、練習を始めようか」

　そう言って、京丸先輩はトランプを配り始めた。







　五十三枚のトランプを四人に配れば、一人当たりの枚数は、十三枚か十四枚となる。

　俺は配られたカードを手に取って眺ながめた。

　ジョーカーはない。

　つまり今回、俺は『人間』側のプレイヤーということだ。

　ジョーカーを持つ魔女を見つけるか、魔女のように振ふる舞まって、人間の誰だれかを騙さなければならない。

　これからペアになってるカードを捨てていき、それが終わってからじゃんけんで順番を決めて、そこから本当の勝負が始ま――




「『魔女、見つけた』」




　突き刺さすように鋭するどい言葉が、卓たく上じように響ひびき渡った。

　俺は驚愕の感情と共に顔を上げる。テーブルの向こう側では、京丸先輩が不敵に微笑ほほえみ、一人の少女を指さしていた。

「魔女はきみだ、塔ヶ崎」

「……っ！」

　塔ヶ崎はビクリと大きく身を震わせた。握っていた手札が、パラパラとテーブルに散らばる。

　その中には――無む邪じや気きに嗤わらう道化師の姿があった。

　紛まぎれも無い、ジョーカーのカード。

　当たり、だ。

　魔女の正体が発覚し、ゲーム終了。

　あまりにも早い幕切れだった。

「塔ヶ崎。きみ、今、自分のカードをめくった瞬間、『うわ』って顔しただろ？　目線が見えなくても、口元の動きだけで十分わかったよ。ポーカーフェイスが下手過ぎるな」

「ず、ずるいわよっ！　こ、こんなの……」

　塔ヶ崎は席を立って抗議するも、京丸先輩は薄うすく笑うだけだった。

「言っただろ？　このゲームは最初っから最後までスリリングだって」

　正直、呆あつ気けに取られてしまっていた。

　まさか、札を配られた瞬間から、『魔女』の指摘が可能だったなんて。

　しかし考えてみれば『ジョーカーを保持していることを誰にも悟られてはいけない』というゲームの性質上、こうなるのは必然だ。

　ババ抜きの『かったるさ』など、微み塵じんも残っていない。

　真実の意味で、最初っから最後まで一切気が抜けないゲーム。

「今のはまあ、警告みたいなもんさ。本番だったら、指摘した段階で賭けるチップの枚数を決めなきゃならなかったんだけど、これは練習だから、そこは飛ばしとこう。さあ、もう一回ぐらい練習をやろうか？　さすがに今のだけじゃ物足りないだろう？」

　そう言うと、京丸先輩は再びカードを配り始めた。塔ヶ崎は釈しやく然ぜんとしない表情のままだったが、練習だということもあってか、これ以上粘ねばるつもりはないようだ。

　カードが配り終わり、俺は自分の札をめくる。

　その中に――ジョーカーがあった。

「…………」

　顔には出さず、無表情を維い持じする。と言っても、あまり無表情を意識してもそれはそれで不自然だから、普段通りの表情を心がける。

　塔ヶ崎の轍てつを踏むつもりはない。

　これで今回、俺は魔女となったわけか。

　勝利条件、①ジョーカーを引かせること。②誰かを魔女だと勘かん違ちがいさせること。

　敗北条件、①魔女だということがバレること。②最後までジョーカーを引かれないまま終わること。

　敗北条件の②は、かなり低い可能性だから気にすることもないだろう。通常のババ抜きで言ったら、ババが一度も動かないまま勝負が終わるようなものだ。

　勝利条件の②は……厳しいな。他者を魔女だと思わせるためにどうしたらいいかがパッと思おもい浮かばない。下手に動けば、自じ滅めつの道を歩むハメになりそうだ。

　結局――魔女の勝利条件は①に集約されるのだろう。

　じっと息を潜ひそめ、人間のフリをしていれば、いずれはジョーカーが引かれるときが来る。運が良ければ、一回目でジョーカーが引かれることだってあるのだ。

　放っておけば魔女が勝つ可能性が高い。

　だからこそ人間は、躍やつ起きになって魔女をあぶり出そうとする。

　なるほど――これは確かに『魔女狩り』だ。そんな風に頭の奥おくで考えつつ、俺は手札のペアを捨てていった。

　そのとき、

「あーあ、まいったな――」

　京丸先輩が、やる気のない声を上げた。

「――今回は、俺が魔女か」

　ざわ、と空気が動いた。

　突とつ然ぜんの魔女の自白。

　京丸先輩以外の三人は、動どう揺ようを隠しきれない。その中でも、彼かれが魔女ではないとわかっている俺の動揺は一ひと際きわ大きい。

　手札には確かにジョーカーがある。だから、今回は俺が魔女で間ま違ちがいない。

　だから京丸先輩の自白は、ただのブラフである。

　……なにが目的だ？

　まさか、自分が魔女だと他の人間に誤ご認にんさせるのが目的か。そんな、誰でも思いつきそうな手に引っかかる奴が……やべえ、いる。

　今しがた屈くつ辱じよくを味わった塔ヶ崎が、すごい勢いで騙されそうな予感が――

「『魔女、見つけた』」

「――っ!?」

　思考が凍こおる。

　京丸先輩が、細長い指で俺を指していたから。

「魔女はきみだ。高橋」

「……っ。……あ、当たり、です」

　なんとか動揺を押おし殺ころし、ジョーカーの含ふくまれた手札を晒さらした。

「ははっ。まさか俺が、『自分を魔女だと思わせて、塔ヶ崎の自滅を狙ねらってる』とでも思ったか？　俺は塔ヶ崎のことを、そこまで過小評価はしちゃいないよ」

　俺の思考は完全に読み切られていた。

　ただまあ……、隣となりで塔ヶ崎が、京丸先輩を指さそうとした体勢でピタリと止まってるんだけど――「油断したわね！　これはリベンジチャーンス！」とばかりの笑みを浮かべているんだけど……そこは触ふれないでおこう。

「……どうして、俺が魔女だってわかったんですか？」

「簡単だよ。俺が『自分は魔女だ』と発言したとき、他の二人はただ俺を見るだけだったが……きみだけは自分の手札を目で確かく認にんした。自分の持っているジョーカーを、ね。その動きを見せるのは、ジョーカーを持ってる奴だけだ」

「…………」

　迂う闊かつ、だった。

　目線までは意識が回っていなかった。

　この男の観察眼をナメていた。

　こうして二回目の練習は、俺の敗北で終了。面白いことに、二回も練習をやっておきながら、まだカードを引くところまでゲームが進んでいない。

「どうだい？　そこそこ面白いゲームだろう」

　京丸先輩は言った。俺は深く息を吐く。

「余裕ですね。わざわざセオリーを披露してくれるなんて」

　今の二回の練習で、俺と塔ヶ崎は、このゲームの基本戦術の一いつ端たんを味わった。言いい換かえれば、このゲームの基本的なセオリーを理解できずに負けた。

　初心者だからしょうがない、とも言えるが、本来ならルール説明の段階でこの戦法に気づいてなければいけない。

　今のが本番だったらと思うと――ぞっとする。

「余裕というよりは、礼れい儀ぎ、かな。このゲームが初体験のきみらに、ある程度のハンデを与あたえるのは当然だろう」

　京丸先せん輩ぱいはトランプを自分の手元に集め、一つに束ねた。それから机からチップを取り出だし、十枚ずつそれぞれに配る。

「さあ。練習は終わりだ。そろそろ本番と行こうか」

　言いながら、練習のときと同じようにカードを切って、俺達に配ろうとする。

　その京丸先輩の自然な動きを――俺は手を出して止めた。

　右手で、彼の右みぎ腕うでを掴む。

「トランプは俺が配りますよ。今みたいにイカサマされちゃ敵かないませんから」

「……へえ」

　京丸先輩は、心なし、嬉しそうに微笑んだ。

「俺がイカサマね。心外だな。証拠はあるのか？」

「さあ」

　俺は肩かたをすくめた。

「でも――今の練習で、俺と塔ヶ崎にジョーカーが渡ったことが、あまりにも不自然だったんで」

　今しがたの練習は、俺達にこのゲームのセオリーを教えるために、おあつらえ向きのシチュエーションができあがっていた。

　これを不自然と思わない方が――不自然。

　生きつ粋すいのギャンブラーと噂うわさされるこの男ならば、手品じみたカードコントロールができたところで、なにもおかしくない。

「つーか、本当にイカサマしてないんだったら、俺が配ってもなにも問題ないでしょう？」

「……いいね。好きだぜ、きみみたいに、基本的に他人を信用してない奴やつ」

　楽しげに言って、カードを俺に手て渡わたした。

　俺はカードを切り、順番に配っていく。京丸先輩は自分の手札を取ると、まっすぐと俺を見つめながら呟く。

「それじゃあ、今度こそ本番、始めようか」

　いよいよ、『魔女狩りゲーム』が始まる。

　こちらの敗北が確定している、徒労にも似た虚むなしい遊戯が――







第四章　オリジナルゲーム







「……あ、あの……」

「はい？」

「ス、ス」

「？　どうかされましたか、お客様？」

「ス……スマイルください……」

「はい？」

「ス、スマイル……」

「あ、ああ。はい。かしこまりました（ニコッ）」

「あ、あ、ありがとうございます……」

「いえいえ」

「え、えっとぉ……」

「まだなにか？」

「領収書……ください」

「……は？」

「あ、あの……領収書……」

「……あー、はい。少々お待ちください」

　場所は駅前のハンバーガーショップ。

　数秒前には満面のビジネススマイルを浮かべてくれた店員のお姉さんは、領収書という単語を聞いた瞬間、露ろ骨こつに機き嫌げんが悪そうになった。

　カウンター越ごしに向かい合っている塔とうヶ崎さきの体は、恥ち辱じよくでプルプルと震ふるえている。パジャマのフードから垂れるうさ耳も、頼たよりなく揺ゆれていた。

『魔女狩り』ゲームが終わってから、俺と塔ヶ崎は駅前のハンバーガーショップへと向かった。

　普ふ通つうの高校生らしい日常なのかもしれないが、その理由は、塔ヶ崎の罰ばつゲームをクリアするためである。

　にしても……キツいなあ、この罰ゲーム。人見知りの激しい塔ヶ崎にとっては、かなり過か酷こくな条件だと言えよう。

　オマケに塔ヶ崎はパジャマ姿のままだし……。

　禁きん煙えんのボックス席に座りながら応おう援えんと憐れん憫びんの気持ちで見つめていると、塔ヶ崎が店員から領収書を受け取り、こちらへと戻ってきた。

　レジの向こうでは、バイトらしき女性店員二人が小声で、

「たまにいるんだよねー、ああいう、調子こいた学生」

「どうせ罰ゲームかなんかですよね。ほんっと、ウザいです」

「こっちはいい迷めい惑わくだよ。身内のノリを公共の場で出すなっつーの」

　と、不ふ機き嫌げんそうに話している。店員にあるまじき態度だとは思うけれど……まあ、こちらの遊びに付き合わせてしまってるわけだから、申し訳ないという気持ちが強い。

「と、塔ヶ崎」

「…………」

「よく頑がん張ばったな。ほら、食えよ。今日は俺の奢おごりだ」

「…………」

　塔ヶ崎は顔を伏せたまま席につき、そして両手で顔を覆おおった。すごく落ち込んでいるようだ。俺は慰なぐさめの言葉を見つけられず、テーブルのポテトを口にした。

「……あの女……殺す」

　やがて塔ヶ崎は、深い憎しみが篭こもった声で呟いた。

「あの女って、不ふ二じ峰みね先輩のことか？　お前が実際に負まけ越してるのは、京きよう丸まる先輩の方なんじゃなかったっけ？」

「けど、罰ゲームを決めているのは、あのビッチ臭い女よ」

　ビッチ臭い女って……。

　まあ、遊んでそうではあるけど。

「あの女のせいで、数々の屈辱を味わってきたわ……。こんな格好で外を歩かされるなんて……」

「お前、パジャマってそんな感じなんだな」

「なによ、悪いの？」

　うー、と。不満気に、そしてどこか恥はずかしそうに唸うなる塔ヶ崎。

「悪くはないけど……つーか、そもそもの疑問なんだけど、お前、なんで律りち儀ぎに罰ゲームやってんだ？　別に弱みを握にぎられてるわけでもないのに」

　塔ヶ崎の性格ならば、「私負けてないし。三回勝負って言わなかった？」とか、「書面上で交かわされた約束でなければ守る義務はないわね」とか、傲ごう岸がん不ふ遜そんかつ厚こう顔がん無む恥ちな態度で敗北を否定しそうなものだけど。

「私にも――譲れないプライドというものがあるのよ」

　強く、塔ヶ崎は言い切った。

「……まあ、いいけどよ」

　おそらくは、あの二人への敵てき愾がい心しんからの行動だろう。ムカつく相手からの挑ちよう発はつめいた提案だからこそ、逃げるわけにはいかないのだ。

「はぁーあ。イライラしてたら、お腹なかが空いてきたわ。これ、食べていいのよね？」

　俺おれの買ったＬサイズのポテトを指す塔ヶ崎。元より二人で分けるつもりで買ったので、「ああ」と頷うなずく。

　ポテトを一つ摘つまむと、塔ヶ崎は物もの珍めずらしそうにそれを眺めていた。

「ふーん。これがフライドポテトというやつね……」

「食ったことないのか？」

「ええ。噂には聞くぐらい。こういう体に悪そうなものは食べるなって言われて育ってきたから」

「……お前って本当にお嬢じよう様さまなんだな」

「だからこういう……なんていうのかしら？　学校帰りの買い食いっていうの……？　そういうの、ちょっと憧あこがれていたのよね」

　憂うれいを帯びた声で呟く塔ヶ崎。

　お嬢様には、お嬢様なりに苦労があったらしい。

「……友達いなかったし」

　……ぼっちには、ぼっちなりの苦痛があったらしい。

「いただきます」

　子供っぽい笑みを口元に浮かべながら、塔ヶ崎はポテトを口にする。

　今日ここに二人で来たのは罰ゲームのためだけど、そのおかげで塔ヶ崎が新しい経験をできたのなら――金持ちのお嬢様にちょっとした思い出ができたのなら、ある意味怪け我がの功名かもしれない。

　そんな風に微笑ましい気持ちになっていたら――

「まずっ、なにこれ……」

　塔ヶ崎は険しい表情で吐はき捨すてた。

「やっすい油の味がするわ。しかもギットギトだし……。これ、絶対油を使い回してるでしょ？　体に悪そうな下品な味ね」

「…………」

「うちのシェフが作るポムフリットを極限まで劣れつ化かさせたら、きっとこんな味になるわね……。貧びん乏ぼう人にんってこんなのを美味おいしいと思って食べてるの？　かわいそうな人種ね。いえ、ある意味幸せな人種かしら」
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「……………………」

　なんていうのかなあ……。

　ここはさ、金持ちのお嬢様が敬遠していた庶しよ民みんの味に触れてみたら「あら、意外と美味しいですわね」ってなって、ほっこりするシーンじゃねーの？

　なんで普通に舌が肥えてるんだよ。

「私、もういらないから。残りは全部あなたが食べてね。あら？　どうしたの高たか橋はしくん？　がっくりと肩なんか落としちゃって？」

「……お前の好感度が激減したところだ」

「ふーん、嘘うそばっかり。高橋くんの中で私の好感度が下がるわけがないわ」

「なんでだよ」

「だって高橋くんって、ストーキングするくらい私に夢中なんでしょ？」

　小こ馬ば鹿かにしたような様子で、塔ヶ崎は言い放った。

「はあ？　俺のどこがストーカーなんだよ？」

「今日のことよ。人様のことを勝手に付け回してくれちゃって……。プライバシーの侵害だわ。訴うつたえちゃうわよ？」

　侮ぶ蔑べつの言葉とは裏腹に、塔ヶ崎はなぜか上じよう機き嫌げんな様子だった。

「……俺は、ただお前がなにかやらかすんじゃないかと心配して……」

「頼たのんでもないのに？　そういうのを、ストーカーって言うと思うのだけど」

　なにも言い返すことができず、俺は深く息を吐いた。塔ヶ崎はやたらと嬉うれしそうだった。というか調子に乗っている。

　なんとなく恩を仇あだで返された気分だった。

　実際問題、塔ヶ崎は相当やらかしてたと思う。

　勝手に勝負を挑いどんで、勝手に負けて……。

「んで、これからどうすんだ？」

「決まってるでしょう？　リベンジよ」

　やっぱりか。

「そのために――私が絶対に勝てるフィールドを用意しなくちゃ」

　確かな決意を秘ひめた言葉。

　不ふ屈くつの闘とう志しを燃やし続ける塔ヶ崎をテーブル越しに見つめながら、俺は、さきほどの勝負を回想する。







「これで俺の勝ちだな」

　数回の勝負の末――

『魔ま女じよ』だと見破られた俺は、とうとう賭かけられた分のチップを支払うことができなくなり、ゲームに敗北した。

「なんだ。きみ、意外と大したことないんだな」

　見下す、というよりは、拍ひよう子し抜ぬけしたような様子で呟く京丸先輩。

　勝負は圧倒的な大差で決着がついた。

　洞どう察さつ力りよく、観察眼、話術、読心術、演技力、心理戦……などなど、ギャンブルや心理ゲームに必要な全ての要素において、俺おれ達たちは京丸銀ぎん次じの足下にも及およばなかった。

　塔ヶ崎はあっという間にチップを切らし、俺も粘ったりもしてみたが、最後はあっけなく終わってしまった。

「残念だったな、高橋。機密情報はまたの機会ってことで」

「……そうですね。じゃあ、今日はもう帰ります」

　俺は逃にげるように席を立つ。

「行こうぜ、塔ヶ崎。いつまでもむくれてんなよ」

　ムスッと頬を膨ふくらませている塔ヶ崎の腕うでを引く。が、彼かの女じよは動こうとしなかった。

「……もう一回やるわ」

「はあ？　やめろって、実力差がわからないのかよ？」

「わからないわよ、そんなもの」

「あのな……」

　俺はつい、説教臭いことを言ってしまう。

　塔ヶ崎が、あまりにも根本的なところで間違えているから。

「こういう勝負ってのは、そもそも相手の用意した土俵に上がった時点で負けなんだよ。相手のテリトリーで、相手の用意した道具使って、相手の考えたゲームをやって……それでどうやって勝てっていうんだよ」

「その通りだ」

　と。

　京丸先輩が、不意に声を滑すべりこませた。

「よくわかってるじゃないか」

「……すいません。負けてからこんなこと言うのは、ただの負け惜おしみですね」

「いや、嫌いやみを言ってるわけじゃない。むしろ純粋に共感している。きみは今、俺の言いたいことを完かん璧ぺきに代弁してくれた」

「……？　どういう意味ですか？」

「きみが言ったように、今日の勝負はどう考えても俺が有利だった。『魔ま女じよ狩がりゲーム』。自分の考えたオリジナルゲームで無敗だったところで、なんの自じ慢まんにもならない」

　だから、と言って京丸先輩はまっすぐ俺達を見つめる。

「次のゲームは、きみ達が考えてきてくれよ」

「……次の？」

「このまま終わるつもりはないんだろう？　なあ、塔ヶ崎」

　話を振ふられた塔ヶ崎は、こくり、と力強く頷く。

「俺としても、このままじゃ少々物足りない。だから、次はきみ達が考えてきてくれ。というか、俺は元より、そっちを期待してたんだよ」

「待ってください。考えてくるって、どういう意味ですか……」

「なんでもいい。好きなゲームを用意してきてくれ。これだったら俺に勝てるという、遊ゆう戯ぎをな。既き存そんのゲームでも、オリジナルゲームでも構わない」

　京丸先輩は話を続ける。

　どこか遠くを見つめるようにしながら。

「俺は、ギャンブル漫まん画がの主人公みたいなことがしたいんだよ。敵の本ほん拠きよ地ちでイカサマゲームを仕し掛かけられながら、それを逆手に取って勝利する主人公みたいなことが、ね」

　なんとなく、話の意図が見えてきた。

　確かにギャンブル漫画などでは、主人公は『受け身』であることが多い気がする。敵キャラが用意したゲームを受け、そこに隠かくされた仕掛けやイカサマを見み抜ぬき、相手の裏をかき、逆手に取り、絶対的に不利な状じよう況きようから大逆転を図はかる。

　それが――ギャンブル作品の王道的展開。

　京丸銀次は、その王道を歩みたいと言う。

　少し似てるな、と思った。

　相手の土俵で戦うことにこそ意味がある、という価値観は、どことなく《主人公》の幼馴染みを思い出す。

「あなたは……《主人公》を目指してるんですか？」

　俺は《ギャンブル》の《準主人公》に問うた。

「どうだろうね。元々はそんな目的もあった気はするけど、最近じゃ諦あきらめてるってのが、本音かな。一年間、学園に隠れてコソコソと賭け事ごとで遊んできたけど、結局《主人公》にはなれていない……。だから最近は、純粋にギャンブル自体を楽しんでいる」

「なら……さっき言ってた、《キャラ》を攻略しようとしてるっていうのは……」

「それを知りたいなら、俺に勝ってみせろよ」

「……………」

「というわけで」

　ギャンブラーは言う。

「期待してるぜ――《脇わき役やく》と《ラスボス》」







「しかし……いざ考えてみると難しいもんだな」

　どこぞのお嬢様には「まずい」と一いつ蹴しゆうされたポテトを美味おいしく頬ほお張ばりながら、俺は思案する。

「イカサマを見破ったり、無理難題を解決したりするんだったらまだしも、こちらがゲームを考えろだなんて……」

　なんというか、自由度が高過ぎる。

　ちょっと違ちがうと思うが、昔、囲い碁ごのルールを祖父じいちゃんから教わったときに、初手を「どこ打てばいい？」と聞いたら、「どこに打ってもいい」と言われたことを思い出した。

　自由という状態は、時としてなによりも不自由であるのだろう。

「京丸銀次は、こちらがどれだけ有利な条件の勝負でも呑のむと言っていたわね。ふん、ムカツクわ。余よ裕ゆうのつもりかしら？」

「いや……余裕とは違うんじゃないのか。本人が言ってた通り、純粋に面おも白しろいゲームをやってみたいんだろ」

　京丸銀次のそれは、余裕でも油断でもなく――執しゆう着ちやく、に近いと思う。

　ゲーム脳であり、ギャンブル脳。

　ギャンブルの中毒性に、ためらうことなく身を浸ひたし、依い存ぞんすることに迷いを覚えていないかのような。

「……ま、なんでもいいのよ、あの男の目的なんて。こっちは腸はらわた煮にえくり返かえってるからね。あいつらに一いつ杯ぱい食わせてやらなければ腹の虫が治まらないわ」

「ずいぶんとご立腹みたいだけど……お前、自分からあの裏カジノに首突っ込んだんじゃないのか？　だったら自じ業ごう自じ得とくだろ」

「ち、違うわよ！」

　声を張る塔ヶ崎。

「私は……あのビッチ臭い女に騙だまされたのよ……」

「騙された？　不二峰先せん輩ぱいに？」

「あの女、私と桜おう神がみ雛ひいなのポーカーを見てたみたいなの……」

　話はこうだ。

　不二峰先輩は、ポーカー勝負の翌日、塔ヶ崎にこう声をかけたらしい。

『ポーカー好きなの？　じゃ、私がいいとこ教えてあげるわね。昨日の勝負見てたけどさ、きみ、才能あると思うよ』

　そして塔ヶ崎は、現代遊戯研究部に連れて行かれ、あれよあれよ、という間に様々な罰ゲームを食くらったそうな。

　……話、早っ！

「お前……お手本みたいにカモられてんじゃねーよ」

「巧こう妙みような話術のせいだわ。この私をハメるとは、敵ながらあっぱれね」

「敵を持ち上げることで自分を擁よう護ごするんじゃねえ」

「ふん。私だってね、あの女がなにかを企たくらんでいることぐらいは感づいたわよ」

「そうなのか？」

「ええ。ああいう、明るくて美人で社交的な女は腹黒いって相場が決まってるのよ」

「……よし、そこは流す、突っ込まない。それで？」

「この塔ヶ崎夜よる子こ様を騙してカモろうとは不届き千万。どれ、ちょいと痛い目に遭わせてやろう、と思ったわけ」

「なるほど。そして逆に痛い目に遭わされたと？」

「……うん」

　しょんぼりと肩を落とす塔ヶ崎。俺は深く息を吐いた。どうしてこいつは、どこまでも自分を過大評価するんだろうなあ……。

　ルールうろ覚えの麻マー雀ジヤンでも、自分の勝ちを全く疑ってなかったしよ。

「だ、だって……。ち、違うのよ。私があそこで戦っていたのには、いろいろと深い理由があって……」

「深い理由？」

「それは……えっと……」

　問い返すと、塔ヶ崎は言葉に詰つまった。特に深い理由はないらしい。しばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて顔を上げて、ビシっと俺を指さす。

「だいたい、あなたにとやかく言われたくないのよ。人様の勝負に横よこ槍やりを入れてきて、助すけっ人とでも買って出てくれるのかと思えば、ただ一いつ緒しよになって負けただけじゃない」

「負けてねーよ、俺は」

　俺は言った。塔ヶ崎は、ぽかん、と口を開ける。

「……なに言ってるの？　あなた、負けたじゃない。『魔女狩りゲーム』で……」

「ゲームでは負けたよ。でも、勝負じゃ負けちゃいない」

「……？」

　塔ヶ崎が不思議そうに首を傾かしげるので、俺は説明を続ける。

「逆に訊きくけど、塔ヶ崎。俺、あの勝負でなにか失ったか？」

「……失ってはいないわね。でも、あなたが知りたがってた『情報』は、手に入らなかったじゃない」

「『この学園の《キャラクター》を本気で攻こう略りやくしている奴らの情報』、だったな。実を言うとだな――俺はそんなもんには全く興味はない」

「え」

「金を賭けるのも罰ゲームを喰くらうのも勘かん弁べんしてもらいたかったからな」

　だから――例の『情報』に興味がある振りをした。

　それを手に入れるためなら必死になれる――と嘘をついた。

　京丸先輩がギャンブルに誘さそってきた段階から、俺はいかに無傷でやり過ごすかだけを考えていた。

　勝てるとも、勝とうとも考えてはいない。

『相手の土俵で叩たたきのめしたい』という、京丸銀次が言っていた主人公根こん性じようは、俺はあいにくと持ち合わせていないのだ。

　勝てないのならば負けなければいい。

　逃げられないなら被ひ害がいを最小限で済ませればいい。

　ただ、それだけの話。

　まあ――

　彼の話に、全く興味がない、というわけでもなかったけれど。

「ふうん。あなたらしいわね。冷静で合理的な決断だと認めてあげましょう」

　塔ヶ崎は納なつ得とくしたように頷くが、

「けど、どうも気に食わないわね。そういう、戦わない自分を正当化する論法は」

　と、不服そうに付け足した。

「戦いを避さけることも立派な戦いだよ。戦争で頑張る奴よりも、戦争にならないように頑張る奴の方が立派だと思うぜ」

「駅弁ね」

「……？」

　えっと……もしかして、詭き弁べん、のことか？

　ずいぶんとまあ、恥ずかしい思い違いしやがって……。訂てい正せいしようかとも思ったが、どこか憂いを帯びた表情でかっこつけてる塔ヶ崎があまりにも不ふ憫びんだったので、ここはそっとスルーすることにした。

　すると、塔ヶ崎はハッとなにかに気づき、やや慌あわてた様子で訂正してきた。

「あ。駅弁と言っても、体位の方じゃないからね」

「わかっとるわっ！」

　思い違いと勘違いをミックスさせて注ちゆう釈しやくを加えてんじゃねえ！

　カオスなことになるだろ！

「とにかく」

　塔ヶ崎は言う。

「考えましょう。あいつらを叩きのめせる、私に有利なオリジナルゲームを」

　二人でね、と。

　彼女は、やけにそこを強調して付け足した。







　当然のことだが、これは塔ヶ崎夜子の勝負である。

　喧けん嘩かを売られたのも売ったのも彼女であり、現在被害を受けているのも彼女だ。

　だからゲームのプレイヤーは彼女であるべきであり、オリジナルゲームを考えるにしても彼女に有利なものである必要がある。

　俺は巻まき添ぞえを食らう形でなし崩くずし的に参加者となっているのかもしれないが、俺はせいぜいサブプレイヤーと言ったところだろう。

　メインプレイヤーは塔ヶ崎夜子。

　となると、ここで一つ、致ち命めい的てきな問題が生まれる。

　さて質問です。

　塔ヶ崎夜子の得意分野は？

「……ないんだな、それが」

「泣くわよ。ねえ、いくら私でも泣くわよ、いい加減」

　ハンバーガーショップで開かれた『打だ倒とう、京丸銀次＋ビッチ』の作戦会議は、とんでもなく難航していた。

　そろそろ一時間が経過しようとしていたが、これと言ってまともな策が思いつかない。

　理由は単純。

　塔ヶ崎の残念な頭脳と悲ひ惨さんな身体能力である。

　勝てるゲームが全くと言っていいほど思いつかない。

　その不毛な会議がどんな感じだったかと言うと、

「お前、将しよう棋ぎはやったことあるか？」

「あれは漢字が難しいから嫌きらい」

「んじゃチェスは？」

「ヤンキーの挨あい拶さつみたいな名前だから嫌い。『ちぇーす』って感じで」

「オセロは？」

「占うらない師しが――」

「そのオセロじゃねえ。えっと……なら、カードゲームとかは？」

「大人買いして、ネットに載のってるレシピを見ながら最強デッキを組むのは得意よ」

「それは金があれば誰だれでもできる」

「でも人と戦ったことは――」

「ああ、もうなにも言うな。聞きたくない。じゃあ逆に聞くけど、得意なゲームとかやり込んだゲーム、なんかないのか？」

「ソリティアとマインスイーパならいつまでもやっていられるわ」

「……どっちも一人で遊ぶやつだな」

　とまあ、こんな風に非常に残念な感じだった。

　ちなみに。

　どうでもいい話だが、『ソリティア』とは一人でやるゲームの総そう称しようであり、特定のゲームの名めい称しようではない。ウィンドウズに『ソリティア』という名前で標準添てん付ぷされているトランプゲームは、『クロンダイク』という名のゲームである。

「……はあ」

　ため息を吐くしかない。

　最初は『自分に有利なゲームを考える』という慣れない課題に戸と惑まどったけど……これ、なんつーか、あれだ。普ふ段だんとやってることが一緒だ。

　自分が得意なフィールドを用意する。

　自分に有利なシチュエーションを演出する。

　それは――塔ヶ崎が普段、雛相手にやっていることだ。

　すなわち……もうどうしようもないくらい失敗が見えているということだ。

　オマケに今回は、『勝負』ではなく『ゲーム』を考えなければならない。なんでもいいから対決できるものではなく、遊戯として成立するものでなければならない。

　遊戯として成立した上で、塔ヶ崎にとって有利なものである必要がある。

　たとえば、洞察力や心理戦がモノを言う『魔女狩りゲーム』が、京丸銀次にとってこの上なく適したゲームであったように――

「でも、冷静に考えてみると、いい年して自分のオリジナルゲームを考えるのって、なかなか恥ずかしいものがあるわよね」

「まあな」

「京丸先輩は夜な夜な一人でトランプ広げて、ああでもないこうでもないって考えてたのかしら？　うふふ。けっこうイタいわね、あの先輩」

「そこは突っ込んでやるなよ……」

　そういうこと言い出したら、鷲わしの巣す様やライアーゲーム事務局まで、いい年してオリジナルゲーム考えてるイタい人になっちゃうじゃないか。

「イカサマ」

　ふと、塔ヶ崎が言った。

「ん？」

「今気づいたんだけど、オリジナルゲームなんだから、いくらでもイカサマを仕込むことができるわよね。場所だってこちらが指定していいわけだから、予あらかじめ場所自体に仕掛けを仕組んでおくことができるかも……」

　その可能性については、最初から思い至っていた。というか、今気づいたのかよ、と突っ込みたい。

　こちらに有利なゲームを考えてこい、と言われた時点で、イカサマの有う無む、あるいは是ぜ非ひについて考えるべきだろう。

　京丸先せん輩ぱいはむしろ、そのイカサマを歓迎している風でさえあった。

　とは言え、だからこそ――

「イカサマは、極力避けた方がいいと思う」

「あら、どうして？」

「相手が『どうぞイカサマしてください』っていう態度なんだぜ？　そこでイカサマを仕込むのは、ある意味自殺行こう為いだ」

　もちろんある程度の仕掛けや奇き策さくは必要になってくると思うが、大々的に反則行為は行いたくない。

　なぜなら――それこそが京丸先輩が望んでいることだから。

　ギャンブル漫画の主人公のように、相手のイカサマを見抜いて逆手に取りたいと考えているならば、そこにわざわざ乗っかる必要はない。

　というか単純に、百ひやく戦せん錬れん磨まのあの男とイカサマ合戦をしたくない。

「京丸先輩は……なんつーか、いい意味でプライドが高そうだったからな。こっちから仕掛けたりしなきゃ、自分から卑ひ怯きような手段は取ってこないだろう」

「ふうん」

　塔ヶ崎はもっともらしく頷いた。

「よし。それじゃあ、もう一度料理対決をしましょうか」

「それはやめてくれ、切実に」







　結局、いくら考えてもなにも思いつかないまま、その日の会議は終わった。

　塔ヶ崎は店の目の前まで来た、迎むかえの高級車に乗って帰り、俺は徒歩で学がく生せい寮りようへと帰った。

　寮りようへと帰る途と中ちゆう、ばったりと雛に出くわした。

「あれ、涼すず希き。今帰りなの？」

「ああ。お前もか？」

「うん。私は、友達のやってる部活が生徒会に潰つぶされそうだってことだったから、ちょっとその件で遅おそくなって」

「……廃はい部ぶの危機とか救ってんのかよ」

　そりゃまあ、なんともベタというか、王道的だな。

「『デッドオアアライ部』って部活なの」

「死し臭しゆうが半はん端ぱないネーミングな」

「実質的な活動はなにもしてなくて、放課後になるとお茶飲んだりお菓か子し食べたりして、だらだらと遊んでるだけの部活らしいんだけど」

「だったら潰したほうがいいだろ」

　生徒会が全面的に正しい。

「でも、そこは部員の人達の大切な空間だからさ。理り不ふ尽じんに廃部にさせるわけにはいかないよね」

　眩まぶしいくらいに真まっ直すぐな笑え顔がおで言いやがった。

　どうなんだろうなあ……。

　その手の部活が許されるのって、フィクションの中だけな気がするんだけど。

「あ。そういえばさ、涼希、もしかして今日、部室棟とうに行った？」

　雛が思い出だしたように問うてきた。

「その、デッドオアアライ部の部室は部室棟にあるんだけど、そこで、涼希を見かけた気がしたから」

　遠かったから声はかけなかったけど、と雛は付け足した。

　俺達が現代遊戯研究部であれこれとやっている間、雛も同じ建物内部にいたらしい。なんとも奇き妙みような縁えんだ。

　俺は少し考えた末、

「行ってねーよ。見み間ま違ちがいじゃないのか？」

　と言った。

　今回の件は、雛に話すつもりはないからだ。

「そう？　うーん。でも、あたしが涼希を見間違えるかなあ……」

　雛は納得行かなそうだったが、それ以上追及してくることはなかった。

　それから雛と別れて部屋に戻もどる。同居人の乱らん馬ま先輩は、まだ帰っていなかった。

　机に腰こし掛かけ、読みかけの小説を広げる。

　眩め暈まい坂ざか先輩から借りた小説である。オリジナルゲームについて考えようかとも思ったが、あまり思いつめてもしょうがないだろう。もしかしたら、小説の中になにかヒントがあるかもしれないし。

　栞しおりを挟はさんでいたページから読書を再開する。

　そして。

　塔ヶ崎からメールが入ったのは、小説を読み始めてから一時間が経過した頃ころだった。

『思いついたわ、オリジナルゲーム』

　題名も絵文字も前置きもなく、メインの用件だけが記されている。

　塔ヶ崎とは何度かメールを交わしたことがあるが、彼女のメールはいつもこんな感じだ。メールというコミュニケーションツールに慣れていないのか、はたまたそういう主義なのか、とにかく余計なことが一いつ切さいない。

　俺はメールを読み進めていく。

『私が他人より優すぐれているゲームがあったわ』

　その一文の後には、たっぷりと勿もつ体たいつけるような間があった。

　スクロールを続けていくと、ようやくラストの文章に辿たどり着つく。




『名付けて――字消し落としイレイザーフオール』




　そこには大層な名前だけがあった。

　……一番肝かん心じんなゲームの内容が書いてねえ。







第五章　字消し落としイレイザーフオール







『字消し落としイレイザーフオール』

・プレイヤーは自分の兵士となる字消しイレイザーを一つ用意する。




　ゲーム進行

・じゃんけんで先せん攻こう後こう攻こうを決める。

・プレイヤーは順番に指で字消しイレイザーを弾く。

・先に相手の字消しイレイザーを机から落とした方が勝ち。




　翌日の放課後。

　現代遊戯研究部の部室内には、四人の人間が集まっていた。俺おれ、塔とうヶ崎さき、不ふ二じ峰みね先輩、京きよう丸まる先輩の四人である。

　塔ヶ崎夜よる子こによるオリジナルゲームの説明が終わった後、俺は思わず叫さけんでしまう。

「ただの消しピンじゃねーか！」

『字消し落としイレイザーフオール』なんてお洒落しやれなネーミングをしているが、ルール説明を聞く限り、小学生御ご用よう達たしの遊戯、消しピン以外のなにものでもない。

　消しピン。

　ざっくりと説明すれば、おはじきの消しゴム版みたいなもんである。

　地域によって、消しゴム落とし、消しオトなど、様々な呼ばれ方があるらしい。

「けしぴん？　なにを言っているの？　このゲームの名前は『字消し落としイレイザーフオール』。私のオリジナルゲームよ」

　塔ヶ崎は平然と白しらを切った。

「身近なものを利用して、ここまで斬ざん新しんで画期的なゲームを思いつくなんてね……。自分の発想力が恐おそろしいわ」

「嘘つけ。まんま消しピンじゃねーか。斬新でも画期的でもねえ」

　俺がじっと睨にらみつけると、塔ヶ崎は諦めたように息を吐ついた。

「ふっ。バレちゃあしょうがないわね。確かにこれは、あなたの言う消しピンを元に作られたものよ。でもパクリじゃないわ。いわゆる一つのエマージェンシーというやつよ」

「……緊きん急きゆう事態なのか？」

　たぶん、オマージュと言いたいんだろう。

「別に既存のゲームでもいいんだけどさ。お前、この勝負に自信あるのか？」

「ええ」

　迷いなく、塔ヶ崎は頷うなずく。

「授業中から休み時間まで。朝の会から帰りの会まで。私の学校生活は、消しピンと共にあると言っても過言ではない。私の消しピン戦績は無敗。何人たりとも、この私に黒星を付けることはできない」

「寂さびしいこと言うなよ……。でも……無敗ってマジか？」

　そういえば確かに、こいつは授業中でも教師の話を一切聞かずに消しピンに熱中しているような奴やつだ。

　小学生がやるようなゲームとは言え、一度も敗北したことがないというのは大したものである。俺が少し感心していると、塔ヶ崎は自じ嘲ちよう気味にこう付け足した。

「まあ、無敗であると同時に無勝でもあるんだけどね」

「戦ったことがないのかよ！」

「は？　あるわけないでしょ」

「逆切れすんな！　開き直るな！」

　相変わらず寂しい奴だった。

　とは言えしかし、塔ヶ崎が消しピンに一日の長があることは本当のようである。

　対して、『字消し落としイレイザーフオール』という、幼よう稚ちなゲームを提案された京丸先輩はと言うと、

「んー。なんか、いまいちやる気がしないな……」

　なんとも気乗りしなさそうな態度であった。

「こっちから『ゲームを考えてこい』って言った手前、断りづらいんだけど……俺、こういう、ゲーム性もギャンブル性も薄うすい遊びは好きじゃないんだよ」

「おやおや。あらあら」

　塔ヶ崎はゆらゆらと、挑ちよう発はつ的てきに体を揺ゆらしながら一歩前に出る。

「京丸先輩ともあろうお方が、難なん癖くせをつけて勝負から逃げようというんですかぁ？　《代打ち》の名が泣きますよぉ？」

「うーん。そういう安い挑ちよう発はつに乗る気分でもないんだよな、今は」

「なっ。こ、この私の渾こん身しんの挑発を安いですって!?」

「ムキになるな」言いつつ、俺は後頭部のうさ耳の間を軽くチョップ。「あっさりと挑発し返されてんじゃねーよ」

「……うー」

　頭を押さえてむくれる塔ヶ崎。

　そんなやり取りをしていると、京丸先輩は、隣となりに立つ相方を窺うかがった。

「不二峰。俺の代わりにきみがやるか？」

「えー。どうしよっかなあ」

　今日も今日とてバニースタイルの不二峰先輩は、綺き麗れいに整えられたネイルを唇くちびるに当てて、悩なやましげに首を捻ひねった。

「そっちの高たか橋はしくんとだったら、いいんだけどなあ」

「え。俺、ですか？」

「うん。私ぃ、きみみたいにツンツンした感じの男の子、けっこうタイプだからさ」

「……っ」

　恥はずかしげもなくそんなことを言われ、俺は激しく動どう揺ようしてしまう。バニースタイルによって強調されている美び脚きやくや巨乳を改めて意識してしまい、慌てて顔を伏ふせる。

　瞬しゆん間かん、左足に鋭するどい痛み。

「鼻の下伸のばしてるんじゃないわよ。みっともないわね」

　見下げ果てたような様子で呟つぶやきながら、塔ヶ崎が俺の足を踏ふんづけていた。

「……鼻の下なんか伸ばしてねーよ」
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　これに関しちゃ非難される覚えはない。

　男はみんなバニーと巨乳が大好きなのだ。

　不二峰先輩は、俺と塔ヶ崎の反応を楽しそうに眺ながめていたが、やがて、

「おっけ」

　と頷いた。

「いいわよー。そんじゃ、私と戦おっか、夜子ちゃん。私はギャンブルとかってあんまり強くないけど、夜子ちゃんが相手だったら勝てそうだし」

　にやり、と悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえむ。

　そんな挑ちよう戦せん的てきな笑えみを向けられた塔ヶ崎は、怒いかりを顕あらわにする――かと思いきや、ただ顔を伏せていた。

　目ま深ぶかに被かぶったフードのせいで、彼かの女じよの前方にいる二人の先輩は、その表情を窺うことができなかっただろう。

　しかし――隣にいた俺には見ることができた。

　裂さけるように大きく笑った口元を――

　愉ゆ悦えつに塗まみれた、まさしくラスボスのような笑みが口くちの端はに刻まれている。

　その口元はこう言っているようだった。

『計算通り』、と。

　まさか……あえてチャチなゲームを提案し、京丸先輩を勝負から降ろさせたのか？

　実力的に劣おとる不二峰先輩を、表おもて舞ぶ台たいに引っ張りだしたのか？

　強者との勝負を避け、勝てる相手と戦うというのは――十分アリな作戦だ。たとえるなら『捨ての大将』みたいなもんだろう。

　無む駄だにプライドだけは高い塔ヶ崎は、こういう妥だ協きよう案あんは嫌う傾けい向こうにあると思っていたけれど――しかし今回、元より塔ヶ崎は、京丸先輩よりも不二峰先輩を敵視していたように感じる。だとすれば、この策もわからなくもない。

　こいつが一杯食わせたかった相手は、不二峰先輩の方だったのかもしれない。

　無論、どちらも逆さか恨うらみしてることには変わりないんだろうけど。

「……ふん。まあ、いいわ。相手が不二峰先輩でもね」

　歪ゆがんだ笑みを消し、いかにも不服そうに言う。これも演技だとするならば、大した役者である。

　問題は、向こうがどこまで感づいているのかだが――

「えーっと。となると、私は消しゴムを用意しなきゃなのかな？　じゃあ、購こう買ばいで買ってこないと……」

　不二峰先輩が呟くと、京丸先輩が部室を見み渡わたしながら答こたえる。

「わざわざ買わなくても、探せばあると思うよ。この部屋、ひと通りのものは揃そろってるから。その分散らかっちゃいるけど」

「そう？　どうしようかな」

「というか不二峰。きみ、その格好で購買行ったら、お祭り騒さわぎになっちまうだろ」

「わおっ。いやん、そうだったわね」

　わざとらしく胸むな元もとを押おさえ、おどけた調子で言う不二峰先輩。

　いちいち挙動がエロいなあ。

「さーて。どこやったかなあ」

　呟きながら、京丸先輩が消しゴム探たん索さくのため、部室の机を探し始める。そして塔ヶ崎と不二峰先輩は、勝負の内容確かく認にんへと移っていた。

「ところで不二峰先輩。お願い、というか要求があるのだけど」

「なに？」

「偶ぐう然ぜんにも女同士の戦いとなったみたいだし、せっかくだから、完全に一対一の勝負としませんか？」

「……どういうこと？」

「つまり、一切の助言を禁止しよう、と提案しているんです」

　塔ヶ崎は言う。これも、なにかの駆かけ引ひきなのだろうか。

「京丸先輩からの助言で勝ったとしても、不二峰先輩の実力で勝ったとは言えないでしょう。ならば、お互たがいにパートナーからの助言を禁止して、本当の実力勝負をしましょう」

「ふうん……」

「いいんじゃないのか、そのくらいは」

　悩んでいる不二峰先輩に、戻ってきた京丸先輩が言う。その手にはクッキーの缶かんが握にぎられていた。中に消しゴムが入ってるんだろう。

「そうね。でも、それなら、夜子ちゃんも高橋くんから助言はもらわないってこと？」

「ええ、もちろん」

　そして塔ヶ崎は「ね？」と俺を窺う。

　俺としては異論があるはずもなく、ただ頷くしかなかった。

「うん。なら、いいわよん。対等な条件ね」

「けれど」塔ヶ崎は言う。「なにが助言になるかなんてわかったものじゃないわ。何気ない会話でも、実は二人だけの暗号になっている可能性だってある」

「あらら、ずいぶんと慎しん重ちようね。めっずらしい」

「あなた達たちには散々煮にえ湯ゆを飲まされたからね」

「で、どうしろっていうの？」

「簡単よ。今から『字消し落としイレイザーフオール』の決着がつくまでの間――男二人には一切の発言を禁じてもらう。一言でもしゃべったら、その瞬間に、しゃべった側の陣じん営えいが敗北。簡単でしょう？」

　胸の中に、妙みような違い和わ感かんが生まれた。

　なぜ塔ヶ崎はここまで、敵の助言に対して警けい戒かいしてるんだろう。その理由がわからない。向こう陣営も俺と同じ気持ちらしく、不思議そうな表情になっていたが、最終的には首を縦に振ふった。

「オーケー。いいわよ。なに企んでるか知らないけど、消しピンじゃ助言なんていらなそうだしね」

「それじゃ、ゲームを始めるから、男二人には黙だまってもらいましょう。今から一言でもしゃべったら、その時点で負けね。はい、スタート」

　ぱん、と手を叩く塔ヶ崎。

　いきなり過ぎる展開に突っ込もうかとも思ったが、しゃべった時点で負けと言われては、口を開くわけにはいかない。

　京丸先輩も、塔ヶ崎のルールに則のつとって沈黙していた。俺の視線に気づくと、こちらを向き、「きみも大変だね」的な視線を送ってきたので、肩かたをすくめて返す。

　さて。

　塔ヶ崎夜子はなにを狙ねらっているのか。

　もしや……こうして一切の会話を禁じてから、敵に声を出させて、反則負けにすることが目的だろうか。

　海藤の領域テリトリーを破った蔵馬みたいに。

「あれまあ、二人とも黙っちゃって、なんか変な感じね。こうしてむっつりと黙られちゃうと、脇わきとかくすぐりたくなっちゃうなー。コチョコチョーって」

「言うまでもないと思うけれど、それは反則です」

「わかってるわよ」

「それでは勝負を始めましょう――あ、そうそう。一つ忘れていたわ」

　塔ヶ崎はわざとらしく、なにかを思い出したような仕草をした。

「ベットの確認をしておきましょう。この『字消し落としイレイザーフオール』に賭かけるのは、私の罰ばつゲームってことでいいんですよね？」

「そうよ。夜子ちゃんが勝ったら、パジャマ制服化の解除。私が勝ったら、また罰ゲーム追加。今までと同じルール」

「グッド――と、言いたいところだけれど」

　そこで塔ヶ崎は、ひどく残ざん忍にんな笑みを浮うかべた。

「賭かけ金きんを釣つり上あげさせてもらおうかしら」

「え？」

「倍プッシュよ」

　突とつ然ぜんの発言に、不二峰先せん輩ぱいは戸惑う。塔ヶ崎は畳たたみ掛けるように続ける。

「だっておかしいじゃないですか。この勝負に賭かってるのは、私の『罰ゲーム』だけ。勝負に勝ったら、私は『マイナス』から『ゼロ』に戻るだけで、なにも得るものがない。しかもそちらはノーリスク。フェアな勝負とは言えないでしょう」

「それは……今まで負けまくったあんたが悪いんじゃ――」

「御ご託たくはいいんですよ」

　相手の正論をスルーして相手にしない塔ヶ崎。

　駄だ目めだこいつ……、と思う反面、らしい、とも思った。

　このウルトラマイペースは、塔ヶ崎夜子特有のもの。

「私が提案するのは簡単な話です、不二峰先輩。もしも私が勝ったら、あなたにも罰ゲームを受けていただきたい」

「……はあ？」

「そうですね……。私はこうしてパジャマ登校してることですし、不二峰先輩には水着登校でもしてもらいましょうか。学園二大美女が水着で登校……学園中が大おお騒さわぎになりますよ」

　うふふ、と塔ヶ崎は笑う。彼女なりの復ふく讐しゆうの手段が、水着登校らしい。

　挑発的な提案を受けた不二峰先輩は、不ふ機き嫌げんそうな表情になる。

「ちょっと待ちなさいよ。なんで私がそんなことしなきゃなんないの？　ていうか、おかしいでしょ。これじゃ私に一切の得がないじゃない。全然フェアじゃないわよ」

「もちろん、こちらもそれ相応のリスクを背せ負おいます。言ったはずですよ、倍プッシュ、と。ベットを釣り上げる、と」

　そして。

　塔ヶ崎は、すっ、と俺を指差した。




「私はこの勝負に――この男の命を賭ける」




「!?」

　驚きよう愕がく、及および愕がく然ぜん。

　突然の事態に、頭が現実に追いつかない。

　ちょっと待て、ちょっと待て。今なんて言いやがったこの女。

「私と高橋くんの親密度は半端ないですから。親友を通とおり越こしてもはや超ちよう友ゆう。いわゆる、爆ばく竹ちくの友というやつです」

　破は裂れつすんな。

　それを言うなら竹馬の友だ。

「呉ご越えつ同どう舟しゆうにして、不ふ倶ぐ戴たい天てんの仲と言っても過言ではない」

　その四字熟語二つは、凄すさまじく仲が悪い奴の喩たとえだからな！

「メロスの友、セリヌンティウスのように、私を信じて己おのれの全すべてを賭けてくれるはずです」

　すらすらと言う塔ヶ崎。いろいろと突っ込みたいことがあるが、一切の発言を禁じられているため、なにも突っ込むことができず――っておい。

　まさか。

　もしかしてまさか、塔ヶ崎が会話を禁止したのって――

「どうしたの高橋くん。あらあら顔色が悪いわよ。なにか言いたいことがあるなら、なんでも言って頂ちよう戴だい――って、あ。そういえば、たまたま偶然、会話禁止のルールが発動してるんだったわね。困ったわー。これじゃ高橋くんの言葉を聞くことができない」

「…………っ」

「でも安心してね。あなたの言いたいことは全部私が代弁してあげるから」

　くそ。ハメられた。完全に油断してた。塔ヶ崎夜子の自己中をナメていた。

　会話禁止ルールが、味方である俺をハメるためのものだったなんて。

「えーっと……いいの、夜子ちゃん。勝手にそんなこと言って」

「ええ。もしも今、高橋くんが口を利きけたらこう言うでしょうね。『俺は塔ヶ崎夜子を信じている。お前になら俺の全てを託たくせる』ってね」

「いや……高橋くん、めっちゃ首を横に振ってるけど」

「照れ屋なんですよ。困ったものですね」

「あそう……」呆あきれ顔がおの不二峰先輩。「でも、命って言われてもなあ」

「命を賭ける――すなわち、全てを賭けるってことですよ。もしも私が負けたら、この男を自由にしていいですから。馬車馬の如くこき使ってもいいし、どんな羞しゆう恥ちプレイを要求してもいいです」

　この……クソアマ。

　勝手に他人の命を賭けるって……ギャンブル漫まん画がだったら、クズの中のクズが取る戦法だぞ。なに恥ずかしげもなく外げ道どうに堕おちてんだよ。

　後こう悔かいと怒りで頭が真っ白になりそうだった。すると、塔ヶ崎が俺のネクタイを掴つかみ、ぐい、と引っ張って顔を寄せ、

「安心しなさい」

　と、小声で言った。

「この勝負、私の負けはまずないわ」

　なんだと？

「私には、絶対の秘策がある」

「…………」

　塔ヶ崎夜子発案の、秘策と言う名の愚ぐ策さくを幾いく度どと無く目まの当あたりにしてきた俺としては、ただ冷ひや汗あせをかくしかなかった。

　こいつの秘策は全く信用ならない。

　しかし――この状じよう況きようから打つ手はない。

　今すぐなにかしゃべって塔ヶ崎を負けさせて、勝負を有う耶や無む耶やにしてどっかに逃にげようか、とも考えたけれど……なんとなく、それは躊躇ためらわれた。

　塔ヶ崎のため、でもある。

　けれどほんの少し。

　ごくわずかだけれど――期待している俺がいる。

　甘かん美びなる誘ゆう惑わくに打ち勝てない俺がいる。

　見てみたいのだ。

　彼女の言う秘策とやらを。

　そして――塔ヶ崎夜子が勝利する姿を。

　負けっぱなしの少女が――勝てるはずのないラスボスが、華はな々ばなしく勝利する様を。

　明らかに分の悪い賭けだとわかっていても、どうしようもないくらいに希望的観測でしかないとしても、戦わなければ可能性はゼロのまま。

　宝くじだって買わなければ当たらない。

　ああ――そうだ。この感情はまさしく宝くじのそれ、ギャンブルのそれだ。俺は塔ヶ崎夜子に賭けることで、己の射しや倖こう心しんを満たしている。

　心の奥おくの方でくすぶっている感情が、あるはずもないことを願っているんだ。

　大穴を。

　大金星を。

　大物食いを。

　大おお番ばん狂くるわせを。

　大逆転の勝利を。

　大どんでん返しを。

「……………」

　俺は深く息を吐き、緩かん慢まんな動作で、こく、と首を縦に振った。

「ありがとう。あなたならそうするって信じていたわ」

　塔ヶ崎は満足そうに、そして嬉うれしそうにはにかんだ。

「ふうん。すごいわね、友情ってやつ？　あっ、それとも、もしかして高橋くん、私からの罰ゲーム期待しちゃってる？　私にいじめられたかったりして？」

　にやにやと微笑む不二峰先輩に、塔ヶ崎は向き合う。

「前準備は全て終わったわ。始めましょう。『字消し落としイレイザーフオール』を――」







「ああ、そうそう。最後にこれだけ確認させて」

　勝負が始まるかと思いきや、またもや待ったがかかった。おいおい、いつになったら始まるんだよ、この勝負。

「夜子ちゃん。一応念のため確認しとくけど……」

　不二峰先輩は言う。

「常識的に考えて――巨きよ大だい消しゴムは無しね」

「――なぐごがっ!?」

　瞬間、自分の鞄かばんに手を伸ばしていた塔ヶ崎の肩が、ビックーンッ！　と跳はね上がった。

　それはもう、見事な跳ね上がりだった。

「いやー、念のため、ね。まさかとは思うけど、万が一そんなもん使われたら、勝負になんないからさ。ロフトとかでたまに見かける、一発ネタみたいな巨大消しゴムは使用禁止ってことでいいわよね。常識的に考えて」

「……えと、え、えっとぉ……」

　得意満面で言う不二峰先輩に対し、塔ヶ崎はだらだらと冷や汗をかいていた。

　土ど壇たん場ばで炊すい飯はんジャーの亀き裂れつを発見した天てん津しん飯はんみたいな表情だ。

　おい、ちょっと待て。

　本気でちょっと待て。

　お前の秘策ってもしかして、それか？

　人の命まで賭けておいてそれなのか!?

「ねえ夜子ちゃん。もちろん、巨大消しゴムなんか使わないわよね？　ていうか、普ふ通つう、恥ずかしくてそんなことできないよねー？」

「え、ええ……、あ、当たり前田のクラッカーよ……」

　塔ヶ崎は手を伸ばしかけていた鞄を、自分の後ろに隠かくすようにした。かすかに開いた鞄の口からは、明らかに通常のサイズではない消しゴムが、チラッと顔を覗のぞかせていた。

　う、嘘うそだろ。

　こんなしょうもないことが、秘策……？

　絶望が俺の心を支配しつつあった。一いつ瞬しゆんでも塔ヶ崎に期待してしまった自分に対する憎ぞう悪おと後悔で、俺はその場に膝ひざを突いてしまう。

「あははっ。ごめんねー、変なこと確認しちゃって。そのバッグ、最初っからすごい怪あやしかったからさー。チャックの隙すき間まから、巨大消しゴムっぽいものが見えてたし。だから、もしかしてって思っちゃって。てへっ」

　秘策を見み抜ぬいた不二峰先輩は上じよう機き嫌げんに笑っていた。

　くそったれ。

　水着登校の罰ゲームをあっさりと引き受けたのは、この秘策を見抜いていた結果だったのか。うっかりチャックを閉め忘れた結果、塔ヶ崎は策を見抜かれてしまった。

　不二峰先輩は缶から消しゴムを一つ取り出し、それを机に置いた。

　ごく普通の、どこにでもあるような消しゴムである。

「さ。夜子ちゃんもどうぞ。あ、もしかして、消しゴム持ってきてない？　だったら貸してあげよっか。いっぱいあるし」

　嫌いやみったらしくクッキーの缶を揺らし、消しゴムをアピールする。

「…………」

　塔ヶ崎はぐうの音も出ないほどに沈ちん黙もくしていた――

「……くくっ」

　――かに見えたが、

「……くくくっ、くききかかかかかかっ！　あーっはははははははははっ！」

　突とつ如じよ――笑い始めた。

　肩を震ふるわせ、腹をかかえ、大声を上げて、堪え切れんとばかりに笑い始めた。

　哄こう笑しようと呼ぶに相応ふさわしい、うるさく、けたたましい笑い声。

　おかしくておかしくてしょうがない、という風な、相手を見下した笑み。

「あっはははっ！　まんまと引っかかったわね、この変態バニー女！」

　塔ヶ崎の豹ひよう変へんぶりに、その場の全員が呆あつ気けに取られた。

「あなたは今、自分の消しゴムをフィールドに置いたわ！　つまり、もう消しゴムを変へん更こうすることも勝負からも降りることもできない！　巨大消しゴムぅ？　うふふ、この私がそんな浅はかな戦法に出るはずがないでしょう！」

　言って、塔ヶ崎は自分の鞄を開き、中からあるものを取り出だした。

「なっ!?」

　不二峰先輩が驚愕する。

　鞄から取り出されたのは、とてつもない大きさの巨大消しゴム――の、上半分。

　真っ二つにカットされた巨大消しゴム。

「うふふ。不二峰先輩。あなたが見たのは、これのことかしら。私がわざわざ見えるように入れておいた、これのことかしら？」

　巨大消しゴムの断だん片ぺんを片手に、塔ヶ崎は饒じよう舌ぜつに語る。

　まさか塔ヶ崎は、あえて自分の策を見抜かせたというのか……！

　不二峰先輩に勝利を確信させて、罰ゲームを引き受けさせるために、あえてしょうもない策を――見抜かれることを前提とした策を練った。

「巨大消しゴムねえ。うふふ、確かに、いかにも私が思いつきそうな、くだらない秘策かもしれないわね。ちょっと前の私が、ね」

　ぞわり、と鳥とり肌はだが立った。

　こいつ……成長してやがる。

　自分自身のキャラクターさえも、策に組み込ませるほどに。

「嘘、でしょ……」

　敵の策を見誤り、まんまとハメられ、それ故ゆえに退路を断たれた不二峰先輩は、怯おびえたような表情になっていた。

「だ、だったら、あんたはどんな消しゴムを使うって言うのよ！」

「……うふふ」

　余よ裕ゆうたっぷりの笑みを浮かべながら、塔ヶ崎は消しゴムの断片を、ぽい、と捨てた。そして鞄に手を入れる。

　消しゴムの断片によって隠されていたスペース。そこに存在していた物を、塔ヶ崎はゆっくりと取り出す。

「消しゴム、ねえ。うふふふ。その発想事態が、そもそもの間ま違ちがいよ」

　穏おだやかな言葉と共に、彼女の兵士イレイザーが机の上に現れる。

　塔ヶ崎夜子の秘策の全ぜん貌ぼうが顕わになる。

「これが――私の字消しイレイザーよ！」

　瞬間、その場の全員が言葉を失った。

　そこにあったのは――




　食パン。




　卓たく上じように舞まい降おりた塔ヶ崎夜子の兵士は、食パン、であった。

　しかも、まるごと一斤きん。

　鋳い型がたから取り出してそのまま持ってきたって感じで、一斤。

「…………」

　凄まじい空気になった。

　胸に生まれる喜き怒ど哀あい楽らくのどれでもない感情は、この国の言葉では表現できない。

　こげ茶色の直方体が机の上に直接置かれている様は、どうしようもないくらいにシュールだった。

　食パンと相対する不二峰先輩の消しゴムが、なんとも頼たよりなく見える。途と方ほうも無いサイズ差がそこにはあった。
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「あ、え？　……は？　なにこれ？」

　きょとんとした様子で、不二峰先輩は尋たずねる。

　塔ヶ崎は得意げに答えた。

「私の字消しイレイザーに決まってるでしょ？　お弁当だとでも思って？」

「……はあ？　意味わかんないし。消しゴムじゃないじゃん、これ。反則よ、反則」

「反則？　なにを言っているのかしら。どうして消しゴムじゃなかったら反則なのよ」

「当たり前でしょ！　消しピンで消しゴムを使わないなんて――」

「消しピンだったらそうでしょうね」

　塔ヶ崎は得意げに言葉を被かぶせる。

「けれど――これは私の考えたオリジナルゲーム『字消し落としイレイザーフオール』。消しゴムしか使っちゃいけないとは、私は一言も言っていないわ！」

「っ」

　不二峰先輩の顔に衝しよう撃げきが走る。

　確かに塔ヶ崎は、ルール説明のとき、消しゴムという単語を使わなかった。

　頑かたくなに『字消し』とだけ言っていた。

「食パンは、立派に『字消し』としての条件を満たしているわ。字消しとしての歴史は消しゴムよりはるかに上。今でも、木炭のデッサンなんかじゃ食パンが使われている」

　ドヤ顔で解説をする塔ヶ崎。

　完全に相手の意表を突ついたわけだから、調子に乗るのもわかるけど……なんだろう、なんていうか、非常にかっこよくない……。

　食パン一斤取り出して、『ドヤァ』ってされても……。

　ていうか、こいつ、通学鞄に食パンをダイレクトに入れて持っていたのか……？

　今日一日、鞄に食パン一斤きん詰つめ込んだまま過ごしたのか……？

　脇にあった鞄を恐る恐る覗くと、予想的中。鞄の中がパンくずで大変なことになっていた。それなりにリスクの大きい戦法だったようだ。

「しかもこの食パンは特別製よ！」

　塔ヶ崎の自じ慢まんはさらに続く。

　楽しくて楽しくてしょうがないらしい。

「硬こう度どを上げるために、一晩かけてドライヤーで乾かん燥そうさせたからね！」

　食べ物を粗そ末まつにしてんじゃねーよ！

「おかげでもうカピカピよ！　フランスパンに匹ひつ敵てきする硬度だわ！　もはやフレンチトーストにするしか使い道がないでしょうね！」

　意外と正統派な使い道が残っているな！

「さあ、勝負を始めるわよ。じゃーんけん、ぽん！」

　塔ヶ崎が自分のペースで、先せん攻こう後こう攻こうのじゃんけんを始める。不二峰先輩は慌あわててそれに応じた。まだ『食パン』の衝撃からは立ち直っていないらしく、軽くパニックに陥おちいっているようだった。

　じゃんけんの結果は、塔ヶ崎の勝利。

「うふふ。運も私に味方しているようね」

　彼女の言う通り、場の流れは塔ヶ崎にあるかもしれない。

　とっておきの秘策は全員の度ど肝ぎもを抜ぬくものだった。

　この独特なシュールな空気に、誰だれも対応できていない。

　この空気の中で勝負を挑いどめば――塔ヶ崎夜子の勝利もあり得る。

「一いち撃げきにて勝負を決めてあげましょう」

　塔ヶ崎は机の前で身をかがめる。

　右手をデコピンの形にして前に突き出し、そこに優やさしく左手を添そえる。

　ギリギリ、と。

　親指で中指を押さえ、パワーを蓄たくわえる。

　全神経を指先に集中させたその姿は、まるで弓を構えた武芸者のようだった。

　戦場の一瞬に、少女は己の全てを賭けている――

　……一いつ生しよう懸けん命めいかっこよく描びよう写しやしてみたけど、客観的に見れば、パジャマ着た女子が食パン一斤にデコピンをしようとしているだけだった。

　そして――塔ヶ崎の指が閃ひらめく。

「シュゥゥゥ――――トッ！」

　無駄にデカい声で叫さけびながら、塔ヶ崎はデコピンを放った。

　食パンにデコピンがヒット。衝撃は即そく座ざに伝わり、水分が抜けて固くなった食パンは慣性の法則に従って移動を開始。机の上をスライドしていく。

　そして――衝突バトルの瞬間が訪おとずれる。

　消しピンの勝負どころにして、一番の醍だい醐ご味み。

　消しゴム同士のぶつかり合い。

　圧あつ倒とう的てきなサイズを誇ほこる食パン丸ごと一斤が、通常サイズの消しゴムに襲おそいかかる。

　あ。

　その瞬間、俺おれはふと気づいた。

　不二峰先輩の消しゴムが――剥むき出しの状態であることに。

　紙製のカバーがなく、ゴムの面が机に触ふれている。

　普通の消しピンを経験したことがある人ならわかると思うが、消しゴムは紙製のカバーが付いているものでないと、上う手まく弾はじけなかったりする。

　ゴム製の消しゴムは摩ま擦さつ係数が高いため、弾いたものの全然飛ばなかった、という事態が多々ある。

　言い方を変えれば、機動力を犠ぎ牲せいにして防ぼう御ぎよ力りよくを上げた、となるのだろうか。

　なんとも皮肉な話だが、消しピンの世界では、消しゴムはカバーという名の鎧よろいを脱ぬぎ捨すてることにより、防御力がアップするのだ。

　一部の人にだけわかりやすい例を上げれば、『ドラグーングリップアタッカー』が、持久力を犠牲にして攻こう撃げき力りよくを上げたようなものだ。

　勢いよく射出された食パンは、剥き出しの消しゴムに激げき突とつすると――

　がくん、と前につんのめった。

　歩いていた人間が足下の出っ張りに躓つまずいたときのように。

　高低差の問題。

　高さ十五センチの食パン一斤と、高さ一センチちょいの消しゴム。

　スライドしていた物体が足下の異物にぶつかれば、停止するか――転ぶかの二択たく。

　この場合は後者だった。

　剥き出しの消しゴムのグリップ力は凄まじく、その上、高低差のある物体によって上方から押し付つけるように激突したため、ただでさえ高い摩擦係数がさらに増すこととなった。

　結果、消しゴムは一ミリたりとも移動せず、その異物に蹴けっつまずいた食パンは、見事に転てん倒とうし、そして勢いの余り回転した。

　ゴロ、ゴロゴロ、と。

　食パンは机の端はしまで行こうとその勢いを失うことなく、突っ走ぱしった。

　――落下。

　ぱす、と乾かわいた音を立てながら床ゆかに落ちた。これでフレンチトーストへの就職も難しくなってしまっただろう。

「…………」

　絶大なる沈黙が場を支配する。

　冷静に結果を分ぶん析せきするならば、自分の得意な『消しピン』を元にしたオリジナルゲームを考えたのに、その経験値を一いつ切さい活いかせない新武器を使用してしまったことが、そもそもの敗因だろう。

　忘れていた。

　塔ヶ崎夜子は、登山の前日になったら、気合いを入れて新品の靴くつを購こう入にゆうするタイプの馬ば鹿かだったんだ。

　あー……。

　なんかもう、感情が上手く作動してくれない。怒いかりも絶望も通り越して、ただただ冷静になる他ほかない……。

「……えっとぉ」

　誰ひとりとして口を開かない中、塔ヶ崎が軽く俺のブレザーを引っ張った。

　それからぽつりと言う。

「……済まぬ」

　こうして、俺の命を賭けたバトルはあっさりと終わった。

　初手にて試合終しゆう了りよう。

　一撃必殺ならぬ、一撃必死。

　ワンターンキルならぬ、ワンターンキルド。

　仲間の命を賭けた戦いで、なんの捻ひねりもなく敗北。

《主人公》には逆立ちしたって不可能な、塔ヶ崎夜子にしかできない敗北だった。







第六章　野や球きゆう拳けん







　翌日の早朝。

　教室に足を踏ふみ入いれた俺を迎むかえたのは、凄まじいまでのざわめきだった。

　クラスメイトがみんな「何事だ!?」という目で俺を見つめてくる。

　奇き異いの視線が集中する中、俺は自分の席に向かって、早足で歩いて行く。必死に平静を装よそおってはいるが、内心の動どう揺ようと羞しゆう恥ち心しんをどこまで隠し切れているかはわからない。

「お、おはよう」

　俺が席に着くと、すでに席についていた塔とうヶ崎さき（パジャマ）が挨あい拶さつをしてきた。若じやつ干かん声が上ずっているのは、彼かの女じよなりに罪悪感を抱いだいているからだろう。

　俺は挨拶を無視して席に着く。すると、俺が怒おこっていると勘かん違ちがいしたのか、塔ヶ崎は慌てて言い訳を始めた。

「な、なによ。謝あやまったでしょ？　きっかりかっちり謝罪したでしょ？　この私が謝ったんだから許しなさいよね」

「…………」

「あーあー、嫌だわー、器の小さい男って。こっちはもう一週間近くパジャマで登校して来てるのよ？　水着で登校するぐらい、男だったらなんでもないでしょ？」

「…………」

　そう。

　そうなのだ。

　彼女の言う通り、俺は今、海パン一丁の姿だった。

　プールの授業もないのに、海パンを穿はいて学校に登校してきたのだ。

　上半身は裸はだか。脚あしは剥き出し。ソックスと上うわ履ばきをきちっと履はいているところがまた、羞恥心を掻かき立たててくれる。

　先日のビーチバレーの際に購入した、ハーフパンツ型の水着。

　プール開きまで出番はないと思っていたが、まさかこんなに早く再登場するなんて……。

　これが、不ふ二じ峰みね先輩の罰ゲーム。

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎっている割にはショボい罰だから、むしろ感謝するべきなのかもしれないけれど……これは、本当に恥はずかしい。

　ひと思いに殺やってくれ、とさえ思う。

　はあ。なんで塔ヶ崎なんかに賭けちまったんだろうなあ……。

　苛いら立だち混じりのため息を吐はく。塔ヶ崎は脇からべらべらとやかましい言い訳を繰くり返かえしてくるが、俺がずっと無視していると彼女も黙だまってしまった。

　それから震えるような声で、

「……ごめんなさい」

　と言った。

　こちらを見ないままでの謝罪ではあったけれど、それなりに誠意の篭こもった謝罪であったため、俺も溜りゆう飲いんを下げることにした。

「……別に怒っちゃいねえよ。状況に流されたとは言え、俺は自分の意思でお前に賭けたんだ。それで敗北したら自己責任だろ。罰は甘あまんじて受ける」

　本当はそこまで割り切れてはいないけれど――やり切れない怒りがあるけれど、自分に言い聞かせるつもりで、俺は言った。

　そう考えないとやってけない。

　というか、

「……ほんと？　ほんとに、怒ってない？」

　小動物みたいにビクビクと怯えている塔ヶ崎を前にして、怒りがどっかに吹ふっ飛とんでしまったというのが本音だった。

「ああ。怒ってない」

「なんだ。謝って損したわ」

　けろり、と。

　面おも白しろいぐらいに掌てのひらを返す塔ヶ崎だった。

「そうよね。自己責任よ、自己責任。自己責任であり連帯責任。勝負が終わってから『誰が悪かったのか』なんて、水みず掛かけ論ろんになるだけだもの」

「…………」

　こんにゃろ。やっぱデコピンぐらいしとこうか。

　俺が静かに怒りを燃やしていると、

「おっはよー。にゃはははっ、高たか橋はしくん。ずいぶんと涼すずしそうな格好だねー」

　明るい声と共に、来らい手でさんが現れた。

「プールの授業はまだひと月は先の話だよん？　それとも、またビーチバレーでもしたくなっちゃったの？」

「クールビズだよ。ちょっとは環かん境きよう保護に協力しようかと思ってな」

　投げやりに返すと、来手さんは楽しそうに笑った。

「あはは、なんか大変なことなってるみたいだね」

「誰かさんみたいに上手く逃げられなかったからな」

「まあまあ、結局高橋くんはそういう運命だってことで」

「どういう運命だよ？」

「桜おう神がみちゃんや塔ヶ崎ちゃんみたいな人達たちに、振ふり回まわされるってこと」

　ともすれば嫌みにも取れそうなその台詞せりふには、もはや言い返す気も起きなかった。

　いつだってそうだ。

　脇わき役やくというのは、メインキャラに振り回されるのが世の常である。

「元気出しなさいなー。この来手さんが耳寄りな情報持ってきてあげたからさ」

「耳寄りな情報？」

「そうそう。聞いて驚おどろくなかれ。ででん！　昨日の放課後、桜神ちゃんの八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくにより、『デッドオアアライ部』という廃はい部ぶ寸前だった部活の存続が決まりましたー。いえー、ぱちぱちー」

「……興味ねーよ、それ」

　本人達からすれば大問題なんだろうが、蚊帳かやの外の人間にとってはひどくどうでもいい問題だ。

　まあ、世の中の大半のことはそうなんだけれども。

　雛ひいなが具体的になにをどうしたのかは気になるところだが……あいつのことだ、卑ひ怯きような行こう為いや卑ひ劣れつな手段に出ることなく、正せい攻こう法ほうでケリをつけたんだろう。

「高橋くん達が負けてる間にも、桜神ちゃんは勝ち星を上げてたってわけですよ」

「……なんで俺が負けたって知ってるんだ？」

「ん？　違ちがうの？　それなら私は、高橋くんのこと、学校に水着でやってくるイタい奴やつだって認にん識しきするけど」

「……負けましたよ。いつも通り、塔ヶ崎の自じ滅めつ」

　そう言うと、隣となりの塔ヶ崎が「そういう言い方はないでしょう？　むしろあれは不運と不幸が重なって起きた――」などと言い訳を始めたが、来手さんは無視して話を進めた。

「そういえば、京きよう丸まる先せん輩ぱいについても、ちょっとわかったことがあるよ」

　ぴくり、と体が反応する。

「知っているのか、来手さん」

「京丸先輩って、氷こおり山やまくんと仲いいらしいよ」

「…………」

「…………」

「……え。終わり？」

「うん。終わり」

「どうでもいい情報だな……」

　なんの役にも立たない情報だった。

　氷山。雛と同じクラス。フルネームは、氷山蓮れん吾ご。

　あいつは……えっと、スプリットフィンガードファストボールの奴だ。

　ビーチバレー以降、特に接点もなく、一度として顔を合わせていない。

「なんか怪しくない？　氷山くんも京丸先輩も、どっちもダーティーでアウトローな雰ふん囲い気き纏まとってるしさ。なにか悪わる巧だくみでもしてるのかもよ？」

「悪巧みしてたところで、どうでもいいよ」

　これといって有益な情報ではなかったようだ。

　俺はやれやれとため息を吐く。

　これからのことを考えると、頭が痛くなってくる。







『これからのこと』というのは、水着登校をどうするか、裏カジノを続けるのか続けないのか、塔ヶ崎夜よる子こはどうなるのか、なども当然含ふくまれるが――

　一番の懸け念ねんは、桜神雛にどう対応するのか、だった。

「涼すず希き!?　どうしたのその格好は!?　なんで水着なの!?　なにかあったの!?　ちゃんと説明してよ！」

　二時間目の休み時間。

　どこからか噂うわさを聞きつけたらしい雛が、一年二組の教室まで押おし掛かけて来た。

　今朝は適当に理由つけて顔を合わさないで済むようにしたんだが、いい加減、誤ご魔ま化かすのも限界である。

　俺は、

「放課後、話すよ」

　と言って、必死に雛を説得した。雛は渋しぶ々しぶ納なつ得とくし、とりあえずは教室に帰ってくれた。

　そして――放課後。

　俺、雛、塔ヶ崎の三人は、駅前のカラオケ店にいた。

　場所は、三人になれる場所ならどこでもよかった。俺の部屋は、今日に限って乱馬先輩の帰りが早かったし、雛の部屋がある女じよ子し寮りようは男子厳禁。塔ヶ崎は実家通い。

　消去法で、カラオケ店ということになった。

「……そっか。そんなことがあったんだ……」

　ひと通りの説明を終えると、雛は納なつ得とくしたように呟つぶやき、注文したドリンクに口をつけた。

　ちなみに――今は水着ではなく、ちゃんと私服に着き替がえている。

　元々罰ばつゲームは『水着登校』ということなので、学外でまで水着でいる必要はない。とうか、学外でまで水着でいたら、さすがに警察の御ご用ようになってしまうだろう。

　その論法で行くと、塔ヶ崎も学校の敷しき地ち外がいではパジャマでいる必要はないのだが、しかし、寮りよう生せいである俺と実家通いの塔ヶ崎とではいろいろと状じよう況きようが違う。

　塔ヶ崎の格好は……頑がん張ばればそういうファッションにも見えるしな。

　あれだ。たまに町で見かける、動物の気ぐるみ着たヤンキーみたいな感じ。

「裏カジノ……。その、京丸先輩って人が、諸悪の根源なわけだね」

「どうだろうな。今回の状況は、誰が悪いって一いち概がいに言えない気がする。自じ業ごう自じ得とくと言えば、俺も塔ヶ崎も自業自得だし」

「ふっふ～。いえ～」

「でも、涼希が水着で登校してきたのが、罰ゲームでよかったぁ。あたしはもう、涼希が変な性せい癖へきに目覚めたのかと思って心配で心配で……」

「いらん心配すんなよ」

「いえーすぅ。あーい、らぶゆ～、ふぉ～えば～」

「大変なことになってたんだね……、あたしが知らないところで」

「お前はお前で忙いそがしかったらしいな」

「たとぅえぇーっ！（キィーンッ！）きゃああっ！　うるさいうるさい！」

「うるさいのはお前だよっ！」

　とうとう堪え切れなくなり、俺は全力で突っ込んだ。

「こっちが真面目まじめな話をしてる横でノリノリで歌いやがって……」

　そしてマイクをハウリングさせるな。

　スピーカーからは十分に離はなれて歌ってくれ。

「せっかくカラオケに来たんだもの。どうせなら、歌わなきゃ損でしょ？」

「今日は歌うのが目的じゃないんだよ。つーか、お前の歌は……」

「なによ、私の美声がどうかしたの？」

「……いや」

　俺はさっと顔を逸そらした。

　塔ヶ崎の歌を聞いたのはもちろん今日が始めてだが……なんというか、普通にすごく下手だった。

　音程は絶ぜつ妙みようなくらいに外れ、滑かつ舌ぜつは悪く、リズム感も皆かい無む。

　そのくせ勝手なアレンジとアドリブを入れる。

　聞いていて不快になる不協和音であると言えよう。

　そしてなにより一番問題なのが、本人に音おん痴ちの自覚がないということだ。自覚のない音痴ほど厄やつ介かいなものはない。ソースはジャイアン。

「小さい頃ころ、歌のレッスンを受けていたことがあってね。先生からはよく『荒あら削けずりながら光るものがない』と褒ほめられたものだわ」

「ただただ荒削りじゃねーかっ！」

　俺がうんざりしていると、

「とりあえず、事情はわかったわ」

　雛が話を戻もどした。

「でも涼希。このこと、どうしてあたしに隠してたの？」

　上うわ目め遣づかいでじっと見つめられる。

　怒っているような、悲しんでいるような、複雑な瞳ひとみだった。

「別にいいだろ。わざわざ言うまでもないと思っただけだよ」

「ふーん。わざわざ言うまでもないようなことで、涼希は水着で登校して、クラスはおろか学年中の注目を集めちゃったんだ？」

「…………」

「とにかく、ここからはあたしも協力するからね。涼希や塔ヶ崎さんをいつまでも変な格好でいさせるわけにはいかないから」

　迷いなく言い切る雛。

　ああ、まったく。

　こうなるから、言いたくなかったんだよな。

　雛に今回のことを隠していた理由。

　それは――言ったら必ず助けてくれるとわかっているから。

　必ず協力してくれると知っていたから。

　そのことを誰よりも理解しているからこそ、雛には言いづらかった。

「お節せつ介かいな女ね。頼たのんでもないのに」

　塔ヶ崎が不ふ遜そんな口調で言い放つと、雛はむっとした表情になった。

「そういう言い方はないでしょ？　だいたい、塔ヶ崎さんが悪いんだからね。勝手に変なことに首突っ込んで……。そのせいで、自分だけならまだしも、涼希にまで恥ずかしい思いをさせて……」

「彼かれは私の仲間よ。言わば一心同体にして一いち蓮れん托たく生しよう。彼は私の決断の全すべてを受け入れ、全て覚かく悟ごの上だったわ」

　……よく言うぜ。相変わらず口の減らない奴だ。

「桜神さん。今いま更さらになってあなたがとやかく言ってしまえば、高橋くんの気高い覚悟を貶けなすことになってしまうのよ？」

「そ、そうか……」

「言いくるめられるなよ」

　軽く突っ込んでから、俺は雛に話を聞く。

「それで雛。協力してくれるのはありがたいけれど、実際どうするんだよ？」

「えっと……どうしよっか」

　雛は困ったように笑った。

「オリジナルゲームを考えてこいって言われてるんだよね？」

「ああ」と頷うなずく俺。

　塔ヶ崎夜子による『字消し落としイレイザーフオール』は、当然ながら、京丸銀ぎん次じの欲求を満たすものではなかった。

　具体的に確かく認にんを取ったわけではないが、まだリベンジは可能なはず。

　俺おれ達たちが元の平へい凡ぼんな学園生活――普ふ通つうの格好での普通の学園生活を取とり戻すためには、裏カジノで彼らに勝利しなければならない。

「うーん……。得意なゲーム、かあ……。難しいね。そういうことって、考えたことなかったなあ」

　腕うでを組んで考え込んでしまう。

　頭脳明めい晰せき、スポーツ万ばん能のう。抜ばつ群ぐんの勝負強さを誇る八方超ちよう人じん。

　超ちよう主しゆ人じん公こう体質の少女――桜神雛。

　そんな彼女ならば、自分の得意な勝負くらいすぐに思いつきそうなものだが――ふと、京丸先輩の言葉を思い出す。

『俺は、ギャンブル漫まん画がの主人公みたいなことがしたいんだよ。敵の本ほん拠きよ地ちでイカサマゲームを仕し掛かけられながら、それを逆手に取って勝利する主人公みたいなことが、ね』

　よくよく考えてみれば――相手のフィールドで叩たたきのめすというのは、なにもギャンブル漫画に限った話ではない。

　どんな物語であっても、主人公というのは基本的には受け身な存在であることが多い。

　怪かい人じんが現れてから出動する変身ヒーロー。

　怪かい獣じゆうがいるから組織される地球防衛軍。

　魔ま王おうが復活したから討とう伐ばつを命じられる勇者。

　お姫ひめ様さまが攫さらわれたから助けに行く騎き士し。

　依い頼らいを受けてから活動する殺し屋。

　殺人事件が起きてから本領を発揮する名めい探たん偵てい。

　などなど。

　例を挙げればキリがない。

　まず敵かた役きやくや悪役がいて――それを受けて主人公が動き出だす。

　もちろん例外は多々あるだろうが、これがある種の王道パターンであることは間違いないだろう。

　逆境を跳はね除のけることこそが、主人公の見せ場なのだ。

　だから今回のシチュエーションは、雛にとっては不利なのかもしれない。ハンディをもらえばもらうほど不利になるとは、なんとも不思議な話である。

「あらあら、大口叩いた割に大したことないわね」

　塔ヶ崎が心底馬鹿にするような調子で笑った。

「むっ……。じゃあ塔ヶ崎さんはなんか思いついてるの？」

「……次の手は二百通りくらい考えてるけど、面めん倒どうくさいから言わないわ」

　シカマルみたいなことを言って誤魔化す塔ヶ崎だった。

「なーんだ、塔ヶ崎さんだってなんにも思いついてないんじゃない。でもまあ、思いつかない方がいいかもね。塔ヶ崎さんの作戦って、いーっつも変なのばっかだし」

　小こ馬ば鹿かにした風に嫌いやみを言う雛。普ふ段だんは嫌みなんて滅めつ多たに言わない雛だが、塔ヶ崎を相手にするときだけは、どうも子供みたいにムキになっている気がする。

　ある意味、天敵なのかもしれない。

　塔ヶ崎は悔くやしそうに拳こぶしを握りしめ、舌打ちをした。

「……ていうか、なに？　あなたいきなり現れてさも当然のように仲間ヅラしてるけれど、私は一言もあなたを仲間に加えるなんて言ってないんだけど？」

「今更そういうこと言い出すの!?」

「仲間にして欲ほしいなら、頭を下げてきちんと申し出なさいよ。誠意を見せなさい、誠意を。なあなあで仲間になれるほど、世の中ってのは甘くないわ。ワンピースだって、みんな壮そう大だいなエピソードを経へてから仲間に加わっているでしょう？」

「……っ」

「全国には『いーれーてー』『まーぜーてー』の一言が言えないせいで、孤こ立りつする子供がたくさんいるのよ。たくさんいるのよ、たくさん……たくさんいる、のよ……」

「やめろ塔ヶ崎。自分からトラウマを掘ほり起おこすな」

　軽く突っ込み、雛の様子を見る。

　雛の表情には怒りの感情がにじみ出ていたが、それをぐっと堪こらえて頭を下げ、

「お、お願いします、仲間に入れてください……」

　と、素す直なおに申し出た。

　大人の対応だと言えよう。偉えらい、偉いぞ雛。

「そう。それでいいのよ。そういう従順な態度には好感が持てるわね」

「じゃあ、これであたしも仲間に――」

「はあ？　い・や・よ」

　ふんぞり返って言う塔ヶ崎。雛の表情に衝撃が走った。

「うふふ。本来なら敵である私の言葉を真に受けるなんて、愚ぐの骨頂ね」

「～～っ！　う、うわーん、涼希～」

　雛は俺に泣きついてきた。適当になだめつつ塔ヶ崎を窺うかがうと、とても満足そうな表情をしていた。今までのストレスを発散できたらしい。

　おそらくだが、塔ヶ崎は雛が仲間に加わることに関して異論はないはずだ。

　そもそも、こうしてこの場に三人でいる時点で、塔ヶ崎は雛が仲間に加わることを承しよう諾だくしているようなもんだし。

「とにかく、今回は一時休戦ってことでいいんだろ、塔ヶ崎」

「そうね。人手は多いに越こしたことはないし」

「……じゃあ最初っからそう言えばいいのに」

　むくれる雛だった。

「とりあえず桜神さんには……そうね、京丸先輩相手にハニートラップでも仕掛けてもらおうかしら？」

「ハニートラップ!?」

「その無む駄だにデカい乳はなんのためについてると思ってるの？　ちょいちょいっと誘ゆう惑わくして弱点探さぐってきなさいよ」

「嫌よ！」

「まあ、でも……京丸先輩のそばにはあの変態ビッチバニーがいるわけだしね。生半可なお色気作戦は通じなそうだわ」

「やること前提で話を進めないでよ！」

「バニーを超こえるエロスとなると……難しいわね。高橋くん。変態代表としての、あなたの見解を伺うかがいたいわ」

「誰が変態代表だよ！」

「今度の戦では、どんなコスチュームで敵を悩のう殺さつするのがいいと思う？」

「普通の格好でいいよ」

「なるほど、最初から露ろ出しゆつ度どの高い格好をするのではなく、普通の格好から徐じよ々じよに脱いでいく方がエロティカルであると言いたいのね。さすがだわ、高橋くん」

「無理やり変な解かい釈しやくしてんじゃねえよ！」

「そうよね、最初っからエロい格好してるよりは段々と――っ!?」

　瞬しゆん間かん、塔ヶ崎の表情に閃せん光こうが走った。茶ちや化かすような笑えみを浮うかべていた口元が、一いつ瞬しゆんで引ひき締しまる。

「……思いついたわ」

「なに？」

「これなら絶対に勝てる。その方法は――」

　塔ヶ崎は思いついた策を高らかに宣言し――

「いや、言わなくていい。黙ってろ」

　――ようとしたので、それを制した。

「どうして？」

「もう金輪際お前の秘策には耳を貸さないと固く誓ちかったんだよ」

「もしかして昨日のこと根に持ってるの？」

「根に持つどころかトラウマが心に根を張ってるよ」

　勝手に命まで賭かけられたわけだしな。

「ふーん。そんなこと言っちゃって。無理しなくていいのよ。本当は気になるでしょ？　ねえ、気になるでしょ？　気になってるんでしょう～～？」

　……うぜえ。

「ねえねえ。ねえ……、ねえってば……ねえ……」

　そっぽを向いてシカトしていると、塔ヶ崎の声は次し第だいに小さくなっていった。わかりやすく落ち込んでいる。

　あれだな、こいつって、相手にされないとすぐしょげるんだな。

「聞くだけだからな……」

　げんなりしながら言うと、塔ヶ崎はパアっと表情を輝かがやかせた。

「うふふ。聞きたい？　どうしても聞きたい？　しょうがないわねえ。そこまで言うなら教えてあげるわ」

「早く言え」

「聞いて驚きなさい。その戦法とは――」







　その戦法は、かろうじて一理ある戦法だった……いや、せいぜい十分の一理ぐらいかな。

　塔ヶ崎曰いわく、着目すべきは不二峰潤じゆんの格好である、とのこと。

　極きわめて露出度の高いバニースタイル。

　露ろ出しゆつが多いということは、言いい換かえれば、着ている服が少ない、ということ。

　さらに言い換えれば――脱げる服が少ないということ。

　ここまで言えば、もうおわかりだろう。

　そう、『野球拳』である。

「「じゃんけん、ぽい！」」

　塔ヶ崎、グー。

　雛、チョキ。

　結果――塔ヶ崎の勝利。

「イエスッ！」

「うわーんっ！」

　勝かち誇ほこる塔ヶ崎と泣なき崩くずれる雛。

　それを横から見つめながら、大変居い心地ごこち悪くなっている俺おれ。

　塔ヶ崎夜子発案、打倒不二峰潤の攻こう略りやく法ほう『野球拳』。

　とりあえず練習してみようという話になり、女子二人での対戦が始まったわけだが、いつの間にやら大変盛り上がってしまった。

　二人とも、すでに靴と靴くつ下したは脱ぬぎ終わっている。

　塔ヶ崎は現在パジャマ姿。雛は愛用のジャージを脱ぎ、ブラウス姿となっていた。

「な、なあ。俺、もう帰るから、あとは二人でやれよ」

「ダメよ」

「なんでだよ。男の俺がいちゃ駄だ目めだろ」

「見られて恥ずかしいという状況でなければ、野球拳の意味がないわ。女だけの空間だったら、敗北が敗北じゃなくなってしまうもの」

「…………」

　それなりに筋が通ったことを言いやがるので、俺は沈ちん黙もくする他なかった。

「さあ、桜神さん。脱いでもらおうかしら？」

「うぅ……」

　雛は恥ずかしそうに俯うつむくが、やがて覚悟を決めたように頷いた。

　ジャージと靴下を脱ぎ捨すてて、ブラウス姿になった雛が次に選んだのは……なんとスカートだった。

　思わずぎょっとするが、すぐに納得。

　そうだ。

　雛には絶対の信しん頼らいを寄せる魂たましいの相棒、スパッツがついているんだ。

「いや、あたし、そこまでスパッツを愛してないよ？」

　冷静に突っ込みながら、雛はスカートに手をかけた。震ふるえる手でジッパーを下ろし、ゆっくりとスカートを外す。肌はだに張り付くスパッツが顕あらわになる。

　ブラウスにスパッツという出いで立ちは、なんともアンバランスで、そしてなんとも悩なやましかった。部屋とＹシャツとスパッツ。

「さ、さあ、次、行くわよ！」

　顔を赤らめながら叫さけぶ雛。

　そして、再び戦いが始まる。

「「じゃんけん、ぽい！」」

　結果、今度は雛が勝利した。

「くっ」

「やった～、これであたしの勝ちっ！」

　塔ヶ崎のパジャマは、ツナギのような気ぐるみのようなデザインである。

　これ以上脱ぐとなれば、上下一いつ緒しよに脱ぐしかない。

　つまりこれ以上脱ぐことができないため、塔ヶ崎の負けだ。

「ふっ」

　そう思いきや、塔ヶ崎は不敵に微笑ほほえんだ。

「甘いわね、まだ勝負はついていないわ」

「え……、う、嘘うそでしょ？　塔ヶ崎さん、下着になるつもり？」

「いいえ。私はそこまで恥はじ知しらずな人間ではないわ」

「だったら」

「こうすればいいのよ！」

　言い切ると同時に、塔ヶ崎はスポンッ、と自分の腕をパジャマの中に引っ込めた。両りよう腕うでを服の中に格納した感じである。

　そのままモゾモゾと動き、やがて首元から、なにかを取り出した。

　白い、布のようなもの。

　なにかと思って目を凝こらし――俺は盛大に吹き出した。

　おま……それ、ブラジャーじゃねーかよっ！

「なにやってるの塔ヶ崎さん！」

　愕がく然ぜんとする雛。

　対して塔ヶ崎は不敵に微笑んだまま。いや、若じやつ干かん笑え顔がおがひきつっている。

「う、うふふ。こ、これならば、衣服を一枚脱ぬいだところで、視覚的情報には一いつ切さいの変化がないわ。パジャマも悪いことばかりじゃないようね」

　塔ヶ崎の言う通り、視覚的には一切の変化はない。

　しかし、目に見えないところで塔ヶ崎は、ノ、ノーブラになっているわけで……。

「で、でも塔ヶ崎さん。その……い、いいの？」

「なにが？」

「涼希に、ブラジャー見られること自体は、平気なの？」

「……え？」

　ずっと得意げに微笑んでいた塔ヶ崎の笑みが凍こおりつく。今更のように頬ほおが紅潮していき、それから、俺と手元の下着を交こう互ごに見比べた。

「……み、見ないでっ！」

　叫びながら、塔ヶ崎は手に持っていたものを俺の顔面に投げつけた。

　反射的に手近なものを投げてしまったんだろうけど、誠まことに遺い憾かんながら、塔ヶ崎が今手に持っていたものは――ブラジャーなのだった。

　まだ体温が残っている、脱ぎたてのブラ……。

「きゃああっ！　か、返しなさいよ、この変態っ！」

「お前が投げたんだろうが！」

「塔ヶ崎さん、危ないってっ！　飲み物こぼれるから！」

「うるさい！　だいたい、あなたずるいわよ！　この勝負、明らかに私が不利じゃない！　こんな服着てるんだもの！」

「それでもいいからやろうって言ったのは塔ヶ崎さんでしょ！」

「特にムカツクのがそのスパッツよ！　それさえなければ私の勝ちだったのに！」

「いやっ、ちょっとスパッツ掴つかまないで！　脱がそうとしないで！　きゃあああっ！」

「おい、暴れるなよ、お前ら。ああ、ジュース、こぼれてんじゃねーか……」

「ちょっと高橋くん!?　あなたなにでジュース拭ふいてるの!?」

「……どわああああっ!?」

　こうして。

　野や球きゆう拳けんはぐだぐだのまま、三みつ巴どもえの乱らん闘とうが始まった。

　半はん裸らの女と男が戦う、くんずほぐれつの乱闘は、傍はたからは乱交にしか見えなかったらしく、すぐさま店員が駆かけつけ、「お客様、店内ではそのような行為はご遠えん慮りよください」と、説教されるハメとなった。







第七章　ラッキースケベ







　翌日も、俺の水着登校は続いた。

　具体的な期日を設けていないため、いつまで続ければいいかわからない。終わりの見えない苦行というのは、精神的にかなりきつい。

　朝は廊ろう下かで担任の菅すが井い先生に呼び止められ、

「高たか橋はしくんは今日も涼しそうな格好なんですね」

「……はい、まあ」

「この学校はいろいろと奇き抜ばつな格好の生徒がいますけれど、水着で登校してきた生徒は初めて見ました。高橋くんがそんなに見せたがりだとは思いませんでした」

「えっと、あれです。海パン刑事デカに憧あこがれまして」

「それでですね。そんな見せたがりの高橋くんに、とある同好会からお誘さそいが来ています。顧こ問もんの先生が私に話を持ってきてくれたんですけど、紹しよう介かいしてもいいですか？」

「……どういう同好会ですか？」

「筋肉愛好会です」

「断固拒きよ否ひしてください！」

　あー、なんでこんな状況になってしまったんだろう。

　とにかく、これ以上水着登校を続けるわけにはいかない。純じゆん粋すいに恥はずかしいし、それに……一歩間ま違ちがったら、あらぬ誤解を生んで「アッ――！」な事態になってしまうかもしれない……。

　というわけで昼休み。

　俺は不ふ二じ峰みね先せん輩ぱいのところへ向かった。

　もうなりふり構ってはいられない。土下座でもなんでもして許してもらおう。一日は真面目に罰ゲームに取り組んだわけだし、本気で頼み込めばなんとかなるかもしれない。

　塔とうヶ崎さきはプライドがどうこう言って、律りち儀ぎにパジャマ登校をしているが、俺はそんなプライドよりも世せ間けん体ていが大事だ。

　つーか……冷静に考えたら、俺、なに一つ悪いことしてないわけだしな。

　校舎を出て、部室棟とうへと向かう。

　不二峰先輩は、最近は部室棟でお昼を取ることが多い、という情報を来らい手でさんから入手済み。もちろん、教室にいる可能性もあるわけだが……この格好で上級生のフロアに行きたくない。

　その点、部室棟の周りは、放課後こそ人通りが多くなるが、昼休みはそこまでじゃない。

「……ん？」

　部室棟が目に見える位置まで来たところで、入り口付近に人ひと影かげを発見した。

　一人は京きよう丸まる先輩。

　もう一人は、背の高い男。長い金きん髪ぱつ、着き崩くずした制服。冷たい瞳。

　氷こおり山やま蓮れん悟ごであった。

　来手さんから聞いた情報を思い出す。

　仲がいいというのは、どうやら本当だったらしい。

　いやでも、友達同士の会話にしては、あまり楽しそうじゃないな……。部活の先せん輩ぱい後こう輩はいというか、会社の営業同士というか、そんな事務的な雰ふん囲い気きがある。

　遠くから眺ながめていると、氷山はすぐにその場からいなくなった。

　すると、京丸先輩が俺に気づき、「よう」と声をかけてきた。

「ははっ。ずいぶんと斬ざん新しんな制服だね」

「おかげさまで」

「戦いに来たのか？　あいにく、昼休みは裏カジノは開いてないんだが」
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「違ちがいますよ。不二峰先輩に会いに来たんです。部室にいますか？」

「ああ。いると思うけど……でも、不二峰になんの用だ？」

「これをどうにかしてもらおうと思いまして。もういい加減うんざりなんですよ、この格好」

　自じ嘲ちよう気味に言って、自分の海パンを指す。

「土下座なり脚を舐なめるなりすれば、不二峰先輩も許してくれるんじゃないかと思いまして」

「だったら、戦って勝てばいい。塔ヶ崎がそうしているみたいにな」

「謝あやまった方が早いでしょう」

「……きみは本当に冷めてるなあ。合理的と言えば合理的なんだろうけど」

「『目的』のためなら『手段』を選ばないのが俺のスタイルですから」

　適当に格好つけてみる。手段を選ばなかった結果、やることが土下座だったりしたら、全くかっこよくない気もするけど。

「もともと、これは塔ヶ崎の勝負ですからね。俺は巻まき添ぞえ食っただけですし、これ以上のとばっちりはごめんです」

　俺は言った。本心である。

　あいつの独断専行に付き合うのも、いい加減しんどくなってきた。

　それに、雛ひいなまで巻き添えにしてしまうのは正直忍しのびない。謝って穏便に済ませるのが一番手っ取り早いはず。

　さらに言えば――モチベーションが全く上がらないのだ。

　京丸先せん輩ぱいと不二峰先輩は、俺にとっては憎むべき仇きゆう敵てきでも越えたい憧れでもない。戦って勝ったところで、『勝った』と思える以外、得るものがなにもない。

　なんの『目的』もない戦いは、徒労に成り下がるだけだ。

「『目的』のためなら『手段』を選ばない……なるほど、物は言いようだね。でも、それは塔ヶ崎みたいなタイプのことだろう。きみとは違うな」

　京丸先輩は言った。

「きみ、あれだろ。ゲームやるとき、攻こう略りやく本ぼん見ながらじゃないとできないタイプだろ？」

「……だったらなんですか？」

「そんなに失敗することが怖いのか？」

　畳たたみ掛かけるように重ねられる問い。

　俺は、答えることができなかった。

「最近、そういう奴やつって多いらしいな。ネットが普及したせいなのかなあ。答えが目の前にあるんだから、見ずにいるのは難しいのもわかるけれど」

　どこか憂うれいを帯びた声が続く。

「ダンジョン攻こう略りやくするＲＰＧでは最初からネットや攻略本のマップを見て、目安のレベルまできちんとレベル上げして。カードゲームじゃ他人の考えたデッキを組んで。モンスター育成するタイプのゲームじゃ、個体値だの種族値だのを気にして、他人のパーティを真似して」

　つよいポケモン

　よわいポケモン

　そんなのひとのかって

　ほんとうにつよいトレーナーなら

　すきなポケモンでかてるようにがんばるべき

　ポケモンの四天王、カリンの名台詞ぜりふが――ふと脳内に蘇よみがえった。

「結局、そういう奴らは失敗を恐おそれてるだけなんだよな。失敗を恥ずかしいことだと思っている。最も効率のいい手段を取っている連中が『自分が正しい』と振ふる舞うから、そいつらと同じ最短距きよ離りを歩まないことを恥はじだと感じている」

「どんな風に楽しもうと消費者の勝手でしょう。所詮、暇な時間にやるゲームなんですからね。たかがゲームでストレスを感じたくない」

「暇つぶしのゲームだからこそ、自分のペースで好きなように楽しむべきだと思うけどね。ゲームの中でまで、他人の真似をしてどうするんだよ」

「見解の相違ですね」

「だな」

　お互たがいに議論するつもりはなかったようで、話はあっさりと終わった。

「罰ばつゲームに関して不二峰がなんて返答するかはわからないけど、ま、たぶん許してくれると思うぜ。あいつ、きみのことは気に入ってるみたいだったし。やれやれ、結局俺はきみとは戦わず仕舞いだったみたいだな……。できたら本気のきみと戦ってみたかったよ」

「本気なら見せたじゃないですか。最初の、『魔ま女じよ狩がりゲーム』で」

「冗談は止よせよ。高橋。きみ、あのとき戦う気なんてさらさらなかったろ？」

「……気づいてたんですか？」

「ゲームの途と中ちゆうでな」

　上手うまく誤魔化していたつもりだったが、俺の演技は見み抜ぬかれていたらしい。

「……一応、戦う気はありましたよ。勝つ気はありませんでしたけど。でも……それならなんで黙だまってたんですか？」

「別に。なんとなくだよ」

　どうということもなさそうに言う。

「『ああ、こいつは、こうやってその場凌ぎをするだけの奴か』って思っただけだ」

　冷めた視線を向けられ、胸の奥おくに、恥の感情が生まれた。

『魔女狩りゲーム』が終わったとき、京丸先輩はこう言った。

『なんだ。きみ、意外と大したことないんだな』

　この台詞を聞いた瞬間、俺は内心でほくそ笑んでいた。まんまと自分の策に引っかかった男を嘲笑っていた。

　けれど――京丸先輩は全てを察していた。

　先の台詞は、俺のゲームの実力に対してのものではなく、戦おうとしない俺自身に対しての台詞だったのだ。

　試合に負けて勝負に勝った、なんて思っていた自分が、無む性しように恥ずかしくなった。

「戦いにならない雑魚ざこに、戦おうとすらしない脇わき役やく。きみらとの勝負をこれ以上長引かせても無意味そうだな。そろそろ次の相手を探そうか」

　勝手なことを言いながら、京丸先輩はこの場を去ろうとするが、

「ああ、そうそう」

　と、思い出したように付け足した。

「俺、『きみらには期待してる』みたいなこと言ったし、そういう態度取ってたけど――あれ、誰だれが相手でもそうしてるから」

「…………」

「もしかして、俺に『目をつけられた』とでも思ってたかい？　だったら、勘かん違ちがいさせて悪かったな」

「いえ」

　俺は言う。

「そんなこったろうと思いましたよ」







　部室棟へと入る。建物に入ってからすぐ右に曲がり、階段を上っていく。

　どうでもいい話だが、ここで左に曲がって階段を上ると、噂うわさのデッドオアアライ部の部室があるらしい。

　現代遊戯研究部の部室への移動も、もう慣れたものである。

「…………」

　階段の途中、京丸先輩とのやり取りで、最後につい、子供じみた強がりを口にしてしまったことを、俺は今更のように後こう悔かいしていた。

　悔しくて、反射的に言い返してしまった。

　あの男の期待に応えようと思っていたわけではない。

　でも、それでも、ここ数日、一いつ生しよう懸けん命めいオリジナルゲームを考えたり、作戦会議をしてたりしていた俺達を、侮辱されたように感じてしまったのだ。

　とは言え。

　だからと言って、怒いかりが込みあげてくる、なんてこともない。ただでさえなかったやる気を根こそぎ奪うばわれただけだ。

　つらつらとそんなことを考えているうちに、現代遊ゆう戯ぎ研究部の部室へと到着した。

「失礼します」

　と。

　声をかけてから中に入る。

　俺は塔ヶ崎と違い、声もかけずに人の部屋に入るような礼れい儀ぎ知らずなマネはしない。

　ただ、俺はこの部室に来ることにもだいぶ慣れ始めていて、その上少々考え事をしていたため、「失礼します」の後、返事も待たずにドアを開いてしまった。

　ちょっとしたミスである。

　おいおいそれじゃ失礼しますの意味がないだろー、って軽く突っ込まれるような些さ細さいなうっかりミスだ。

　しかし――相手が着替え中ともなれば、話は変わる。

「え？」

「なっ」

　視線が交錯し、互いに硬直。

　半裸の美女が、カーテンを閉め切った部屋の隅すみに立っていた。制服からバニースタイルへと着き替がえている途中だったらしく、網あみタイツは中ちゆう途と半はん端ぱな位置で止まっている。

　バニースタイルの時は普通のブラではなく、特とく殊しゆなブラ（ヌーブラっていうのかな）を着用するようだが、それもまた中途半端な状態だった。おかげで豊かな胸部のほとんどが顕わになっていて――

「き、きゃああああっ！」

　甲高い悲鳴に、俺は我を取り戻もどす。

「あ、っと、す、すいませんっ！」

「いいから、早くドア閉めてっ！」

「は、はい！」

　俺は超スピードでドアを閉めた。

　はあ、びっくりした。

「――って、なんで部屋に入った状態でドア閉めてんのよ！」

　驚きよう愕がくの叫びに、俺は自分の現状を再確かく認にんする。

　あ。

　なにやってんだ俺。これじゃ半裸の美女と密室で二人っきりになってるだけじゃねーか。

「わ、わざとじゃないです！　断じてわざとじゃ！」

「いいから早く出てってよ！　この馬ば鹿かっ、死ねっ！」

　不二峰先輩はそこらの物を手当たり次第に投げてきた。消しゴム、筆箱、クッキーの缶かん……ってちょっと、ダーツの矢は洒落にならん！

　俺は今度こそ部屋の外に出て、きちんとドアを閉めた。

　大きく息を吐つく。

　いやあ。

　大変なものを見てしまった。

　こないだも、塔ヶ崎の裸体を目撃してしまう事件があったが、あのときは塔ヶ崎から入って来いと言われた上で入った。けど、今回は完かん璧ぺきに俺の不注意だった。何事も慣れ始めた頃ころが一番危ない、というのは本当だったようである。
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　しかし……気になるな。

　不二峰先輩の、あの反応。完全に別人というか、キャラ崩壊というか。大人びた彼かの女じよだったら、こんな状じよう況きようでも、「あら。高橋くんのエッチ」「チラ見一回十万ね♪」みたいな一言で済ませてしまいそうなのに……。







　しばらく時間を空けてから、俺は再び部室へと入室した。もちろん、今度はきちんと入室許可を頂いてから。

　きちんと謝罪してからじゃないと帰れない。

　話によると、不二峰先輩は新しいバニースーツの試着をしていたらしい。

「本当にすいませんでした」

　深く頭を下げる。不二峰先輩は赤い顔でこっちを睨んでいた。

「すみませんじゃないわよ。あー、もう最悪。なんでこんなことに……う～～、あ～～」

　頭を抱えて身悶えしている。

　その、初うぶっぽい反応に、俺はやはり違い和わ感かんを覚える。

「……なによ、その目。本当に悪いと思ってるの？」

「お、思ってますよ！　いや、ただ……なんか、意外だったんで。先輩が、こんなに取り乱すと思ってなかったんで……」

「しょ、しょ、しょうがないでしょ！　だ、だって、男に下着とか、む、胸とか見られたのなんて、初めてだったんだから！」

　その爆弾発言に、思考が凍る。

　直後、失言だと悟さとったのか、不二峰先輩は慌あわてて口を押さえた。

　え。初めて？

　男女関係百ひやく戦せん錬れん磨まだとか、大人の意味でのパパがたくさんいるだとか噂されてる学園二大美女の一人が？

　露出度の高い格好を平然としていたこの先輩が？

《魔性の女フアム・フアタール》の特殊役割保有者レアロールホルダーである、この人が？

「え。じゃ、じゃあ、不二峰先輩って……」

　混乱する思考のまま、俺は問いかける。

「不二峰先輩って処女なんですか？」

「もっと言い方ってもんがあるわよね!?」

　あ。

　うん。確かに。

「じゃあ不二峰先輩って、男の人と付き合ったこと、ないんですか？」

「な、ないわよ！　悪い!?」

「ええ!?　ビッチじゃないんですか!?」

「だから言い方ってものがあるよね、さっきから！」

　逆切れしたように言って、俺を睨にらみつける。目め尻じりには涙なみだが浮かんでいた。頭の中が疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。なにがなんだかわからない。

「……ねえ、高橋くん」

　俺が困惑したまま沈黙していると、不二峰先輩が小声で言った。

「私って、かわいいでしょ？」

「は？」

「綺き麗れいでしょ？　ねえ、どう？」

「いやまあ……。そうですね」

　とりあえず肯定してみせると、不二峰先輩は物憂げにぽつぽつと語り始めた。

「私ってさ、昔っからかわいかったんだ。幼よう稚ち園でも小学校でもモテモテだったのよ？　周りの人がみんな『かわいい、かわいい』って褒めてくれるから、ああ、私ってかわいいんだなあ、って思いながら生きてきた」

　自画自賛極まりない台詞だったが、どうしてか、その表情は暗かった。

「中学校じゃ、いわゆる……イケてるグループってやつ？　そういうのに自然と属しちゃってさ。そしたら周りの女子はほとんど彼かれ氏しがいる子ばっかでね。あるときこう言われたの。『潤じゆんちゃんは、何人と付き合ったことあるの？』って」

　付き合ったことがあるかないか、の質問ではなく、付き合ったことがあることは前提の質問。

「私……とっさに嘘ついちゃってさ。付き合ったことがないっていうことが、恥ずかしいことだと思っちゃったのよね。口からでまかせで、十人とか二十人とかって言ったわ。そしたら、その話が一人歩きしちゃってね。いつの間にやら恋愛上級者みたいな扱あつかいを受けちゃって、そうなったら後に引けなくなって……。気がついたら私は、同年代の男なんか相手にしない、超々高嶺の花になってた」

「…………」

「この高校に入っても、私の評判は消えなかったみたい」

　自嘲気味にそう言う不二峰先輩の表情は、どこか寂しげだった。

　なんだか、がらり、と印象が変わった気がした。自由気ままで奔放に生きているような人だと思っていたが、それは全すべて、思い込みだったようだ。

「まあ、私がそんな噂を信じこませちゃうくらいかわいくてセクシーなのがいけないのよね。あーあ、美しいって罪だわ」

　……難アリな性格は印象通りのようだった。

「ってことは、不二峰先輩は、ずっと、そういう演技をして――」

　いや、演技とは少し違う。

　これはまさしく――

「――キャラを、作ってたってことですか？」

「ま、そうなるわね。そういう扱い受けたら、そういう風に振る舞わなきゃならないし」

　どこか投げやりな口調で言う。

「本当は……バニーの格好とか死ぬほど恥ずかしいし……」

「恥ずかしかったんですか……」

「恥ずかしいに決まってんでしょ！」

　顔を真っ赤にしつつ迫られ、俺はたじろいでしまう。

「だったら、断ればいいのに」

「……そういうわけにもいかないのよ。京丸くん、さも当然のように頼たのんできたし。あー、去年、周りに乗せられて水着コンテストとかに出ちゃったのがいけないのよね。『私の体は見られてなんぼ』とか言っちゃったし……」

　お金もらえるからいいんだけど、と付け足してから、不二峰先輩は小さく苦く笑しようした。

「『不二峰潤』は、こういうシチュエーションだと、バニーになんないとおかしいわけ」

「……大変ですね。キャラ作るのも」

「別にー。そこまで苦痛でもないけどね。なんだかんだ楽しいし。てか、誰だって多かれ少なかれキャラ演じて生きてるもんでしょ？」

　それは、その通りなのだろう。

　誰も彼かれもが、百パーセント素の自分をさらけ出だしているわけではない。

　他人との触れ合いの中で、自然と『自分』というキャラクターが出来上がっていく。

　たとえば、あるグループに属しているときはいじられキャラだが、別のグループに属すると途端にイジる方のキャラになる、なんてのがその典型だろう。

　誰が決めるわけでもないのに、勝手にそういう風になってしまう。

　良くも、悪くも。

「でも、それなら、不二峰先輩は、なんだって《魔性の女フアム・フアタール》なんてキャラに……」

　この学園の《キャラクター》は、ＰＣＳによって管理されている。

　それなのに、素の彼女とはかけ離はなれた《キャラクター》を与あたえられるなんて。

「処女でありながら、ビッチの素質を見抜かれたってことですか？」

「あんた、さっきから私の扱いひどいわよ！」

　突っ込まれた。しょうがないじゃん。まだ混乱してるんですよ、俺。

「……ま、この私が《魔性の女フアム・フアタール》だなんて、ずいぶんと皮肉な話だと思うけどさ。でも、実際キャラなんてそんなもんでしょ？」

「どういう意味ですか？」

「自分がどうこうってのも大事だけど、それよりも、人からどう見られてるか、人からどう見られたいのかが、その人のキャラクターを表してるってこと」

　なんとなく納なつ得とくした。

　キャラクターというのは、外的要因と内的要因の複合物なのかもしれない。

　たとえば自分が成りたいキャラがあったとして、そういう風に振ふる舞まったとして、その結果、その通りに他人が受け止めてくれることなんて――ほとんどないだろう。知らぬ間に出来上がったキャラをなぞるように生きる。

　誰だって経験あるだろう。

　このシチュエーションならば『自分』はなんと言うべきなのか、と考えることが。

　得体の知れない義務感に囚とらわれ、空気を壊さないために空気を読み、他人に求められているキャラを演じることが。

「人間はみんな、『自分』っていうキャラクターを演じながら生きてるってことですか」

「極論すればそうなるかもね。きみだってそうでしょ？」

「かもしれないですね」

　そこまで話したところで、不二峰先輩は小さくため息をついた。

「で、高橋くん。きみ、結局なにしに来たの？　もしかして夜よる子こちゃんの使いっ走り？」

「いえ、そういうわけじゃ……」

　訂てい正せいしようとするも、不二峰先輩は無視して話を進めた。

「使いっ走りって言うよりは、きみって夜子ちゃんの保護者って感じよね。本当、よく面めん倒どう見てるわ。夜子ちゃんのお礼をしたいっていう気持ちもわかるわ」

「……お礼？　なんの話ですか？」

「え。あれ？　聞いてないの？」

　きょとんとする不二峰先輩。

「きみ、夜子ちゃんがなんのために裏カジノやってるか、知らないの？　知らないで、今まで手伝ってたの？」

「それは……あなたに仕し掛かけられた罰ゲームを解除するためでしょう」

「今はそうだけどさ。最初の話よ」

　最初？　ああ、そういえば。

　今の塔ヶ崎は、罰ゲームを終わらすため――『マイナス』を『ゼロ』にするために戦っているが、それはゲームで敗北したからの話だ。

　敗北する前、一番始めのゲームではなにか景品を賭かけて、『ゼロ』から『プラス』になるために戦っていたはず。

「塔ヶ崎はなにを賭けてたんですか？」

「うーんっとね。あった。これこれ」

　不二峰先輩は制服のポケットから、なにかの券を出した。

「映画のチケットよ」

　ペラペラと券を揺らす。塔ヶ崎の奴、そんなもんが欲しかったのか。

「私がカジノに誘ったときさ、夜子ちゃん、最初はそこまで乗り気じゃなかったんだけどね……。ダメ元で、勝ったら映画のチケットあげるよー、って言ったら、急に態度が変わって」

　そのとき、塔ヶ崎はこう言ったらしい。




『そのチケット、二枚あるかしら？』

『二枚？　うん。全然大だい丈じよう夫ぶよ。あ、もしかして、好きな男の子でも誘っちゃう感じ？　映画デートってわけだ。羨うらやましいなあ』

『ち、ちがっ。ベ、別に、好きとか、デートとか、そういうのじゃなくて……』

『あはは。照れてる照れてる』

『……ただ、お礼がしたいのよ』

『お礼？』

『いろいろと、世話になった男がいるの。助けてくれた男がいるの。付き合ってくれる男がいるの。だから……恩返しがしたい。私、ひねくれてるから、面と向かってお礼なんか絶対言えないし……きっかけみたいなのがないと、なにもできないから……』




「この男って、たぶん高橋くんのことでしょ？　まあ、勝手に命まで賭けられてたわけだしね。映画のタダ券ぐらいもらわないと――って高橋くん？　どうしたの、固まっちゃって」

「……あの、すみません。ちょっとその券、見せてもらっていいですか？」

「え、いいけど」

　券を受け取り、よく見てみる。そこに書かれていた映画のタイトルは、俺おれが現在原作を読んでいる映画だった。

　ここ最近、俺は教室でもあの本を開いていた。

　当然、隣となりの席の塔ヶ崎にも見られていたはず――

「……うわ、いつの間にかこんな時間」取り出した携けい帯たいを眺めて、不二峰先輩は言う。「そろそろ教室戻らないと。あ、高橋くん。さっきのこと、誰っにも言わないでね！　言ったらぶっ飛ばすから！」

　慌てた様子で、バニーの服を片付ける不二峰先輩。それが終わると、思い出したように、

「あれ？　そういえば、結局高橋くんって、なにしにここに来たの？」

　と尋ねてきた。

「宣戦布告、じゃないですか。たぶん」

　少し考えてから、俺は言った。

　口元には、自然と挑ちよう戦せん的てきな笑えみが浮かんでしまった。

「どんな手段を使ってでも、あんた達をぶっ倒して元の学園生活を取とり戻すって」

　すると、不二峰先輩は「……うふ」と妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

　魔性の女のように。

「なぁんだ、いい眼めできるんじゃない、きみ。かぁっこいいー。んま、無理だと思うけど、せいぜい頑がん張ばってねー」

　ばいばーい、と。

　外面用のキャラ設定をバッチリと終えた不二峰先輩は、楽しそうに手を振って部屋から出て行った。







　不二峰先輩と別れ、一人教室への道を歩いている途中、

「た、高橋くん、見つけたっ」

　昇降口で塔ヶ崎と遭遇した。息は切れ切れ。かなり焦った様子だった。

「来手さんから聞いたわよ。あなた、あのビッチに会いに言ったんですって？」

「ああ」

「まさか、制服を元に戻してもらえるように頼んできたんじゃないでしょうね？　許さないわよ、そんな情けない真似は……」

「当たり前だ。誰がそんなダセーことするかよ」

　俺は言った。

　ほんの数十分前の自分を、思いっきり棚に上げて言った。

「たった今、宣戦布告してきたとこだ」

「え？」

「勝つぞ、塔ヶ崎」

　俺は彼女の脇わきを通り過ぎる。振り返かえることなく真まっ直すぐ前へと歩きながら、ただ前へと進む。

　驚おどろくほどに体が軽い。

　心の中で、なにかが噛み合った気がした。

　ずっと、これは塔ヶ崎の戦いだと思っていた。俺はただ、いつものように巻き込まれただけだと思っていた。

　人の戦いに横よこ槍やりを入れるべきではない。

　彼女の意思と誇りを尊重するべきだ。

　つーか、面倒事は勘かん弁べんしてくれ。

　そんな風に理由をつけて――戦わない自分を肯定していた。

　だけど、だけど、だけど。




　これは俺の戦いでもあったようだ。




「ま、待ちなさいよ」

　たどたどしい足取りで、塔ヶ崎が追いかけてくる。

「塔ヶ崎。お前、俺に命賭けさせたよな？」

「え……そ、そうだけど。なに、まだ根に持ってるの、器うつわの小さい男ね……」

「今度は――俺にお前の全部を賭けてくれ」

　塔ヶ崎は、ハッと顔を上げた。

「あんな奴ら、お前がわざわざ手を下すまでもない。俺程おれ度が相手で十分だ。俺がお前を勝たせてやる――だから、お前の全部を俺にくれ」

「…………」

「文句あるか、《ラスボス》」

　塔ヶ崎は最初、面食くらったような顔をしたが、すぐに妖艶な笑みを浮うかべた。

　心の底から微笑んでいるかのような、心底嬉しそうな笑え顔がおだった。

「それでいいのよ、《脇役》」

　俺の横に塔ヶ崎が並んだ。並び立った。

　さあ。ここからが本当の勝負。

　ギャンブルの始まりだ。







「うわ、なにあのコンビ。かたっぽ水着で、かたっぽパジャマ？」

「あー、なんか最近噂になってるよね。一年に変なのいるって。近寄んない方がいいよ」

　……遠くで、ヒソヒソと話す女子の声が聞こえた。

　すごいかっこいいシーンのはずなのに、格好で台無しだ。







第八章　ラストゲーム







「へえ。まだやるのか。もう諦あきらめたのかと思ってたよ」

　翌日の放課後。

　戦いに出向いた俺と塔とうヶ崎さきを、京きよう丸まる銀ぎん次じは小こ馬ば鹿かにしたような笑みで迎むかえた。褒めてるようでありながら、どこか見下している感が漂う、上から目線な態度である。

「高たか橋はしくん。特にきみの方がね」

「いろいろとありまして」

　言いつつ、俺は不ふ二じ峰みね先せん輩ぱいへと視線を送る。彼女は今日もバニースタイルだった。いつも通り平然としているが、実は内心では恥じらっているのだろうか。

「もう、ちょっと高橋くん、こっち見過ぎ～。なになに、興奮しちゃった？」

　わざとらしく胸むな元もとを隠かくしながら、リップで潤う唇くちびるで淫らな言葉を紡ぐ。これも全てはキャラ作りで、本当の彼女は一人の純情な乙女なのだと思うと、なんだかとてもかわいく見えてしまう不思議。

「な、なにニヤついてんのよっ」

「いえ」

　慌てて口元を引き締める。

「それにしても、なんだその格好は？」

　京丸先輩は、俺と塔ヶ崎を見つめて言った。俺おれ達たちは今、罰ゲームに則のつとった格好はしていない。

　どちらも、正装と呼ぶに相応ふさわしい格好に身を包んでいる。

　俺は黒の燕尾服。

　塔ヶ崎は貴婦人が葬儀で着用するような黒い洋服。頭には漆黒のヴェールが付いたフォーマルハットがちょこんと乗っている。

　どちらも塔ヶ崎が用意してくれた、そこそこ高級な一品である。

「罰ゲームはどうしたんだよ？」

「この格好に着替えたのは放課後になってからです。京丸先輩の裏カジノに敬意を払い、ドレスコードを意識しました。どうしても駄だ目めというなら、今すぐ着替えますが」

「構わないよ。なかなか様になってるじゃないか」

　すると、塔ヶ崎が一歩前に出た。
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「京丸先せん輩ぱい。不二峰先輩。長きに亘る私達たちの戦いも、本日をもって終止符を打つといたしましょう。勝っても負けてもこれが最後ということで」

「なるほどな。最後だから格好つけたってわけか。それで、今日はなにを賭けるんだ？」

「私達が勝った場合、このアホみたいな格好をすぐにやめさせてもらうわ。負けた場合、この格好を卒業まで続けてあげましょう。私はパジャマのまま、高橋くんは海パンのまま卒業式に出席してやるわ」

「おいおい、いいのか。そんな大言壮語して」

「ええ」

　不ふ遜そんに頷うなずく塔ヶ崎に対し、京丸先輩はため息を吐いた。それから俺の方を向く。

「いいのかよ、高橋。きみ、お姫ひめ様さまのわがままで、また大変なことになりそうだぜ？」

「大丈夫です。俺から言い出したことですから」

　即そく座ざに答えた。

「どうせ俺らが勝ちますからね。なんだったら退学を賭けてもいいし、今度こそガチで命賭けたっていいです」

「……大した自信だな。昨日とはまるで別人みたいだ」

　言いつつ、京丸先輩は俺のそばまで歩いてきた。威い圧あつ的な視線で見下ろしてくる。

「さぞかし、斬ざん新しんなオリジナルゲームを考えてきたんだろうね。面おも白しろい。さあ、早く教えてくれよ」

　俺は小さく息を吸い、ゲームの名を告げる。

「『魔女狩りゲーム』」

　京丸先輩は目を丸くした。

「もう一度、あのゲームで戦いましょう。京丸先輩が考えた、オリジナルゲームで」

「本気で言ってるのか？」

「はい」

「俺がそのゲームで無敗だってことは言ったはずだと思うが」

「だからこそ、ですよ」

　俺は京丸先輩の顔を見上げて、真正面から睨みつける。

「もうネタは上がってんですよ」

「……なに？」

「あんたが無敗の理由……この裏カジノのカラクリは、あんたがやってるイカサマは、もう全部見抜きました」

　鼓こ動どうが高鳴る。

　緊きん張ちようと興奮が胸中で渦うずを巻き、喉がカラカラに渇いていた。

　けれど――俺は嗤わらう。

　大胆不敵に、狂きよう気きめいた笑みを作り上げる。

「聞こえなかったんですか、京丸先輩。俺は、あんたのテリトリーで、あんたの用意した道具を使って、あんたの考えたゲームで――あんたを完膚無きまでぶっ倒たおすって言ってるんですよ」

　相手の用意したギャンブルで――相手を叩たたきのめす。

　逆境の中で華々しい活躍を魅せつける。

　それはまさしく主人公の所業。

「あんたに《主人公》は荷が重い。主人公には――俺がなる」

　京丸先輩の脇を通り過ぎ、俺は丸テーブルへと向かう。

『魔ま女じよ狩がりゲーム』のフィールドへと。

「座すわりなよ、先輩」

　椅い子すに座り、脚あしを組み、横柄な態度で着座を促す。

「俺が教えてあげますよ。本物のギャンブルを」







　塔ヶ崎夜よる子こ＆高橋涼すず希き　対　京丸銀次＆不二峰潤じゆん。

『魔女狩りゲーム』は、その性質上、二人では行うことができないため、自然とタッグ戦の形を取ることとなった。

　ご祝しゆう儀ぎと手持ちのチップは、最初のときと同じ。

　手持ちが一人十枚で、ご祝儀が二枚。

「ふうん。タッグ戦になっちゃうと、誰か一人でもチップを払はらえなくなったら、その陣じん営えいの負けってことになっちゃうね。二対一じゃゲームが成立しないし」

　不二峰先輩がそんな風に分ぶん析せきする中、テーブルでは、塔ヶ崎がおぼつかない手つきでカードを切っていた。一枚のジョーカーを除いた、五十三枚のデッキを。

　イカサマ防止のため、双方が『絶対に不正はできない』と納得する塔ヶ崎がディーラーの役割を務めることとなった。……正義感とかではなく、類まれなる不器用さから。

　席順は俺から右回りに、京丸先輩、塔ヶ崎、不二峰先輩、となった。これもまた、タッグ戦ならではの措置である。

　カードが配り終わり、改めてゲームがスタートする。

「それじゃ、始めましょうか」

　俺の言葉が開戦の合図となった。全員が、まず己おのれの手札をめくる。俺の手札には、ジョーカーはなかった。

　続いて、対面の塔ヶ崎を窺うかがう。

　手札を持つ指は――三本。あっちにもジョーカーはないらしい。

　タッグ戦を行うに当たって、俺と塔ヶ崎はサインを決めてきた。

　いわゆる『通し』である。

　れっきとしたイカサマではあるが、この手のタッグ戦においては、コンビ同士で『通し』を行うのは必然だろう。暗黙の了解、というやつだ。

　当然、向こうもそれくらいはしてくるはず。

　前回のゲームでサインを送り合っていたかはわからない。しかし今日、俺達は準備万端の状態で勝負に挑いどんでいる。京丸先輩としても、不二峰先輩の手を知るぐらいのことはやってくるだろう。

　さて。今回、俺と塔ヶ崎の手札には、ジョーカーはない。

　ということは、敵のどちらかがジョーカーを持っている。

「それじゃ、私から引き始めるわよん。あー、怖いなー。いきなり引いちゃったら、どうしよ」

　おどけた風に言いながら、不二峰先輩は俺の手札から一枚のカードを引いた。数字が揃そろったようで、二枚をペアにして場に捨てた。次は塔ヶ崎の番。

　誰だれからも声がかからないまま、順目が一巡した。

　今の状態だと、ただのババ抜ぬきとなにも変わらない。

「なあ、高橋」

　二巡目が始まると、京丸先輩が口を開いた。

「きみはさっき、ネタが上がってる、って言ったよな」

　不二峰先輩にカードを引かせながら、「ええ」と頷く。

「俺のイカサマを見み抜ぬいたというんなら、それは見当違ちがいだと言っておこう」

　なぜなら、と京丸先輩は言う。

「俺はこのゲームではイカサマなんて使わない。理由は簡単、使う必要がないからさ。そんなものは使わなくても――俺は負けない」

「…………」

「あえて『イカサマを見抜いてる』と宣言することで、俺を動どう揺ようさせ、イカサマを封ふうじる作戦だったのか？　だとしたら……残念ながら浅はかとしか言いようがないぜ。そもそも、本当に『イカサマ』を見抜いているとしたら、わざわざそれを宣言したりしないだろ？」

　そのときだった。

「あはっ。やったー、夜子ちゃん、それ、ビンゴ！」

「くっ！」

　一回戦の決着が、早くもついたようだった。

　魔ま女じよであった不二峰先輩が、塔ヶ崎にジョーカーを引かせ、ゲームエンド。

　魔女の勝利であり、全員が不二峰先輩にご祝儀を払わなければならない。

　チップ内訳。
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「どうした、幸先悪いな」

「これからですよ」

　俺は、全ては計算通り、とばかりの笑みを作る。

「何度でも言いましょう。俺はあんたのイカサマは見抜いている」

「……ふうん」

　京丸先輩は、おかしそうに微笑んだ。挑戦的で好戦的な、戦いを楽しむ狂戦士の笑みであった。そんな笑みを向けられたことを、少し嬉うれしく思う自分がいる。

　俺はようやく、この男の敵になれたようだ。

「次、始めるわよ」

　塔ヶ崎がカードを配り、二回戦が始まる。

　今回も、俺と塔ヶ崎の手札にジョーカーはなかった。

「てっきり、最後の最後は桜おう神がみ雛ひいなに泣きつくのかと思ってたよ。彼女と戦えることを、少し期待してたんだけどな。きみや塔ヶ崎にちょっかいを出せば、最終的には彼女が俺を倒しに来ると予想していた。幼おさな馴な染じみなんだろ、あの、優ゆう秀しゆう過ぎる彼女と」

「無む駄だですよ。そうやって俺のコンプレックスいじって、心理状態探ろうとしても」

　平然と俺は言う。

「もう、あんたの言うことはなに一つ真に受けないって決めてますから」

「そりゃ残念だ」

「『魔女、見つけた』」

　会話の隙すき間まに、不自然なくらいに自然に、俺は言葉を滑すべりこませた。

　京丸銀次を指差しながら。

「今回の魔女はあなたです。京丸先輩」

　言いながら、チップを二枚テーブルに出す。

「……正解だ」

　ジョーカーの入った手札をテーブルに晒す京丸先輩。

「やるじゃないか。どうしてわかったんだ？」

「言ったでしょう。あなたの手口は全部見抜いたって」

「それにしちゃ、ずいぶんとベットが低いようだけど」

「温情ですよ。あんまり早く勝負が終わってもつまらないですから」

「勘、ってわけか。確率は２分の１だ。当たらなくもない」

「なにを言ってるんですか、確率は３分の１ですよ。塔ヶ崎の手札を、俺が把は握あくしてるわけでもあるまいし」

「ああ、そうだったな。間違えた。確率は３分の１だ」

　恐おそろしいほどに白々しい、上っ面だけの会話。俺は手を伸のばし、京丸先輩から二枚のチップを受け取る。

　チップ内訳。
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　続いて三回戦が始まる。







　京丸先輩は、ただの勘だと言った。

　しかし――勘ではない。

　俺はさっき、ジョーカーが京丸銀次の手にあると確信していた。

　彼がこの裏カジノで仕掛けているイカサマを見抜いたから――ではない。

　そんなものは存在しない。

　この裏カジノにも、『魔女狩りゲーム』にも、後ろめたいカラクリなどはない。

　無論、俺が見抜けていないだけの可能性もなくはないが、おそらく京丸銀次の言葉に嘘うそはないだろうと思う。

『魔女狩りゲーム』において彼が無敵なのは、純じゆん粋すいな実力故だろう。

　ならばなぜ、俺は彼がジョーカーを持っていると知ることができたのか。

　答えは簡単。




　俺がイカサマをやっているからだ。




　主人公には俺がなる、などと大言壮語しておきながら、恥はずかしげもなく開き直って卑ひ劣れつな手段に手を染めているからだ。

　真っ向勝負をする気などさらさらなく、ただ『勝ち』のみを掻っ攫って行こうとしている。

　正々堂々フエアプレイからは程ほど遠い――その場凌ぎトリツクプレイ。

　実力的に上回る相手に対し、誤魔化して誤魔化して誤魔化して、持続性のない瞬しゆん間かんの勝利だけを目指す、みっともない弱者の戦法。

　ちらり、と。

　俺は視線を横に流す。京丸先輩の動きを観察する――ように見せかけながら、その延長線上にある別の場所を観察する。

　そこにあったのは黒いカーテン。

　この部屋を薄暗くしている原因でもある、閉めきったカーテンだった。

　ただしそのカーテンは今、ほんの少しだけ開いている。

　俺が昨日、ここに訪れたとき――不二峰先輩の裸体を目撃してしまった後に、こっそりと気づかれないレベルで開けておいたのだ。

　カーテンに隙間があれば――外から中の様子を覗のぞき見ることができる。

　そう。




　デッドオアアライ部の部室にいる雛が、双眼鏡を通して京丸銀次の手札を覗き見ることができる。




　これもなにかの運命なのだろうか。

　雛が救ったらしい廃はい部ぶ寸前の部活動の部室は、この部室棟とうにある。

　現代遊ゆう戯ぎ研究部と同じ階。

　ただし――コの字型の建物の、中庭を挟はさんで反対の場所に。

　つまり向こうの部室から、こちらを覗くことが可能なのだ。

『座りなよ、先輩』

　この台詞せりふはなにも、格好つけたくて言ったわけじゃない。

　ごく自然に着座し、俺の席を決定づけ、そして敵の席を決定付けたのだ。

　雛から手札が覗き込める位置に――京丸銀次を誘導した。

『悪いな、雛。なんか、裏方みたいな真似させちまって』

『ううん。いいよいいよ。気にしないで』

『……なんか嬉しそうだな、お前』

『そう。いや～、だってさ、こういうのって新鮮だからさ』

『こういうの』

『涼希が主役で、あたしが裏方みたいなの』

『……そうかもな。我ながららしくないことしてると思うぜ』

『そんなことないよ。似合ってると思う。……うん。すごく、似合ってる』

　先ほど、京丸先輩の手にジョーカーがあることがわかったのも、雛がポケットにある俺の携帯にワン切りの着信をくれたからだ。彼の手にジョーカーがあるときだけ、着信をよこすように頼んである。

　そう何度も使える手じゃない。

　少しでも不自然に思われたら、そこでお終いの危うい策だ。後ろを振ふり返ってカーテンを確かく認にんされたら即そく終しゆう了りよう。耳を済ませてヴァイブレーションの音に感づかれても、ジ・エンド。

　長期戦は禁物。

　目指すは短期決戦しかない。

　勝負は次。

　次で、全すべてが決まる。

　一いち撃げき必殺。

　次の一撃で――首を切り落とす。

　先ほどの宣告のおかげで、俺はチップの数で京丸先輩を上回った。

　次に京丸先輩にジョーカーが渡わたった瞬間、チップを全賭けすれば、俺達の勝利だ。

　当然不審がられるだろうが、終わってしまえば後の祭りだ。このイカサマには一いつ切さいの証しよう拠こがない。万が一携帯を確認されたところで、雛からの着信があるだけ。

　勝ちは目前。

　だからこそ、平静を装い、冷静に振る舞う。内から沸き上がる興奮と緊張を、おくびにも出ださず、余よ裕ゆうぶった演技を続ける。

　そして。

　最大の勝機は――なんとすぐに訪れた。

　三回戦。

　カードが配り終わり、プレイヤーが自分の手札を確認し、揃っているカードを捨てているとき――京丸銀次の手札が雛からも覗けるようになった瞬間。

　大腿部に微び細さいな振動。

　――来たっ！

　心臓が飛び出そうなほどに跳はね上がる。手が震ふるえ、全身の毛穴が開く。抑おさえきれない興奮と共に、俺は宣告する。

「『魔女、見つけた』」

　京丸銀次を指さし、手持ちのチップを全て場に出す。

「オール・イン。十枚、全てを賭けます」

「ずいぶんと早い決断だな。まだ手札のカードを揃えてるところだったのに」

　京丸先輩は表情一つ変えなかった。

「……オール・イン、ね。いいのかい。俺を飛ばしたいんだったら、賭けるチップは八枚でもいいんだぜ」

「どうせこれで終わりですからね。残していてもしょうがない」

「なにか確信があるようだね」

「ええ」

　俺は得意げに頷いた。

　その瞬間――

「いいこと教えてやるよ」

　京丸銀次は、恐ろしいほどに凶悪な笑みを浮かべた。




「それは『確信』じゃねえ。『おめでたい勘かん違ちがい』って言うんだよ」




　蛇へびを思わせる、鋭するどい眼光が、俺を貫いた。

「不正解だ。俺は魔女じゃない」

「……なにを言ってるんですか。いいから、早く手札を――」

「ま、待って、高橋くん」

　対面に座る塔ヶ崎から、声がかかる。

　その声はひどく震えていた。

「これ……」

　目を向けると、塔ヶ崎は自分の手札をこちらに晒さらした。

　我が目を疑う。

　そこには――ジョーカーがあった。

「……なっ」

　腰を浮かせて立ち上がった。椅子が倒れ、乾かわいた音が室内に響く。

　塔ヶ崎の手札に、ジョーカー。

　今回の魔女は――塔ヶ崎。

　京丸先輩、じゃなくて。

　まさか、雛が間違え――

「う、嘘だっ！」

　俺は反射的に手を伸ばし、京丸先輩の手札をひったくるように奪い取る。

　手札には、やはりジョーカーがあった。

「ジョーカーが二枚……。イカサマだ！　京丸先輩、なんでジョーカーが二枚もあるんですか！　おかしいですよ！」

「……くくっ。あっはははは」

　必死に問い詰つめる俺に対し、京丸先輩は、堪え切れんとばかりに笑った。

「なにがおかしいんですか？」

「おかしいさ。実におかしいよ高橋くん。どうして塔ヶ崎がジョーカー見せた瞬間、信じられないみたいな顔して、俺の手札を奪ったんだい？　まるで、俺の手札にジョーカーがあるってわかってるみたいだぜ？」

「……っ。そ、それは……」

「普ふ通つうに自分の読みが外れたとは考えなかったのかよ」

「……と、とにかく、この状じよう況きようを説明してください！　どうしてジョーカーが二枚もあるんですか？」

「俺が持っていたジョーカーは、勝負を始める前に除けておいたジョーカーだ」

「除けておいた……」

　トランプデッキには通常、二枚のジョーカーが入っている。

　この裏カジノで使われているトランプもそうだった。『魔女狩りゲーム』では、ジョーカーは一枚しか使わない。だから塔ヶ崎は最初に一枚除いておいたのだ。

　俺は慌あわててその場所を確認する。ほんの少し前までにはあったはずのジョーカーが、確かになくなっていた。

　誰にも気づかれずに、京丸銀次が抜き取ったのだ。

　雛が見たのは、除けておいたはずのジョーカー。

　本来ならいるはずのない、もう一人の道どう化け師し。

「だったら……やっぱりイカサマじゃないですか！　使用していいカード以外を使ったんだ。反則負けだ」

　俺は言葉を叩きつけるように叫さけんだ。熱くなる俺とは対照的に、京丸先輩はどこまでも涼すずしい顔をしていた。

「たとえば……そうだね、ある男が、イカサマをしようと思ってパチンコ店に忍しのび込んだとしよう。いわゆるゴト行こう為いの計画を立ててね」

　淡たん々たんと、たとえ話が紡がれる。

「専用の機材を準備し、念入りに計画を立てて、男はパチンコ店へとやってきた。ところが、その日男は普通に大当たりを引いてしまった。結局、用意していたイカサマを実行することなく、大金を稼いで家へと帰った。さて――店はこの男を罰ばつすることができるか？」

「…………」

「答えは――できない。その場で荷物検査してイカサマ道具が見つかればとっ捕まえることもできる。実際にイカサマを働いていたとすれば、後からでも返金を要求できる。けれど――使っていないイカサマ道具を持っていたことに対して、全てが終わってから罰を与あたえることは不可能だ」

　倫理的には当然よくないけどな、と京丸先輩は付け足した。

「たとえば俺おれが、このジョーカーをきみに引かせたり、あるいはデッキに交ぜて場を混乱させようとしたりしたら、当然反則負けだ。でも――俺はまだなにもしていない。一枚カードを多く持っていただけだ」

　そう言いながら、京丸先輩は椅子から立ち上がった。

「なにも問題ないんだ――誰かが後ろから覗き見でもしない限りな」

「――っ！」

　シャッ、と。

　カーテンが閉められた。

　かすかに開いていた隙間が、完全に閉ざされた。

「これですっきりした。さっきから、気になってたんだよなあ。日差しがちょいちょい当たってきて」

　愉ゆ悦えつに満ちた笑えみを浮かべながら、京丸先輩は席に戻もどる。

「ああ、そういえば、中庭を挟んで向かいにある、デッドオアアライ部って部活が、最近廃部騒動でゴタゴタしてたな。あれ、どうなったんだろう。桜神雛が関わっていたようだけど……高橋。きみ、なにか知ってるかい？」

「……あんた、最初っから全部わかって」

「ん？　なにがだ？」

「……いえ。なんでもありません」

　しらばっくれる京丸先輩に対し、俺は黙だまって頷くことしかできなかった。

　これ以上追及することはできない。こちらの作戦は完全に見抜かれていた。

　カードを一枚多く持つという、麻マー雀ジヤンで言う多牌の反則を犯した京丸先輩を責めることはできる。しかしそうすれば、こちらのイカサマが露呈するだけである。

　一いつ杯ぱい食わせようとした結果――一杯食わし返された。

　相手のイカサマを読み切り、逆手に取ってやり返す。

　ギャンブル漫まん画がの主人公みたいな真似を、ものの見事にやられてしまった。

「それじゃ、無駄に全賭がけしたチップはありがたく頂ちよう戴だいするよ。あらぬ疑いをかけられた人間の俺と、魔女だということを見事に隠した塔ヶ崎とで、山分けだ」

　チップ内訳。

　高橋＝０　塔ヶ崎＝13　京丸＝11　不二峰＝16

　このゲームのルールでは『チップを払えなくなったら負け』となっている。

　だからまだ俺の敗北が確定したわけではない。だが、万が一チップを要する事態となれば、その瞬間に敗北。

　また、賭けるチップがないため、『魔女』だと宣告することすらできない。

　もはや死んだも同然――

「……っ！」

　ドンッ、と拳こぶしをテーブルに叩きつけた。唇を強く噛み締める。

「うわ、ちょっと高橋くん。ものに当たんないでよー。怖いなあ。暴力はんたーい。短気な男はかっこ悪いわよ」

「……すいません」

　俺は大きく息を吐はき、倒れた椅子を戻して、元の席に着いた。

「高橋くん……」

　塔ヶ崎が不安そうな声を漏もらした。目元は窺うことができないが、絶望の表情を浮うかべていることがよくわかる。

「どうする。まだ続けるかい？」

　京丸先輩が楽しげに問うてくる。

「なんなら降参しても構わないよ。今なら罰ゲームの期間を短縮してやろう。卒業まではさすがにかわいそうだから……そうだな、あと、一ヶか月げつくらいで勘かん弁べんしてやる。つーか、ぶっちゃけどうでもいいしな」

　心が揺れ動きそうな提案。

　とっておきの秘策も破れ、敗北の淵ふちにまで追い詰められたこの状況では、その提案を受けるのが正解、賢い選せん択たくだと言えるだろう。

　プライドさえ捻じ曲げることができるのなら、さっさと負けを認めた方がいい。

「……勝負はまだ終わっちゃいない」

　けれど――俺は言う。

　絶体絶命の状況の中。

　拳を握にぎりしめ、己を奮い立たせて。

「俺は最後まで……絶対に諦めない」

　不ふ屈くつの闘とう志しを、己の言葉に乗せる。

「一ヶ月前の俺だったら、ここで簡単に妥協してたでしょうね。でも、俺も少し馬ば鹿かになったんですよ。この程度で諦めたら、どっかの負まけず嫌ぎらいに笑われちまう」

　なあ塔ヶ崎、と俺は向かいのパートナーに声をかける。

　世界が終わったように落ち込んでいた彼かの女じよも、

「……ええ。そうよ。勝負は、九回裏スリーアウトからって相場が決まってるわ」

　と、負けん気を取り戻した。

　ただ……残念ながら野球のルールはよくわかっていないようだった。

「おお、かっこいいねえ。じゃあ、卒業式まで水着とパジャマで頑張りな」

　そして四回戦が始まる。

　手札を確認する。俺と塔ヶ崎の手札にジョーカーはなかった。そのことがわかった時点で、俺は塔ヶ崎に合図を送る。

「『魔女、見つけた』」

　瞬間、塔ヶ崎が俺を指さして言った。

「高橋くん。あなたが魔女よ。チップは六枚」

「ハズレだ、塔ヶ崎」

「あら、残念だわ。魔女は誰だったのかしら」

　塔ヶ崎がとぼけた様子で言うと、京丸先輩が手札を晒した。

　そこにはジョーカーがある。

「魔女は俺だ。まあ、当然その戦法で来るよな。三枚、もらっておこう」

　チップ内訳。

　高橋＝３　塔ヶ崎＝７　京丸＝１４　不二峰＝１６

　サインプレイができるということは、こういう風に味方同士でチップのやり取りをすることが可能だ。もっとも、敵にもチップを渡してしまうため、緊きん急きゆう事態用のハイリスクな戦法ではあるが。

　とりあえず、これでご祝儀で飛ぶことはなくなった。

　瀕死からはなんとか立ち直った。

「あららー、高橋くん達も往おう生じよう際ぎわが悪いねえ」

　不二峰先せん輩ぱいの挑ちよう発はつ的てきな台詞を無視して、俺は塔ヶ崎に声をかける。

「塔ヶ崎。集中切らすなよ。いつか必ず流れが来る。そんときまで、必死に堪えるんだ」

「わかっているわ。奇き跡せきを信じましょう」

「やれやれ。奇跡ときたか。ギャンブルで神かみ頼だのみを始めたら、終わりだぜ」

　改めて士気を高める俺おれ達たちを、京丸先輩は一笑に付した。

「ふん。京丸先輩。あなた、《代打ち》なんて《キャラ》のくせに、なんにもわかっていないようですね」

　完全に調子を取り戻したらしい塔ヶ崎は、饒じよう舌ぜつに言葉を紡ぎ始めた。

「奇跡は神が起こすのではないわ」

「人が起こすって言うのか？」

「違うわ」

　塔ヶ崎は言う。

「私よ。私の存在こそが――奇跡そのもの」

「「「…………」」」

　俺も含ふくめて全員が、なに言ってんだこいつは、と思ったはず。

　微び妙みような空気が流れる中、塔ヶ崎は平然とカードを切り始めた。

「さあ、カードを配るわよ」

　五回戦の始まり。

　塔ヶ崎はなんとか絶望から立ち直ったが、いかんせん気合いが空回りしている感がある。京丸先せん輩ぱいはそんな彼女にやや呆あきれているようにも見えた。

　呆れて、呆れ果てて、ほんの少し、気を緩めたように見えた。




　オーケー。

　ここまで全システムオーて計算通りルグリーン。




　人が最も油断する瞬間。

　それは――勝利を確信した後だ。

　頭のいい人間であればあるほど『相手の策を見破った』『相手を上回った』と思った瞬間、己の優秀さを自覚し、わずかな自己陶とう酔すいと共に油断をしてしまう。

　京丸銀次をハメるとなれば、生半可な罠では通用しない。

　たとえば――

　相手を窓際に座らせて向かいの校舎から仲間に手札を覗かせる――というイカサマを、丸ごと全部罠にするぐらいのことをしなければ。

《主人公》桜神雛の存在そのものを囮にするぐらいのことをしなければ。

　気持ちよかっただろう、京丸先輩。

　念願だった、ギャンブルの主人公みたいな真似ができたんだ。

　勝ち誇って『オール・イン』なんてやってる馬鹿を、思いっきり虚こ仮けにすることができたんだ。この上ない幸福だったに違いない。

　全て俺の演出とも知らずに。

　塔ヶ崎のリアクションも、いい具合にアクセントとなっているようだ。

　なんたって――こっから先は塔ヶ崎に教えてないからな。

　敵を欺くにはまず味方から。

　塔ヶ崎は本気で、俺が失敗したと思っているのだ。

　……ということはつまり、あいつはなんの根こん拠きよもなしに奇跡がどうたらって語ったのか。相変わらずすごい奴やつだ。

　ともあれ。

　ここからが俺の策の本番だ。

　第二段階にして真骨頂。

　全ては一人の女子生徒の手にかかっている。

　塔ヶ崎夜子――でもなく。

　桜神雛――でもなく。

「あれ。もしかして、今チップの枚数って私がトップ？　じゃあ、このまま行ったら私が優勝？　あ、でも、この勝負って優勝商品とかないのよね。うわ、意味ねー」

　不二峰潤。

　全ては《魔性の女フアム・フアタール》にかかっていた。







第九章　魔性の女







「んま、無理だと思うけど、せいぜい頑がん張ばってねー。ばいばーい」

　昨日。

　不ふ二じ峰みね先輩はそんな捨て台詞を残して、現代遊戯研究部の部室を後にした。

　後にした――その瞬間、俺は急いで彼女を呼び止めた。

「待ってください」

　ドアを開きかけた不二峰先輩の手が止まる。

「ん？　なに、まだなんか用？」

「不二峰先輩」

　微み塵じんの躊躇もなく、俺は言う。

「京きよう丸まる先輩を裏切って俺についてください」

「は？」

「じゃないと、先輩が処女だってこと全校生徒にバラします」

「はああああ!?」

　開きかけてたドアを凄すさまじい勢いで閉めると、不二峰先輩は猛スピードでこっちに詰め寄って来た。

「ふざけんじゃないわよ！」

「ふざけてません」

「ふざけてるわよ！　言ったわよね、バラしたらぶっ飛ばすって」

「じゃ、ぶっ飛ばされてもいいんで、バラしますね」

「……っ」

「恋愛経験豊富なお姉さんってキャラで売ってる不二峰先輩が処女だなんてことになったら、学園中大おお騒さわぎだろうなあ。まさしくキャラ崩壊ってやつだ」

「あ、あんたの言葉なんて、誰も信じないわよ……」

「でしょうね。でも、かすかにでも疑問を抱いだいた誰か、たとえば女友とも達だちなんかが、確かめようとして性的な質問でもしたら、一発で化けの皮が剥がれるんじゃないですか？」

「う……。な、なによっ、脅迫のつもりなの」

「はい。脅迫です」

　俺は堂々と頷うなずいた。

「簡単じゃないですか。京丸先輩を裏切って俺につくだけで、あなたは今までの必死に演じてきたキャラを守れる。確か、金で雇われてるだけの関係なんですよね？　だったら、別に裏切ったっていいじゃないですか」

　不二峰先輩の瞳ひとみに、迷いが浮かんだ。俺はここぞとばかりに畳たたみ掛かける。

「したくもない、バニーの格好をやめるチャンスです」

「……年上の女相手に脅迫とか……高たか橋はしくん、意外と鬼畜ね。マジ、サイテー」

　悔しそうな表情を浮かべる不二峰先輩。

　答えは決まったようだ。

「鬼畜になってでも、外げ道どうに堕おちてでも、勝負に勝ってみたくなったんですよ」

「……う～～、あー、もうマジ最悪っ！　こんなことになるなら、バニーなんかやるんじゃなかったー」

　頭を抱えて大仰に嘆き、それから敵意を宿した瞳で俺を睨にらみつける。

「高いわよ、私は」

「体で払います」

「いらんわ！」







　不二峰潤じゆんの裏切り。

　これこそが――俺の本当の策だった。

　運良く握れた不二峰先輩の弱みを、ここぞとばかりに利用させてもらった。

　女子を脅して強引に従わせる。

　主人公には間ま違ちがっても取れないこんな戦法が、きっと俺には相応ふさわしい。

　外道の策であるだけあって、その威力は凄まじい。

　２対２のタッグ戦が、３対１の戦いに変貌する。

　テニスでダブルスのパートナーが裏切ったかのような、あり得るはずのないシチュエーション。

　京丸先輩が仲間だと信じている不二峰先輩が、実はこちらの陣じん営えいなのだ。

　負けるはずもない。

「うわあ、引いちゃった」

　五回戦、三巡目。

　俺のジョーカーを引いた不二峰先輩が、嘆きの声を上げる。

　当然、不二峰先輩とのハンドサインは決めてある。敵陣営を裏切らせれば、偶ぐう然ぜんに見せかけてこんな戦法を取ることだって可能だ。

「それじゃ、ご祝しゆう儀ぎ、いただきます」

　チップ内訳。

　高橋＝９枚　塔とうヶ崎さき＝５枚　京丸＝12　不二峰＝14

「えー、これで高橋くん、だいぶ復活しちゃったじゃーん。あーんもう、最悪ぅ。ごめんね、京丸くん」

　あたかも偶然ジョーカーを引いたように装う不二峰先輩。演技はバッチリだ。さすが、長年ビッチを演じてきただけのことはある。

　この演技ならば、京丸先輩も騙せるはず。

　俺の策を見み抜ぬいたと思い、気を緩めている彼かれならば――

　六回戦が始まる。

　今度は、ジョーカーは塔ヶ崎の手に渡った。

　ふむ。

　このシチュエーションでの最良の選択は――不二峰先輩に俺が魔ま女じよだと宣告させて、彼女のチップを俺と塔ヶ崎で山分けすることか。

　問題はいくつ賭けさせるか。

　多くもらうに越こしたことはないが、さすがに全賭けさせれば怪しまれる。不二峰潤の裏切りを京丸先輩に悟さとらせるわけにはいかない。

　裏切りが発覚したら最後――京丸銀ぎん次じが本気を出すことになるだろう。

　そうなったら俺に勝ち目はない。ことギャンブルの勝負ならば、京丸銀次は３対１の状況さえひっくり返す恐れがある。

　俺は少年漫画の主人公じゃない。

　だから相手に本気なんか出させない。

　敵には本来の実力を発揮させず、消化不良のまま惨めに終わらせてやる。

「…………」

　俺は『六枚』と不二峰先輩にサインを送る。そして彼女が俺を魔女だと指し摘てきするだけの根拠を用意する。

　二巡目。不二峰先輩にカードを引かせる瞬間、意図的に一枚のカードを引かせるよう、手を動かした。

「あ、『魔女、見つけた』。高橋くん。わかりやすいわよ、それじゃ」

　そして不二峰先輩は、六枚のチップをテーブルに置いた。

「うふふ」

　対面から笑い声が聞こえる。

「高橋くんの演技にまんまと引っかかったようですね。残念、魔女は私よ」

　塔ヶ崎が得意げにジョーカーを晒した。

「えーっ。うっそー。信じらんなーい。ああもう、京丸くん、ほんとごめんね。私完全に足引っ張ってるじゃん。もう余計なことしないから」

「気にするな。今のは高橋が上手かった」

　京丸先輩は相方を責めることはしなかった。

　彼女がすでに裏切っているとも知らず。

　真実の意味で足を引っ張っているとも、つゆ知らず。

　チップ内訳。

　高橋＝12　塔ヶ崎＝８　京丸＝12　不二峰＝８

　よし。これで俺が不二峰先輩のチップ数を上回った。次に不二峰先輩にジョーカーが回れば、その時点でこちらの勝ち。

　七回戦。

　祈りは届かず、ジョーカーは俺の手元に来た。

　そうは上手うまくはいかないものだ。

　さて、このシチュエーションでの最良の選択は――不二峰先輩にジョーカーを引かせる、もしくは塔ヶ崎を魔女だと宣告させる、となるのか。

　単純な利益計算で行けばそうなるが――しかし、さすがにこれ以上不二峰先輩が動けば、京丸先輩が気づいてしまうだろう。となると……。

　そんな風に考えていたところ――信じられないものが目に飛び込んできた。

　それは、不二峰先輩のサイン。




『京丸銀次がジョーカーを持っている』という、サイン。




　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

　嘘うそだろ。

　そんな馬鹿な。

　どうして彼の手にジョーカーがある？

　だって、ジョーカーは確かに俺の手に――

「『魔女、見つけた』」

　視線を反射的に手札に向けた瞬しゆん間かん、脇わきから鋭い言葉が刺さった。

「魔女はきみだ、高橋。チップは……六枚にしとこうか」

「っ！」

　しまった……。

　俺が反射的に手札のジョーカーを確認してしまったその一瞬を、京丸銀次は見過ごさなかった。

「……正解です」

　茫然自失としたまま、俺はチップを支払った。

　チップ内訳。

　高橋＝６　塔ヶ崎＝８　京丸＝18　不二峰＝８

「どうした高橋。らしくないぜ。こんなミスをするなんて」

「……そうですね。ちょっと油断してました」

　なんだったんだ、今のは……。

　俺がジョーカーを持っていたのに、不二峰先輩が『ジョーカーを持っているのは京丸銀次』というサインを送ってきた。

　京丸先輩と不二峰先輩は、本来は味方同士であるため、お互たがいのカードを把は握あくするためにサインのやり取りをしている。

　昨日、不二峰先輩からそう聞かされた。

　だから彼女は、京丸先輩からのサインを受けて、それから俺にサインを送っている。

　つまり今、京丸先輩は不二峰先輩に偽りのサインを流した。

　なぜ。

「……っ」

　簡単だ。

　バレたんだ。

　不二峰潤の裏切りが。

　五、六回戦のやり取りで、京丸銀次はその考えに到達した。確信はないにしても、探りを入れてきたのだ。

『六枚』というベットの数が、なによりの証拠。

　今の七回戦で、俺のチップは減り、不二峰先輩の数を下回った。続く八回戦、不二峰先輩が魔女だったところで、一いち撃げきで飛ばすことはできない。

　そうなるように――京丸銀次が調整してきたのだ。

　くそ。無様だ。

　今の失態で、京丸先輩に不二峰先輩の裏切りを確信させてしまった。

　俺は不二峰先輩の反応を窺うかがう。

「あはっ。油断しちゃ駄だ目めよ、高橋くん。せっかく増やしたチップが、まただいぶ減っちゃったね」

「…………」

　京丸先輩から嘘のサインを頂いたにもかかわらず、彼女は飄々としていた。敵のミスを喜ぶ笑え顔がおを、見事なまでに作り上げている。

　内心の動どう揺ようを一いつ切さい表に出ださず、京丸先輩の味方である演技を続けている。凄まじい精神力と演技力だ。味方であれば実に頼もしい。

　そのとき――

　ふっ、と。

　京丸銀次の口から、かすかな笑みが零れた。

　ほんの一瞬の笑み。

　それはすぐに消え去るが、嫌いやに印象的だった。

　この世の全すべてを嘲笑うかのような、極上の愉悦の笑み――

「――っ!?」

　ざわっ、と心が大きく揺さぶられた。全身に悪寒が走る。

　最悪の発想に――今、思い至った。

　どうして今まで思い至らなかったのかと、深く後こう悔かいした。

　演技。

　演技力。

　不二峰先輩は今、京丸先輩を裏切ってこちらの陣営に加わり、それを悟られぬように必死に演技をしている。

　しかし――それこそが演技だったらどうする？

　昨日。

　俺に訪れたラッキースケベ。

　不二峰潤の裸体。

　ビッチっぽくない、純なかわいらしい照れた反応。

　あれもこれも――どれもこれもが不二峰潤によるフェイクだとしたら。

　男ったらしのビッチの振ふりをした処女――の振りをしたビッチだったとしたら。

　不二峰潤は最初から京丸銀次を裏切ってなどいなかったのだ。

　俺にあえて偽りの弱みを握らせ、懐柔させるように仕向けた。

　二重スパイ。

　不二峰潤こそが、京丸銀次がこちらに送り込んだ爆弾。

　俺はただ、京丸銀次の掌てのひらの上で踊らされていただけだった――

　顔を上げる。

　京丸銀次を窺う。

　彼はいつもと変わらず、涼しい笑顔を浮かべているだけ。

　不二峰潤を窺う。

　彼女もいつもと変わらず、遊び慣れた女のように微笑ほほえんでいた――と、俺に思わせるように演じている――と、俺に思わせるように演じている――と、俺に思わせるように演じている――と、俺に思わせるように……。

　わからない。

　彼女は、敵なのか。味方なのか。

　艶麗なる笑みを振りまく、この《魔性の女フアム・フアタール》は――

「次、始めていいかしら」

　思考がなに一つまとまらないまま、八回戦が始まった。

　ディーラーの塔ヶ崎から配られ、全員が手札を確かく認にんする。

　疑惑と不信の渦うずに呑み込まれながら、俺は手元のカードを開く。ジョーカーは、今回も俺の元にあった。

　ちっ。

　また俺かよ。

「…………っ」

　違ちがう。

　おいおい。

　なにをやってるんだ俺は。

　なんで漫然とカードをめくって、普ふ通つうのリアクションしてるんだよ！　なんで舌打ちしてるんだよ!?

　しまった。

　しまった、しまった、しまった。

　手札確認の瞬間は、このゲームで最も集中していなければならないポイント。そんなときに、別なことを考えていてどうする。

『また俺かよ』。その感情が、完全に表情に出てしまった――




「『魔女、見つけた』」




　終わった。

　全てが終わった。

　俺のチップは六枚。

　京丸先輩のチップは十八枚。

　敗北は確定。

　俺は信じられないくらい凡庸なリアクションを取ってしまった。京丸先輩は確信を持って宣告してくるだろう。

　激しい後悔と途と方ほうも無い罪悪感が襲おそいかかる。

　俺の凡ミスのせいで――全てが終わる。

　そう。

　終わる――はずだった。




「魔女はあなたよ、高橋くん」




　宣告したのが――京丸先輩だったならば。

「チップは二枚賭けるわ」

「……せ、正解だ」

　俺おれを告発したのは――塔ヶ崎夜よる子こだった。二枚のチップを彼女に渡す。

　チップ内訳。

　高橋＝４　塔ヶ崎＝10　京丸＝18　不二峰＝８

「命拾いしたな、高橋」

　京丸先輩が茶ちや化かすように言った。

　まったくその通りだった。今のは塔ヶ崎夜子のファインプレイ。あと一瞬遅ければ、京丸先輩が先んじて指摘し、負けが確定するところだった。

　俺のミスを、塔ヶ崎がカバーしてくれたのだ。

「なにボケっとしてるのよ、だらしないわね」

　塔ヶ崎の不ふ遜そんな叱責が、ひどく胸に刺さる。

「私を勝たせるんじゃなかったの？　しっかりしなさい」

「…………」

　ったく。

　なにも知らないくせに、えらそーに。

　俺がどんだけ考えを巡らせて、どんだけ悩なやんでるかも知らないくせに。

「悪かった。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺は言った。

　もう、これ以上の醜態を晒すわけにはいかない。

　百パーセントゲームに集中しよう。

　己おのれの全てを、ギャンブルの女め神がみ様に捧げるとしよう。

「なんたかんだ言って、きみら、いいコンビかもな」

　京丸先輩がぽつりと呟つぶやいた。それは嫌みのようでもあったが、純じゆん粋すいな褒め言葉のようにも聞こえた。

　九回戦。

　配られたカードを確認。

　俺の手札にはジョーカーはない。

　続いて塔ヶ崎のサインを確認。彼女の手札にもジョーカーはない。

　さらに続いて――不二峰先輩を確認。

　彼女のサインはこう言っていた。

『ジョーカーは私が持っている』、と。

　さあ、どうする？

　もしも彼女が本当のことを言っているならば、塔ヶ崎に不二峰先輩を宣告させて、チップを十枚賭かけさせればいい。

　それでゲーム終しゆう了りようだ。

　だが――もしも彼女が嘘をついていた場合。

　不二峰先輩が京丸先輩とグルになって俺をハメていた場合。

　塔ヶ崎のチップは０枚となる。

　しかもその場合、ジョーカーを持っているのは京丸先輩となるため、ベットは京丸先輩と不二峰先輩の二人が受け取ることになる。

　つまり、全てが敵陣営に渡るのだ。

　さっき俺がチップ０枚となったときは、塔ヶ崎が多くチップを持っていたからなんとかリカバリーできた。

　しかし――今度失敗すれば、俺おれ達たち陣じん営えいのチップ総数は、俺が四枚、塔ヶ崎が０枚で、合計四枚となる。

　挽回は不可能だろう。

「…………」

　手札のカードを揃えながら、必死に思考を続ける。限界まで脳髄を痛めつける。

　しかしいくら思考を巡らせたところで、戻もどってくる場所は一いつ緒しよ。

　不二峰潤がどちらの味方なのか。

　その一点に尽きる。

　勝敗の行方は《魔性の女フアム・フアタール》の手の上にあった。

　彼女がどちらの味方なのかわからない。

　どちらを裏切っているのかわからない。

　しかもその上――彼女は今からどちらにでもつくことができるのだ。

　俺を裏切ってなかったとしても、今から俺を勝たせることもできる。

　京丸銀次を裏切っていたとしても、今から京丸銀次を勝たせることもできる。

　ああ。

　なんて滑こつ稽けいな話だろう。

　俺はこの勝負を、京丸銀次との一騎打ちだと考えている節があった。

　正直、不二峰先輩のことはナメていた。だからこそ、あんな脅迫に出ることもできた。

　それなのに――いつの間にやら、不二峰潤に全てを握られているではないか。

《魔性の女フアム・フアタール》がどちらに微笑むか。

　それで全てが決まってしまう。

「どうしたの、高橋くん？　カード、引くわよ」

　俺の内心の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、不二峰先輩は何食わぬ顔でゲームを進行しようとする。

　わからない。

　どこまでが演技で、どこからが演技でないのか。

　昨日垣間見ることができたほんの少しの素顔も――所詮、ただの仮面の一つでしかなかったのか。

「……ふぅー」

　俺は大きく息を吸い、吐はいた。

　思考を停止した。

　考えに考え抜こうとしたが、無む駄だだと思って止めた。

「……そうだったな。《脇わき役やく》にできることなんて、一つしかない」

《脇役》にできる唯一のこと。

　それは――メインキャラクターを信じること。

　いつだってそうだ。

　俺にできることなんて――他人を信じることぐらいしかない。

　信じてみよう、《魔性の女フアム・フアタール》を。

　塔ヶ崎に向けて、俺は最後のサインを送る。

『不二峰潤を指摘。チップ――オール・イン』

　行けよ、塔ヶ崎。

　お前が勝負を決めろ。

「『魔女、見つけた』」

　俺のサインを受け取った塔ヶ崎は、なんの迷いもなく、そう言った。

「不二峰先輩。あなたが魔女よ。チップはオール・イン！　これで決着だわ」

　賽は投げられた。

　もう、後あと戻もどりはできない。

　全員の視線が、不二峰潤に集中する。

　痛々しいほどの沈ちん黙もく。手は汗あせで湿り、トランプを落としてしまいそうだった。

「うふっ、あはは」

　沈黙を打ち破るように、不二峰先輩は笑った。

　思わず見み惚ほれてしまいそうな、蠱惑的な笑顔だった。
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「だーいせーかーい」

　ぺらり、と。

　手札の一枚を晒す。

　カードの中では、道どう化け師しの微笑みがあった。

「そうよ。私が魔女。男達を手玉に取っちゃう、わるーいわるーい、《魔性の女フアム・フアタール》だよん」

　決着の瞬間だった。







「見事だ」

　勝利がわかった瞬間、俺は一気に気が抜ぬけて、椅い子すにもたれかかった。高鳴る鼓こ動どうは一向に収まる気配はない。魂たましいが口から抜けてしまいそうだ。

　そんな情けない俺に対して、敗者である京丸先輩は惜しみない賞賛を浴びせる。

「完敗だ。完全にしてやられた。桜おう神がみ雛ひいなを囮にした二重トラップ、まんまと引っかかっちまったぜ」

　驚おどろくほどに潔い京丸先せん輩ぱいだった。ギャンブラーの真価というものは、勝ったときよりも負けた後に問われるかもしれない、と、ふと思った。

「……勝った気がしないですよ。やられたのはこっちの方です」

　状じよう況きようは、はっきり言って圧あつ倒とう的てきにこっちが有利だった。

　３対１の勝負なのだから、全くフェアとは言えない。

　それなのに京丸先輩は、ほんのわずかなやり取りで不二峰先せん輩ぱいの裏切りを見抜いた。どころか、たった一瞬の笑えみで、俺を疑心暗鬼に陥らせた。

「そうでもないさ。俺も内心じゃけっこうドキドキしてたんだぜ」

「ポーカーフェイスが巧うますぎですよ……」

「それにしても……まさか不二峰に裏切られるとは思わなかったよ。その発想はなかった。いったいどんな手を使ったんだ？」

「それは……企業秘密ってことで」

　すると、不二峰先輩が立ち上がった。

「ごめんね、京丸くん。私、今日でここのバニーさん辞めるから。今日の分の時給もいらないわ」

「ああ。ただ、一つ教えてくれよ。どうして高橋についた？」

　京丸先輩はなんということもなさそうに尋ねた。怒おこっている様子は全くない。単純な疑問として訊きいているように見える。

「そうねー……。まあ、強いて言えば、そういうとこじゃない？」

　不二峰先輩はおどけたように言う。

「京丸くんは、私が裏切ったことに対してなにも感じてない。騙だまされたことに怒いかりも悲しみもしない。『ああ、そうきたか』って感じで、冷静に状況を分ぶん析せきして的確な次の一手を打った」

　でも、と言って不二峰先輩は俺を見る。

「高橋くんは、私が裏切ったかもしれない、って感じたとき、馬ば鹿かみたいに動揺してた。みっともないくらいに取り乱して、隙だらけになってた」

　……恥はずかしい。そんなにひどかったのか、俺。

「そりゃ高橋くんの方がかわいくなっちゃうわよねー。女ってのはね、完かん璧ぺき過ぎる男は好きじゃないのよ」

「なるほど。勉強になったぜ」

　そして不二峰先輩は、俺の方に寄ってきて、こっそりと耳打ちする。

「……約束は守ったわよ。バラしたら殺すからね」

　必死な様子である。

　やはり不二峰先輩は、ビッチではなく処女だったようだ。

「わかってます。本当、ありがとうございました」

「……でも、高橋くん、よく私のこと信じたわよね。京丸くんが作り上げたあの状況なら、私を疑ってもおかしくないのに……」

「そうですね、確かに危なかったですよ。でも」

「でも？」

「昨日の不二峰先輩のかわいらしい反応が、全部演技だったなんて思いたくなかったんで」

「～～っ！」

　どむ、と腹部に強烈なパンチを食くらった。

　やはり素顔は、だいぶ照れ屋な人であるらしい。

「ね、ねえ。みんな、さっきからなに話してるの？」

　一人だけなにもわかっていない塔ヶ崎が、所在なさげな声を上げた。

　席を立ち、俺の方に歩いてくる。

「高橋くん。私達、勝ったのよね……？」

「ああ、勝ったぜ」

「そう、よかった。これで、パジャマと海パンから解放されるのね」

　ああ……。そういえば、賭けてるのってそれだったな。

　どうせならもうちょっとマシなものを賭けて勝負がしたかったぜ。

「さすがね、高橋くん。あなたの言う通りにしたら、本当に勝てたわ。よくやったと褒めてあげましょう」

　上から目線ではあるが、それは塔ヶ崎なりの感謝の言葉だった。

　でも、感謝したいのは俺の方だ。

「俺はなにもしてねーよ。勝てたのはお前のおかげだ」

　気き遣づかいでもご機き嫌げん取りでもなく、本音を述べる。

　本当に危うかった。

　塔ヶ崎が全てをゆだねてくれたから、勝つことができたのだ。

「私の、おかげ？」

「ああ。これはお前の勝ちだぜ、塔ヶ崎」

　塔ヶ崎は最初、きょとん、とした様子だったが、段々と口元が緩んでいった。

「……やったっ！」

　全く飾らず、少しも格好つけず、心から喜ぶ塔ヶ崎夜子。

　その姿は、どうしようもないくらいにかわいらしかった。







エピローグ







　放課後の映画館はやたらと混んでいた。

　お目当ての映画は、俺の予想以上にヒットしていたようである。

「おい、塔とうヶ崎さき。映画始まる前から、そんなにグビグビ飲むなよ。トイレ行きたくなるぞ」

「うるさいわね。あなた、私の保護者かなにかなの？」

「ぶちまけたポップコーン一緒に片付けて、迷子センターに迎むかえに行って……。実は俺、お前の保護者なんじゃないのか、って気がしてきたよ」

「む、昔のことをいつまでも引っ張らないで頂ちよう戴だい！」

「昔じゃねえ、五分前の話だ」

　早めに席についた俺と塔ヶ崎は、なにも映っていない大スクリーンの前で、くだらないやり取りをしていた。

　先日の『魔ま女じよ狩がりゲーム』で賭けていたのは、俺おれ達たちの格好だけだった。

　けれど京きよう丸まる先輩は、塔ヶ崎の健闘を讃え、用意していた映画のチケットをくれたらしい。

　太っ腹というか、なんというか。

　結局、最後の最後まで、いい人なのかわからなかった。

　まあ、でも人間なんてそんなもんか。

　型にはまったような悪人や善人なんて、そうそういるもんでもない。

『た、た、高たか橋はしくん。これ、なんか、チケット、もらっちゃって。全然欲しくなかったけど、たまたま京丸先輩からもらっちゃって……。あ、あれー、これ、もしかして……高橋くんが最近読んでた小説の映画？　うん、そうよ。うわー、すごい偶ぐう然ぜんだわー』

『…………』

『すごい偶然だわー……。すごい偶然で、すごい偶然だから……えっとぉ、これ、二枚あって、だから……その』

『一緒に見に行くか？』

『……うんっ』

　というやり取りがあって、本日、俺は塔ヶ崎と共に映画を見に来ていた。

　今日は二人とも制服姿。

　塔ヶ崎の気ぐるみみたいなパジャマも、もう拝むことはないのだろう。

　そうこうしているうちに、ブー、とブザーの音が鳴った。明かりが消え、周囲が暗くなる。スクリーンでは、別の映画の予告が流れ始める。

「ねえ」

　薄うす暗ぐらい空間で、塔ヶ崎が小さく声を上げた。

「なんだよ。てか、もうおしゃべり止めろよ」

「いいから、聞きなさい」

　有う無むを言わさぬ口調だった。俺は映画の予告も楽しみにしている派なのだが、仕方なく耳を傾けることにする。

「私達たち、勝ったのよね」

「そうだな」

「私の手柄で勝ったわ」

「……そうだな」

　否定するつもりはないが、堂々とそう言われると反論したくもなる。

「つっても、倒したのは《代打ち》。《ギャンブル》の《準主人公》だ。お前が目標としてる《主人公》には程ほど遠い」

「でも――勝った」

　塔ヶ崎は言う。

「生まれて初めて勝った。勝った、って心の底から思えた」

「そうか」

「私達二人の勝利よ。まあ、桜おう神がみさんも加えて、三人の勝利でもいいけど」

「それがいいな。チームの勝利ってわけだ」

「私一人じゃ勝てなかったと思う」

「なんだよ、珍しく殊勝な態度だな」

「……茶化さないで頂戴」

　苛いら立だったような声に、俺は肩かたをすくめる。

「あなたには感謝してるわ」

　そう言うと、塔ヶ崎は目ま深ぶかに被ったうさ耳のフードに手を伸のばした。そして驚くべきことに――フードを外した。

　俺は目を疑う。

「な、なにやってんだよ……」

　久しぶりに見る塔ヶ崎夜よる子この素顔に、俺は少なからず動揺してしまう。

　艶やかな黒髪かみ。細い顎。かすかに朱に染まった頬ほほ。

　それから塔ヶ崎は、ゆっくりとこちらを向いた。

「これくらい暗ければ、大丈夫なはずよ……」

　星空を閉じ込めたような、大きくて神秘的な色をした瞳ひとみ。

　魅み惑わく的な双眸が、真まっ直すぐこちらに向けられた。

　視線が交錯し、密接に絡み合う。

「あなたが相手だったら、大丈夫だと思う」

「…………」

「ありがとう」

　それは、実にシンプルな感謝の言葉だった。

　お礼を言うときは相手の目を見る。

　人としての当然の常識であり、守るべきマナーだ。

　そんな当たり前のことを、塔ヶ崎夜子はしてくれた。細い肩を震ふるわせ、崩れそうな体を必死に支え、顔を真っ赤にして、上擦った声で。

　それがどれほどの苦行なのか。

　それがどれほどの偉業なのか。

　俺には痛いほどよくわかった。

　だから――この上なく嬉しかった。

　違う。違うんだ。塔ヶ崎。

　感謝をしたいのは、俺の方なんだ。

　お前がいたから、俺は――

「は、はいっ。もう終わりっ。顔チラタイム、しゅーりょーっ」

　俺が言葉を発する前に、塔ヶ崎はぷいっと顔を逸そらし、フードを被り直してしまった。それから、勢いよく席を立ち、この場から去ろうとする。

　俺は慌あわてて手を掴んだ。

「お、おい。どこ行くんだよ。もう、映画始まるぞ」

　すると、塔ヶ崎は顔を伏せ、ぼそりと言った。

「……オ、オシッコ」

「…………」

　俺はなにも言わず、そっと手を離した。塔ヶ崎は駆け足で出口へと向かっていく。

　言わんこっちゃない、という言葉は今この瞬間のためにあるんだろう。

　この場からいなくなるための口実、という可能性もなくはないと思うが……まあ、塔ヶ崎のことだから、きっと本当にトイレだろう。

　やれやれ。なんだか、完全に敗北した気分だ。
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　スクリーンでは、予告編が終わり、本編が始まろうとしていた。

　物語が始まろうとしていた。

　やられっぱなしは癪だから、映画が終わったら、俺もあいつに言いたいことを言ってやろう。

　流れるエンドクレジットでも眺めながら、のんびりと。







あとがき







　ぶっちゃけると僕はギャンブルが苦手です。大学時代には麻マー雀ジヤンにハマりましたが、それも仲間内で低いレートで打つくらいで、他のギャンブルは全くといっていいほどノータッチです。一度だけパチンコを打ったことがありますが、なにも知らないでただ座っていたら知らぬ間に五千円溶とけてしまい、トラウマとなっています……。パチンコ怖こえぇ……。

　どうも僕という人間は『初期投資』が苦手なようです。儲もうかるどうかわからないことに対して投資することに酷ひどく臆おく病びようで、損して得取れ、という考えができません。

　だからこそ、初期投資ゼロで始められる作家という職業を選んだような、違うような。

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　シリーズ第二巻となる今回は、ギャンブルの話をなっています。まあ、言うほどギャンブルしてない気もしますけど。どちらかと言えばゲーム物、でしょうか。

　一度、オリジナルゲームを扱あつかったイカサマ合戦、みたいな話を書いてみたかったんです。今回の話を書く上で一番苦労したのは、オリジナルゲームの完成度を確認するために、友人に「ちょ、ちょっと俺考えたゲームやってみない……？」言って協力を求めることでした。

　……滅茶苦茶恥はずかしかったです。

　こういうのが許されるのは、小学生くらいまででしょうね。

　というわけで、以下謝しや辞じ。

　担たん当とう様。いつもお世話になります。麻雀の話を振ったら予想以上に玄くろ人うとでビビりました。今度ぜひ一緒に……いや、やめましょう。カモられそうですから。

　鈍にび色いろ玄しずか様。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました。新キャラも既き存そんのキャラも大変魅力的に描かいて頂いて、嬉うれしい限りです。

　そして本作を手に取っていただいた読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。




望公太
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

望公太先生／鈍色玄先生
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